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第 章 １
 

・1-1 ログイン 

・1-2 データ選択を開く 

・1-3 環境設定を開く 

・1-4 マイナンバー管理ログを開く 

・1-5 基本設定 

・1-6 部門設定 

・1-7 科目設定 

・1-8 開始残高登録 
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・1-10 本支店グループ設定 
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1-1 ログイン 

 

TACTiCS 財務を起動するオペレータの情報を入力します。また、起動形態を「スタンドアロン」と「クラ

イアント（C/S）」から選択します。 

 

■コード 

初期値は「9999」です。【拡張（Ｏ）】－【オペレータ登録（2）】でプログラム利用者の登録を行うと、任

意のコードで起動できます。初期値の「9999」は変更できません。 

 

■パスワード 

初期値は「9999」です。【拡張（Ｏ）】－【オペレータ登録（2）】でプログラム利用者の登録を行うと、任

意のパスワードで起動できます。初期値の「9999」は変更できます。 

 

■スタンドアロン 

スタンドアロンで起動する時に選択します。クライアントサーバー形式のようにサーバー機を用意せ

ず、任意のパソコンでデータを一元管理する場合もこちらを選択します。 

 

■クライアント（C/S） 

クライアントサーバー形式のクライアントとして起動する時に選択します。 
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1-2 データ選択を開く 

 

【ファイル（F）】－【データ選択を開く（O）】 

作成済みの会計データが表示されます。データは一社（個人）一事業年度を一行で管理します。選

択するとメニュー画面へ進みます。また、新規データの作成、削除、保存・復元などを行います。 

スタンドアロンで起動した時と、クライアント（C/S）で起動した時で画面・機能が異なります。 

 

スタンドアロンのデータ選択画面 

 

 

 

■共有データの取得と保管を自動化する 

「共有取得」「共有保管」ボタンを使わずに共有データを処理する場合にチェックを付けます。自動

的に「共有取得」が行われます。また、プログラム終了時やデータ選択画面へ戻る時に自動的に「共

有保管」が行われます。 

 

■共有取得 

ボタンを押すと共有データを選択可能にします。既に他のＰＣで取得されている状態のデータは取

得できません。空白行を選択してボタンを押すと[共有データの選択]画面が開き、リストから処理する

データを選択します。取得を実行すると、共有データがローカルフォルダへコピーされます。取得中

の状態になると、データ選択画面の「共有」欄の鍵マークが非表示になります。 
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■共有保管 

選択した共有データをサーバーへ保管（同期）し、他のＰＣで取得可能な状態にします。保管を行っ

た共有データは、データ選択画面の「共有」欄に鍵マークが表示されます。 

 

■検索 

条件を指定してデータを検索します。ボタンを押すと[検索条件の設定]画面が開きます。 

 

■検索解除 

検索結果の状態を解除する場合に使用します。検索結果の画面でのみ使用できます。 

 

■情報 

[会計データの詳細情報]画面が表示されます。データ選択画面でのデータリスト名の変更や、異常

終了時のデータロック解除、データ破損時の再構築を行うことができます。 

 

■更新 

データ選択画面のリスト情報を更新します。Windows のファイル操作でデータをコピーしたような場合

に使用します。 

 

■閉じる（×）ボタン 

TACTiCS 財務を終了します。 

 

 

 

 



第 1 章 環境・初期 

5  

ファンクションキー（スタンドアロン方式） 

F２：コピー／貼り付け 選択したデータのコピーを作成する場合に使用します。 

F3：新規作成 新規に会計データを作成する場合に使用します。空白行を指定した場合のみ

有効です。ボタンを押すと[会計データの新規作成ウィザード]画面が表示され

ます。 

F３：分散追加 分散入力用のデータ領域を追加する場合に使用します。合算データを選択し

ている場合のみ有効です。 

F４：割当解除 データ選択画面に割り当てられている共有データを画面から外す場合に使用

します。保管済みの共有データを選択した場合のみ有効です。 

F５：データ削除 指定したデータを削除する場合に使用します。前回選択したデータは削除でき

ません。また、削除を実行したデータを復活させることはできません。 

F６：保存 指定したデータをフラッシュメモリなどに保存します。 

F７：復元 保存データを復元する場合に使用します。 

F８：印刷 データリストを印刷します。用紙向きを「横」で印刷すると、コード情報も印字さ

れます。 

F1２：選択 選択行のデータを処理する場合に使用します。[Enter]キーまたはダブルクリッ

クをしても同様です。 

 

 

クライアント（C/S）のデータ選択画面 
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■データの場所 

リストから会計データの保管場所を選択します。[設定]ボタンを押すと、保管場所を最大９９箇所作成

することができます。 

 

■検索 

条件を指定してデータを検索します。ボタンを押すと[検索条件の設定]画面が開きます。 

 

■検索解除 

検索結果の状態を解除する場合に使用します。検索結果の画面でのみ使用できます。 

 

■情報 

[会計データの詳細情報]画面が表示されます。データ選択画面でのデータリスト名の変更や、デー

タ持ち出し時や異常終了時のデータロック解除、データ破損時の再構築を行うことができます。 

 

■更新 

データ選択画面のリスト情報を更新します。Windows のファイル操作でデータをコピーしたような場合

に使用します。 

 

■閉じる（×）ボタン 

TACTiCS 財務を終了します。 

 

ファンクションキー（クライアントサーバー方式） 

F２：コピー／貼り付け 選択したデータのコピーを作成する場合に使用します。 

F3：新規作成 新規に会計データを作成する場合に使用します。空白行を指定した場合のみ

有効です。ボタンを押すと[会計データの新規作成ウィザード]画面が表示され

ます。 

F３：持ち出し データを社外に持ち出して入力する場合や、社外で入力したデータを持ち帰り

サーバーに戻す場合に使用します。データ行を選択した場合のみ有効です。

ボタンを押すと[データの持ち出し／持ち帰り]画面が表示されます。 

F４：領域追加 会計データを保管する領域（＝行）を作成する場合に使用します。ボタンを押

すと【データ領域の追加】画面が開きます。フォルダ名を指定して「ＯＫ」ボタン

を押すと「新しい領域」行が作成されます。（最大２０００行まで作成できます。） 
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F５：データ削除 指定したデータを削除する場合に使用します。前回選択したデータは削除でき

ません。また、削除を実行したデータを復活させることはできません。 

F６：保存 指定したデータをフラッシュメモリなどに保存します。 

F７：復元 保存データを復元する場合に使用します。 

F８：印刷 データリストを印刷します。用紙向きを「横」で印刷すると、コード情報も印字さ

れます。 

F1２：選択 選択行のデータを処理する場合に使用します。[Enter]キーまたはダブルクリッ

クをしても同様です。 

 

データリスト名の変更方法 

画面右上の「情報」を押して[会計データの詳細情報]画面を表示し、データリスト名欄で編集すること

ができます。ここでの変更は仕訳帳・元帳・試算表・決算書などの帳票には反映しません。 

 

 

データの並べ替え 

データリストの見出しをクリックすると、その項目を基準に並べ替えされます。昇順・降順の切り替えも

可能です。並び順は保持されます。 

 

 

コード検索 

データ選択画面でコードを入力すると、入力された文字に応じてその都度データの検索が行われま

す。 

 

 

 



第１章 環境・初期 

8  

データの新規作成 

仕訳を入力するためには会計データを作成する必要があります。データ選択画面でデータフォルダ

を指定後「F3:新規作成」を押し、[会計データの新規作成ウィザード]画面で内容に沿って次へ進む

ことによって登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①コード体系とコード桁数を指定する。 

※法人 6 体系（販売業、製造業、建設業、運送業、

病院、その他）、および個人3体系（個人一般、個

人医業、個人不動産）は事前に登録されていま

す。 

※個人農業はデータ区分からデータを作成します。 

※科目コード、補助コードは「3 桁」「4 桁」、部門コー

ドは「2 桁」「3 桁」「4 桁」の指定ができます。 

 

②会社コード、会社名等を設定します。 

 

※会社名は必須項目のため省略できません。各種

帳票に印字されます。 

※新規作成後に設定することも可能です。 

※マイナンバー管理情報は、マイナンバー管理者 

でログインしている場合に設定できます。 

※会社コードはデータ選択画面のコード検索に使

用できます。 

 

③会計期間等の設定を行います。 

 

※個人データは一年未満の設定はできません。 

※開始月を期首月の翌月以降にした場合は期中開

始扱いとなり、開始残高の登録は損益科目も対

象となります。 
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④製造原価報告書の印刷を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤製造原価報告書を印刷する場合に、タイトルや

見出しの情報を確認・変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥消費税申告書区分を指定します。 

 

※「原則課税」「簡易課税」のいずれかを選択します。

「簡易課税」の場合は「第一種事業」～「第六種

事業」の中から主となる業種を選択します。 
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⑦消費税入力・処理区分、端数処理を指定します。 

 

※消費税入力区分は、仕訳の金額入力時の初期

値となります。 

税込…消費税込の金額を入力します。 

税抜…消費税抜の金額（本体価格）を入力します。

消費税分の仕訳は自動生成されます。 

税外…消費税分の仕訳を別途入力します。 

 

 

⑧本支店管理の指定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨本支店管理を行う場合に、本支店を登録します。 

 

※最大 99 本支店まで設定できます。 

※本支店コードは半角 2 桁での指定となります。 
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⑩部門管理の指定をします。 

 

※損益科目に設定する場合は、売上高～営業外費

用の科目が対象となります。 

 

 

 

 

 

 

⑪部門管理を行う場合に、部門を登録します。 

 

※最大 100 部門まで設定できます。（「00:共通部門」

含む） 

※部門コードは最初に指定した最大桁数で登録し

ます。桁が違う場合は警告が表示されます。 

 

 

 

 

⑫分散入力の指定をします。 

 

■分散入力を行う 

事業所ごとに入力したりデータ通信を使用するな

ど、各拠点でデータを管理し、合算用データで合

算結果を集計することができる「分散入力」を行う

場合にチェックを付けます。 

 

■分散データ数 

分散入力を行う拠点数を設定します。最大 99 デ

ータまで設定できます。 
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⑬データ送受信の通信設定をします。 

 

■通信 ID 

現在挿入中の USB キーに個別に用意されたデ

ータ通信用の通信IDを設定します。「USBキーか

ら取得する」ボタンを押します。 

 

■パスワード 

データ通信用のパスワードを半角英数 6 桁以内

で設定します。 

 

⑭設定内容の確認をします。問題がなければ「完

了」を押します。 
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データの保存方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保存対象のデータを指定し「F6:保存」を押しま

す。 

 

※ここでの保存は指定データのみが対象です。 

 

 

 

 

②保存先の場所でリストより保存先を選択するか、

「参照」を押します。 

 

※リストには保存先の履歴が 8 回分保持されます。 

「履歴削除」を押すと削除することができます。 

 

 

 

③「参照」を押した場合は、保存先フォルダを指定し

て保存を実行します。 

 

※この画面で新しいフォルダを作成することも可能

です。 

 

※保存ファイル名は tacacc.fbk となります。 
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データの復元方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①復元先フォルダを指定し「F7:復元」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②データが保存されている場所をリストより選択す

るか、「参照」を押します。 

 

※「プログラムの既定の保存先の場所より復元する」

は、「仕訳の全削除」または「仕訳のインポート」を

実行した時の自動保存データを復元する場合に

使用します。 

 

 

③「参照」を押した場合は、復元元フォルダを指定し

て復元を実行します。 
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1-3 環境設定を開く 

 

【ファイル（F）】－【環境設定を開く（E）】 

画面の文字サイズや色、年の扱い、入力時の様々な制御などの設定を、ログインオペレータ単位で

調整することができるメニューです。 

 

画面表示 

 

 

 

■ウィンドウサイズ（規定値に戻す） 

画面サイズを初期値（1024×768）に戻す場合に使用します。 

 

■フォント（変更） 

画面の文字サイズや種類を変更する場合に使用します。 

 

■フォント（規定値に戻す） 

画面の文字サイズや種類を初期値（MS P ゴシック 10pt）に戻す場合に使用します。 
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■ヒント 

項目にマウスポインタを乗せた時にヒントメッセージを表示する場合にチェックを付けます。 

 

■データ選択 

プログラム起動時に必ずデータ選択画面を表示する場合にチェックを付けます。チェックがない場合

は、前回終了時に選択していたデータを選択してプログラムを起動します。 

 

■年の扱い 

各種帳票、画面表示における年の表示を「西暦」または「和暦」から指定します。 

 

■明細の色（変更） 

画面の色合いを変更する場合に使用します。 

 

■明細の色（規定値に戻す） 

画面の色合いを初期値に戻す場合に使用します。 
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入力設定 

 

 

 

■入力方法 

摘要優先 日付→摘要→金額→取引先の順に入力する方法です。 

取引先優先 日付→取引先→金額の順に入力する方法です。 

仕訳優先 日付→仕訳→金額→摘要→取引先の順に入力する方法です。初期値は「仕訳優先」です。 

 

■摘要・取引先項目の制御 

摘要欄や取引先欄が空白の状態でカーソルが移動した時の制御方法を指定します。 

項目名 説 明 
仕訳

優先 

摘要

優先 

取引先

優先 

摘要項目で摘要

辞書を自動で開

く 

チェックを付けると、仕訳追加時に摘要欄へカーソルが進む際

に、摘要欄が空欄であれば自動的に摘要辞書が表示されま

す。入力モードが「摘要優先」の場合は選択できません。 

○ × ○ 

摘要項目で連想

摘要辞書を自動

で開く 

チェックを付けると、仕訳追加時に摘要欄へカーソルが進む際

に、摘要欄が空欄であれば自動的に連想摘要辞書が表示され

ます。入力モードが「摘要優先」の場合は選択できません。 

○ × ○ 

摘要項目を入力

しない 

摘要欄を入力しない場合にチェックを付けます。摘要欄を省略

してカーソル移動するようになります。 
○ × ○ 
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取引先項目で取

引先辞書を自動

で開く 

チェックを付けると、仕訳追加時に取引先欄へカーソルが進む

際に、取引先欄が空欄であれば自動的に取引先辞書が表示さ

れます。入力モードが「取引優先」の場合は選択できません。 

○ ○ × 

取引先項目で連

想取引先辞書を

自動で開く 

チェックを付けると、仕訳追加時に取引先欄へカーソルが進む

際に、取引先欄が空欄であれば自動的に連想取引先辞書が

表示されます。入力モードが「取引優先」の場合は選択できま

せん。 

○ ○ × 

取引先項目を入

力しない 

取引先欄を入力しない場合にチェックを付けます。取引先欄を

省略してカーソル移動するようになります。 
○ ○ × 

 

■摘要・取引先項目の編集 

摘要・取引先辞書選択時の項目の編集方法を指定します。チェックを入れると辞書を呼び出した時

のカーソル位置に文字が追加されます。チェックを外すと文字が置き換わります。 

 

■摘要の自動登録 

摘要辞書に「摘要を自動登録する」を表示する場合に使用します。「摘要を自動登録する」を選択す

ると、仕訳入力の流れで新しい摘要を辞書へ登録することができます。 

 

■取引先の自動登録 

取引先辞書に「取引先を自動登録する」を表示する場合に使用します。「取引先を自動登録する」を

選択すると、仕訳入力の流れで新しい取引先を辞書へ登録することができます。 

 

■仕訳登録時の確認画面 

仕訳の追加や訂正をする時の最後に登録確認画面を表示する場合にチェックを付けます。 

 

■仕訳入力時の日付初期値 

最終入力日 最終入力仕訳の日付を初期値とします。 

システム日付 パソコンの日付を初期値とします。パソコン日付が会計期間外の場合は期首年月日を初期

値とします。 

 

■仕訳入力時の日付カーソル位置 

仕訳入力時に必ず月から入力したい場合は「月」を、月を固定し日だけを入力したい場合は「日」を
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選択します。 

■仕訳入力時の次項目移動 

仕訳を入力する時に、日付、科目、金額、摘要など各項目を[Tab]キーで移動する、もしくは使用桁

数入力後に自動で次項目へ移動する場合に、「拡張する([Tab]キーまたはフル桁）」にチェックを付

けます。 

 

■科目コードの使用桁数 

データ新規作成時の勘定科目コードの桁数初期値を「3 桁」「4 桁」から指定します。 

 

■補助コードの使用桁数 

データ新規作成時の補助科目コードの桁数初期値を「3 桁」「4 桁」から指定します。 

 

■部門コードの使用桁数 

データ新規作成時の部門コードの桁数初期値を「2 桁」「3 桁」「4 桁」から指定します。 

 

■連想辞書の抽出条件初期値 

連想摘要辞書及び連想取引先辞書の抽出条件の初期値を指定します。 
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出力設定 

 

 

 

■仕訳帳・元帳 

仕訳帳・元帳における仕訳番号の表示を設定します。 

リストの証憑番号列に仕訳番号を表示する 仕訳日付の下に仕訳番号を表示する場合にチェックを付けます。 

支店毎の連番を表示する 仕訳日付の下に仕訳番号を表示する場合で、支店毎に通し番号

を付ける時にチェックを付けます。 

 

 

■元帳（入力モード）の残高表示方法 

入力モードの元帳画面で残高の表示方法を指定します。 

最終残高を表示 画面上部に最終残高が表示されます。 

毎行に表示 毎行残高が表示されます。画面上部は繰越残高が表示されま

す。 

 

 

■3期比較分析の年度出力順 

3 期比較損益構成グラフ、3 期比較科目別推移グラフ、3 期比較経営分析表、3 期比較財務諸表に

おける年度の並び順を「前々期・前期・当期」「当期・前期・前々期」から指定します。  
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印刷設定（基本） 

 

 

 

■標準のプリンター（変更） 

プログラムで通常使うプリンターを指定します。初期値では Windows の通常使うプリンターが選ばれ

ています。 

 

■帳票の色（変更） 

カラー印刷時の色を変更する場合に使用します。 

 

■帳票の色（規定値に戻す） 

カラー印刷時の色を初期値に戻す場合に使用します。 
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印刷設定（帳票） 

 

 

 

■仕訳帳・元帳 

部門帳票を 2 行で印刷する 部門データの場合は、通常１仕訳を３行で印刷しますが、部門

情報を省略して 2 行で印刷する場合にチェックを付けます。 

仕訳帳・元帳で税額を参考印刷する 金額欄下段に消費税額を印字する場合にチェックを付けます。 

元帳で 1 日の最終取引行に残高を印刷する 同一仕訳日付の最終行のみ残高を印字する場合にチェックを

付けます。 

元帳のタイトルに科目名称を印刷する 勘定科目名を元帳のタイトルにする場合にチェックを付けます。

チェックがない場合は「総勘定元帳」「補助元帳」「部門元帳」が

タイトルになります。 

両面印刷で最終ページが白紙で終わる時は

罫線を印刷する 

表面で仕訳が終わっても裏面に罫線を印刷する場合にチェック

を付けます。印刷設定画面で「両面印刷用に余白を調整する」

にチェックを付ける必要があります。 

１仕訳１行で元帳を印刷する 補助・部門・消費税額等の参考表示は行わず、１仕訳を１行で

元帳を印刷する場合にチェックを付けます。 

元帳でインデックスの印を付けて印刷する インデックスシールが貼りやすいように印を付けて印刷する場合

にチェックを付けます。 

消費税コードを印刷する 消費税コードを印字する場合にチェックを付けます。 
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■試算表・決算書・分析帳票 

当期純利益等の名称に「金額」を付ける 「売上総利益（損失）」「営業利益（損失）」「経常利益（損失）」

「税引前当期純利益（損失）」「当期純利益（損失）」の名称の後

ろに「金額」を付ける場合にチェックを付けます。 

試算表のヘッダー部に集計区分・税処理区

分を印刷する 

試算表の右上に「累計／発生」及び「税込／税抜」を印字する

場合にチェックを付けます。 

試算表の「負債の部」で改ページする（全科

目 貸借対照表） 

試算表の印刷形式を「全科目」で印刷する場合に、貸借対照表

を負債の部で改ページする場合にチェックを付けます。 

試算表のタイトルを変更する 試算表及び 2 期比較試算表のタイトルを変更する場合にチェッ

クを付けます。全角最大 10 文字以内で指定します。サブタイト

ルはタイトルの右側に括弧書きで印字されます。チェックがない

場合は「貸借対照表」「損益計算書」がタイトルになります。 

規定値に戻す 「試算表のタイトルを変更する」にチェックがある場合に有効にな

ります。試算表のタイトル・サブタイトルを規定値に戻す場合に

使用します。 

 

セキュリティ 

※セキュリティタブは、システム管理者レベルのオペレータで起動した場合のみ表示されます 

 

 

データ選択を制限しない 「データ選択を制御しない」にチェックを付けると、ログインオペレータによりデー

タ選択を不可とする制御がされなくなり、全てのデータが選択可能になります。 

データ破損チェックを行う プログラム終了時やデータ切り替え時に、使用していたデータに破損がないか検

査する場合にチェックを付けます。 
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1-4 マイナンバー管理ログを開く 

 

【ファイル（F）】－【マイナンバー管理ログを開く（M）】 

法人番号又は個人番号に関する操作を行った履歴が確認できます。対象となる操作は、

登録・変更・削除、参照・印刷、データ保存／復元、USB キー保存／復元、データ送信／

受信です。マイナンバー管理者のオペレータでログインしている場合に選択できます。 

 

 

■記録される内容 

日付 記録対象操作を行った日時が記録されます。 

シリアル 使用しているシリアル番号が記録されます。 

オペレータ オペレータコード・オペレータ名が記録されます。 

コンピュータ名 コンピュータ名が記録されます。 

処理 記録対象操作を行ったメニュー名が記録されます。 

コメント 記録対象操作の内容が記録されます。 

 

■ファイル出力 

マイナンバー管理ログをＣＳＶファイル、又はテキストファイル形式で保存する場合に使用します。 

 

■印刷 

マイナンバー管理ログを印刷する場合に使用します。 
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1-5 基本設定 

 

【初期（S）】－【基本設定（1）】 

データ名、会計期間、消費税の扱い、部門・本支店の設定など、会計データを新規作成する際に指

定した内容の確認や変更を行うことができます。「名称・期間」「集計項目名」「製造原価」「消費税」

「部門」「本・支店」「個別原価」「分散入力」の8つのタブに分かれています。（クライアントサーバー方

式で起動している場合は「分散入力」タブは表示されません。） 

 

名称・期間 

 

 
 

■データ区分 

「法人」「個人／一般」「個人／不動産」「個人／農業」のデータ区分が表示されます。 

 

■コード 

顧客管理番号を設定します。データ選択画面に表示され、コード検索ができるようになります。 

 

■パスワード 

データ選択時にパスワードの入力を求めるようにする場合は半角英数8文字以内で設定します。「伏
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字にせず入力」にチェックすると画面上で確認できます。 

 

■データ名（屋号）及びフリガナ 

個人データの場合に表示されます。元帳・試算表などの帳票に印字される名称（屋号）を全角 20 文

字以内で設定します。必須項目のため省略できません。また、フリガナを半角 30 文字以内で設定し

ます。 

 

■会社名及びフリガナ 

法人データの場合に表示されます。決算書などの帳票に印字される会社名を全角20 文字以内で設

定します。必須項目のため省略できません。また、フリガナを半角 30 文字以内で設定します。 

 

■名前及びフリガナ 

個人データの場合に表示されます。青色申告決算書一面に印字される名前を全角８文字以内で設

定します。必須項目のため省略できません。また、青色申告決算書一面に印字されるフリガナを半

角 15 文字以内で設定します。 

 

■郵便番号 

法人データの場合に表示されます。郵便番号を設定します。 

 

■住所 

住所を全角 20 文字以内、2 行で設定します。下段は建物名などに使用します。個人データの場合

は青色申告決算書一面に印字されます。 

 

■電話 

電話番号を半角 13 文字以内で設定します。個人データの場合は「電話（自宅）」欄と「電話（事業所）

欄に設定された電話番号が、青色申告決算書一面に印字されます。 

 

■マイナンバー関連項目 

マイナンバー管理者でログインしている場合に編集可能です。 

マイナンバーを管理する 法人／個人番号を登録する場合にチェックを付けます。 

情報を編集 登録済みの内容を編集する場合に使用します。ボタンを押すと

[マイナンバー管理パスワードの確認]画面が表示されます。 
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管理パスワード 管理パスワードを半角 8 文字以内で登録します。法人／個人番

号の参照・印刷等を行う場合に、毎回管理パスワードの確認が

されます。「伏字にせず入力」にチェックすると画面上で確認で

きます。 

法人／個人番号 法人番号又は個人番号を 13 桁又は 12 桁で登録します。「伏字

にせず入力」にチェックすると画面上で確認できます。 

 

■会計年度 

会計年度を半角 3 桁以内で設定します。 

 

■会計期間 

期首年月日と期末年月日を設定します。期首年月日を設定すると自動的に期末年月日がセットされ

ます。法人の場合は 1 年未満の会計期間も設定可能です。仕訳入力後は期首年月日が変更できな

くなります。期末年月日は最終仕訳日付の範囲内で随時変更できます。 

 

■締日 

締日を設定します。末日の場合は「99」と設定します。その他は「1」～「27」の範囲内で設定します。

仕訳入力後は変更できません。 

 

■入力開始月 

仕訳の入力を開始する月を設定します。期首月以外の設定の場合は期中開始となり、開始残高登

録に損益科目も表示するようになります。仕訳入力後は変更できません。 

 

■印刷用 

決算書・キャッシュフロー計算書・試算表に印字される会計期間（事業年度）を変更する場合にチェ

ックを付け指定します。チェックが付いていると必ず指定した期間で印字されます。 

 

■証憑番号を使用する 

仕訳日付の下段に証憑番号を入力する場合にチェックを付けます。個別原価管理を行う場合は自

動的にチェックが外れます。 
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■担当者コード 

選択中のデータを担当するオペレータコードを登録します。登録するとデータ選択画面で、担当者

コードによる抽出をすることができます。 

 

■科目コードの使用桁数 

勘定科目コードの桁数を指定します。データ作成後、桁数を増やすことは可能ですが減らすことは

できません。 

 

■補助コードの使用桁数 

補助科目コードの桁数を指定します。データ作成後、桁数を増やすことは可能ですが減らすことは

できません。 

 

■部門コードの使用桁数 

部門コードの桁数を指定します。データ作成後、桁数を増やすことは可能ですが減らすことはできま

せん。 
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集計項目名 

 

試算表、決算書、分析帳票に印字される集計項目の名称を変更することができます。 

項目を選択して[Enter]キーを押すかダブルクリックをして編集します。 

 

 
 

 

■集計項目名称 

集計項目の名称を全角最大 10 文字以内で変更します。項目により文字数上限は異なります。損益

計算書の集計項目では、残高がプラスとマイナスの場合の名称を設定する必要があります。 

 

 

■定形試算表（縦見出し） 

Ａ4、Ａ3 サイズの定形試算表の縦見出しの名称を全角最大 8 文字以内で変更します。項目により文

字数上限は異なります。 

 

 

■決算書（見出し） 

法人決算書の見出しを全角最大 10 文字以内で変更します。項目により文字数上限は異なります。 
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製造原価 

 

 

 

 

■製造原価報告書を印刷する 

製造原価報告書を作成する場合にチェックを付けます。製造原価科目を仕訳で使用すると変更でき

なくなります。個別原価管理を行う場合は自動的にチェックが付きます。 

 

■帳票タイトル 

製造原価報告書のタイトルを全角 9 文字以内で変更します。 

 

■集計項目 見出し名称 

製造原価報告書の縦見出しの名称を変更します。当期製造原価のみ全角７文字以内、それ以外は

全角 4 文字以内で変更します。 

 

■集計項目 集計名称 

製造原価報告書の集計項目名を全角 10 文字以内で変更します。 
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消費税 

 

 

 

■消費税申告区分 

「原則課税」「簡易課税」のいずれかを選択します。「簡易課税」の場合は「第一種事業」～「第六種

事業」の中から主となる業種を選択します。 

 

■消費税入力区分 

仕訳の金額入力時の消費税入力区分を指定します。 

税込…消費税込の金額を入力します。 

税抜…消費税抜の金額（本体価格）を入力します。消費税分の仕訳は自動生成されます。 

税外…消費税分の仕訳を別途入力します。 

 

■消費税処理区分 

「税込」「税抜」の中から消費税の集計方法の初期値を選択します。 

 

■端数処理（仮受・仮払） 

税込入力または税抜入力の場合に自動計算される仮受消費税・仮払消費税額の端数調整方法を、

「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。  
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部門 

 

 

 

 

■部門管理を行う 

部門管理を行う場合にチェックを付けます。仕訳入力後に変更する場合は、【初期（S）】－【コード変

更（7）】を使用します。 

損益科目に設定する 「売上高」～「営業外費用」までの科目が部門管理の対象となります。 

全科目に設定する 全ての科目が部門管理の対象となります。 

 

 

■Ｆ2：追加 

部門を作成する場合に使用します。共通部門を除き、最大 99 部門まで設定できます。コードは名

称・期間タブで指定した部門コードの使用桁数となります。 

 

 

■Ｆ5：削除 

部門を削除する場合に使用します。仕訳入力後に削除する場合は、【初期（S）】－【コード変更（7）】

を使用します。 

 

  



第 1 章 環境・初期 

33  

本・支店 

 

 

 

■本・支店管理を行う 

本支店管理を行う場合にチェックを付けます。仕訳入力後に変更する場合は、【初期（S）】－【コード

変更（7）】を使用します。 

 

■色 

仕訳入力エリアのタイトル色を指定します。ボタンを押すと[色の設定]画面が表示されます。 

 

■Ｆ2：追加 

本支店を作成する場合に使用します。最大 99 本支店まで設定できます。コードは半角数字２桁で登

録します。 

 

■Ｆ5：削除 

本支店を削除する場合に使用します。仕訳入力後に削除する場合は、【初期（S）】－【コード変更

（7）】を使用します。 
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個別原価 

 

 

 

 

■個別原価管理を行う 

現場毎の製造原価を集計する場合にチェックを付けます。データ区分が「法人」及び「個人／一般」

の場合のみ利用できます。チェックを付けると確認画面が表示され、自動的に名称・期間タブの「証

憑番号を使用する」のチェックが外れ、製造原価タブの「製造原価報告書を印刷する」にチェックが

付きます。 

 

■データ内別名 

「工事別原価」や「現場別原価」など、個別原価を別の名称で表現する場合に全角 5 文字以内で指

定します。仕訳参照時の見出しは先頭２文字が表示されます。 

 

■コードの使用桁数 

個別コードの桁数を 3～6 桁で指定します。データ作成後、桁数を増やすことは可能ですが減らすこ

とはできません。 

 

■繰越区分 

翌期に残高を繰り越す場合に「残高を繰り越す」にチェックを付けます。完成済みのため繰り越す必

要がない場合はチェックを外します。 
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■F２：追加 

現場を登録する場合に使用します。ボタン押下後はコードと、名称を全角 15 文字以内で設定して

「登録」ボタンをクリックします。最大 1,000 件まで追加できます。 

 

■F5：繰越残高／個別情報 

前期以前に着工していて未完成の現場の繰越残高を登録する場合に[F５：繰越残高]ボタンを使用

します。残高登録画面に切り替わり、前期以前に支払った金額を登録します。[F５：個別情報]ボタン

を押すと個別情報画面に切り替わります。 
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分散入力 

 

 

 

 

■分散入力を行う 

分散入力を行う場合にチェックを付けます。 

 

 

■分散データ数 

分散入力を行う拠点数を指定します。指定後の増減はデータ選択画面でも行うことができます。 

本支店管理を行う設定の場合は、必ず登録されている本支店数になり変更できません。最大 99 デ

ータ作成できます。 
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1-6 部門設定 

 

【初期(S)】－【部門設定(2)】 

本支店管理を行う場合の各支店における部門使用の有無、共通部門配賦率の設定や部門のグル

ープ化の設定をします。 

 

使用設定 

 

本支店管理を行うデータの場合のみ使用設定タブが表示されます。 

 

 

 

■部門の使用チェックボックス 

部門を使用しない支店はチェックを外します。仕訳入力後は変更できません。 

 

■共通部門チェックボックス 

部門を使用する場合は必ずチェックが付きます。 

 

■各部門チェックボックス 

使用しない部門があればチェックを外します。仕訳入力後は変更できません。 
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基本配賦率設定 

 

部門を特定できない共通する取引に使用する「共通部門」の残高を、試算表や分析帳票で各部門

へ配賦する配賦率を指定します。基本配賦率設定では期間と部門を基準に簡易な配賦率設定がで

きます。 

 

 

 

■本・支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。配賦率を設定する本支店を指定します。 

 

■期間指定 

配賦率を設定する期間を指定します。「当期」「前期」「前々期」の指定と、月の指定ができます。 

 

■配賦率 

配賦率を登録します。初期状態は共通部門が 100 となっています。共通部門が 0 になるように各部

門へ配賦率を設定します。 

 

■配賦率登録 

設定した配賦率を登録する場合に使用します。 
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詳細配賦率設定 

 

詳細配賦率設定では、期間指定だけではなく勘定科目単位で配賦率の設定をすることができます。 

 

 

 

■本・支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。配賦率を設定する本支店を指定します。 

 

■期間指定 

配賦率を設定する期間を指定します。「当期」「前期」「前々期」の指定と、月の指定ができます。 

 

■配賦率 

配賦率を登録します。初期状態は共通部門が 100 となっています。共通部門が 0 になるように各部

門および各科目へ配賦率を設定します。 

 

■配賦率登録 

設定した配賦率を登録する場合に使用します。 
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グループ化 

 

設定した部門を組み合わせてグループ化し、部門を階層化することができます。試算表や分析帳票

をグループで集計することができるようになります。 

 

 

■グループ追加 

グループを作成する場合に使用します。ボタン押下後は、グループのコードと名称を入力し[Enter]

キーで確定します。 

 

■グループ削除 

選択したグループを削除する場合に使用します。 

 

■選択済みの部門 

選択したグループに所属している部門が表示されます。 

 

■選択可能な部門 

選択したグループに所属可能な部門が表示されます。 

 

■≪追加 

選択可能な部門欄で指定した部門を選択済みの部門欄へ追加する場合に使用します。 

 

■削除≫ 

選択済みの部門欄で指定した部門を選択可能な部門欄へ戻す場合に使用します。 
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部門グループの作成手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「グループ追加」ボタンを押し、グループを追加し

ます。 

 

※コードとグループ名称を入力後は必ず[Enter] 

キーを押して確定します。 

 

 

 

 

②選択可能な部門欄からグループに含めたい部門

を指定し、「≪追加」ボタンを押します。 

 

※[Shift]キーや[Ctrl]キーを使うと複数範囲指定が

できます。 

※共通部門も含めた全部門をグループ化すれば、

部門比較財務諸表で合計列として表示させること

ができます。 

 

③選択済みの部門欄へ部門が追加され、グループ

の作成が完了します。 
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1-7 科目設定 

 

【初期(S)】－【科目設定(3)】 

入力に使用する勘定科目や補助科目の設定をします。本支店管理をしている場合には、支店ごと

に科目の使用設定をすることができます。また、定形試算表や決算書への印字順・集約設定を行い

ます。 

 

科目・補助設定 

 

 

 

科目数上限とコードについて 

データ区分により勘定科目数の上限が異なります。 

 科目数上限 コード桁数※ 

勘定科目（法人） 400 3 桁または 4 桁 

勘定科目（個人／一般） 250 3 桁または 4 桁 

勘定科目（個人／不動産） 180 3 桁または 4 桁 

勘定科目（個人／農業） 195 3 桁または 4 桁 

補助科目 無制限 3 桁または 4 桁 

※【初期（S）】－【基本設定（1）】の指定桁数に準じます。 
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■補助 

科目一覧に補助科目を全て展開表示する場合は「全表示」を、展開せず全て非表示にする場合は

「全非表示」を選択します。 

 

■コード 

勘定科目コードを設定します。コード桁数は【基本（S）】－【基本設定（1）】の指定桁数に準じます。 

 

■検索キー 

科目の読み仮名など、仕訳入力時に科目の呼び出しに使用できる情報を検索キーに半角英数 5 文

字以内で設定します。 

 

■科目名 

勘定科目名称を全角 14 文字以内で設定します。 

 

■科目の使用 

科目の使用区分を設定します。 

 

■貸借区分 

集計時の加減算区分を設定します。通常は「借（貸）＋」を選択します。貸倒引当金、減価償却累計

額、売上値引戻高、仕入値引戻高などで「借（貸）－」を選択すると、金額にマイナスを付けずにマイ

ナス集計されるようになります。 

 

■固定・変動 

「仕入高」～「販売・一般管理」の科目に対して、【分析（A）】－【損益分析シミュレーション（1）】で使

用するための「固定費」「変動費」の区分を設定します。 

 

■補助科目 

補助科目の使用の有無を選択します。「使用する」に切り替えて右上の「登録」ボタンを押すと補助

登録画面に切り替わります。 
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■借方消費税・貸方消費税 

借方・貸方発生用の消費税区分を選択します。仕訳入力時にその都度変更できますので、ここでは

最も頻繁に使う区分を選択します。 

 

■借方資金繰・貸方資金繰 

【分析（A）】－【資金繰実績表（C）】で使用するための資金繰り区分を、借方・貸方発生用で選択しま

す。 

 

■登録 

科目設定の変更を反映させる場合に使用します。 

 

■F3～F7 

「F3:資産」「F4:負債」「F5:売上」「F6:製造原価」「F7:販管費」ボタンをクリックまたはファンクションキ

ーを押すと、各分類の先頭科目へジャンプします。 

 

■F8：印刷 

勘定科目確認表を印刷する場合に使用します。 
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補助科目の登録手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①補助科目を登録する勘定科目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②補助科目欄で「使用する」を選択し「登録」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③補助科目登録画面が表示されます。補助科目コ

ード、補助科目名等を設定し「登録」ボタンを押し

ます。 

 

※既に補助科目を設定済みの勘定科目を選び、

「F2：補助追加」を押した場合も表示されます。 
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印刷設定 

 

A4 定形試算表、A3 定形試算表、決算書の印刷科目名、印刷科目順、集約設定を行います。 

 

 

■雛形 

「試算表（定形 A4）」「試算表（定形 A3）」「決算書」から選択します。 

 

■保存／復元 

選択データの印刷設定を保存・復元する場合に使用します。別データの印刷設定に取り込むことが

できます。 

 

■印刷科目名称 

表示されている名称が帳票印刷時の名称になります。通常は 1 列に割り当てられた勘定科目名にな

ります。複数科目が割り当てられている場合は、一番若いコードの勘定科目が1列にセットされます。

また、「F2:名称変更」ボタンで変更することができます。 

 

■未割り当て科目を一覧表示する 

割り当てられていない科目を一覧表示する場合にチェックを付けます。 

 

■割当可能科目 

選択行に割当可能な科目が表示されます。未割り当ての科目は「済」欄のチェックが外れています。

未割り当て科目がある状態で画面を閉じると確認画面が表示されます。科目をクリックするとマウスポ
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インタに科目コードが付きます。そのままセルをクリックすると割り当てが行われます。セルに直接科

目コードを入力しても割り当てられます。 

 

■F2：名称変更 

印刷科目名称を変更する場合に使用します。 

 

■F3～F7 

「F3:資産」「F4:負債」「F5:売上」「F6:製造原価」「F7:販管費」ボタンをクリックまたはファンクションキ

ーを押すと、各分類の先頭科目へジャンプします。 

 

■F8：印刷 

印刷設定確認表を印刷する場合に使用します。 

 

 

使用設定 

 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。勘定科目・補助科目は、本支店別に使用設定

をすることができます。仕訳入力後にチェックを外すことはできません。 

 

 

■チェックボックス 

使用しない勘定科目・補助科目はチェックを外します。仕訳入力後は変更できません。 
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特定科目 

 

システム上特別な取り扱いをしている勘定科目が表示されます。通常は変更する必要はありません

が、初期値の勘定科目とは別に該当科目を追加したような場合に設定を調整します。[Enter]キー、

「F4:リスト表示」、またはダブルクリックで科目参照画面を表示し変更します。 

 

■特定科目（法人） 

現金 当座残高調整表の表示科目制御に使用されます。 

仮払消費税 税抜帳票の作成や、期末一括税抜処理に使用されます。 

仮受消費税 税抜帳票の作成や、期末一括税抜処理に使用されます。 

受取手形 割引手形、裏書手形との相殺に使用されます。 

割引手形 受取手形との相殺に使用されます。 

裏書手形 受取手形との相殺に使用されます。 

 

■特定科目（個人） 

現金 当座残高調整表の表示科目制御に使用されます。 

仮払消費税 税抜帳票の作成や、期末一括税抜処理に使用されます。 

仮受消費税 税抜帳票の作成や、期末一括税抜処理に使用されます。 

事業主貸 翌年度更新の際の加減算処理に使用されます。 

事業主借 翌年度更新の際の加減算処理に使用されます。 

元入金 翌年度更新の際の加減算処理に使用されます。 

 

■注意事項 

特定科目として設定している「仮払消費税」「仮受消費税」「元入金」には補助の設定はできません。  
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1-8 開始残高登録 

 

【初期(S)】－【開始残高登録(4)】 

前期末残高の登録、または期中開始の場合には開始月の前月末残高を登録します。期中開始の

場合は損益計算書科目の登録も行います。補助科目を登録している場合は補助科目単位で残高を

登録します。登録・編集は随時可能です。 

 

 

■消費税 

【初期（S）】－【基本設定（1）】の消費税タブの消費税処理方法に従い「税込」「税抜」が表示されます。

期首開始の場合は切り替えることができません。期中開始の場合は両方登録できます。 

 

■本・支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。残高を登録する本支店を選択します。 

 

■みなし残高 

税込残高又は税抜残高からもう一方の残高を作成する場合に使用します。期中開始の場合のみ表

示されます。 
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■金額 

半角 11 桁以内で入力します。マイナスでの登録も可能です。 

 

■F3～F7 

「F3:資産」「F4:負債」「F5:売上」「F6:製造原価」「F7:販管費」ボタンをクリックまたはファンクションキ

ーを押すと、各分類の先頭科目へジャンプします。 

 

■F8：印刷 

開始残高確認表を印刷する場合に使用します。 

 

■貸借差額について 

画面下部に表示する貸借差額の取り扱いは次のようになります。 

期首開始（法人） 繰越利益剰余金で調整されるので貸借差額は常に 0 になります。 

期首開始（個人） 貸借差額が 0 になるように登録します。 

期中開始（法人） 貸借対照表は繰越利益剰余金で調整されるので貸借差額は常に 0 になりま

す。損益計算書は貸借差額が当期純利益（損失）となります。 

期中開始（個人） 貸借対照表と損益計算書で差額を一致させて登録します。 

 

■注意事項 

現在選択中のデータに過去明細（前期・前々期の仕訳データ）が取り込まれている場合、金額の訂

正はできません。【分析（A）】－【過年度残高登録（E）】で仕訳クリアを実行すると過去明細を使用し

た機能は使えなくなりますが、開始残高を直接訂正できるようになります。 
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1-9 部門開始残高登録 

 

【初期(S)】－【部門開始残高登録(5)】 

新規導入で全科目に部門設定をしたデータや、期中開始で部門設定をしたデータの部門開始残高

を登録します。部門管理をしている場合のみ選択可能です。補助科目を登録している場合は補助

科目単位で部門開始残高を登録します。登録・編集は随時可能です。 

 

 

 

■消費税 

【初期（S）】－【基本設定（1）】の消費税タブの消費税処理方法に従い「税込」「税抜」が表示されます。

期首開始の場合は切り替えることができません。期中開始の場合は両方登録できます。 

 

■本・支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。残高を登録する本支店を選択します。 

 

■金額 

半角 11 桁以内で入力します。マイナスでの登録も可能です。 
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■F3～F7 

「F3:資産」「F4:負債」「F5:売上」「F6:製造原価」「F7:販管費」ボタンをクリックまたはファンクションキ

ーを押すと、各分類の先頭科目へジャンプします。 

 

■F8：印刷 

開始残高確認表を印刷する場合に使用します。 

 

■貸借差額について 

画面下部に表示する貸借差額の取り扱いは次のようになります。 

期首開始（法人） 繰越利益剰余金で調整されるので貸借差額は常に 0 になります。 

期首開始（個人） 貸借差額が 0 になるように登録します。 

期中開始（法人） 貸借対照表は繰越利益剰余金で調整されるので貸借差額は常に 0 になりま

す。損益計算書は貸借差額が当期純利益（損失）となります。 

期中開始（個人） 貸借対照表と損益計算書で差額を一致させて登録します。 

 

■開始残高登録画面との連動について 

部門開始残高登録で登録した部門ごとの合計が勘定科目の開始残高となり、開始残高登録に反映

します。開始残高登録では参照はできますが訂正することはできません。 

 

■注意事項 

現在選択中のデータに過去明細（前期・前々期の仕訳データ）が取り込まれている場合、金額の訂

正はできません。【分析（A）】－【過年度残高登録（E）】で仕訳クリアを実行すると過去明細を使用し

た機能は使えなくなりますが、開始残高を直接訂正できるようになります。 
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1-10 本支店グループ設定 

 

【初期(S)】－【本支店グループ設定(6)】 

設定した本支店を組み合わせてグループ化し、本支店を階層化することができます。試算表や分析

帳票をグループで集計することができるようになります。 

 

 

 

■グループ追加 

グループを作成する場合に使用します。ボタン押下後は、グループのコードと名称を入力し[Enter]

キーで確定します。 

 

■グループ削除 

選択したグループを削除する場合に使用します。 

 

■選択済みの本支店 

選択したグループに所属している本支店が表示されます。 

 

■選択可能な本支店 

選択したグループに所属可能な本支店が表示されます。 
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■≪追加 

選択可能な本支店欄で指定した本支店を選択済みの本支店欄へ追加する（グループに追加する）

場合に使用します。 

 

■削除≫ 

選択済みの本支店欄で指定した本支店を選択可能な本支店欄へ戻す（グループから外す）場合に

使用します。 
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本支店グループの作成手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「グループ追加」ボタンを押し、グループを追加し

ます。 

 

※コードとグループ名称を入力後は必ず[Enter]キ

ーを押して確定します。 

 

 

 

 

②選択可能な本支店欄からグループに含めたい本

支店を指定し、「≪追加」ボタンを押します。 

 

※[Shift]キーや[Ctrl]キーを使うと複数範囲指定が

できます。 

※全支店をグループ化すれば、支店比較財務諸表

で合計列として表示させることができます。 

 

 

③選択済みの本支店欄へ本支店が追加され、グル

ープの作成が完了します。 
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1-11 コード変更 

 

【初期(S)】－【コード変更(7)】 

仕訳入力後に勘定科目、補助科目、部門、本支店の設定を変更する場合に使用するメニューです。

科目設定では対応できない設定変更が可能です。過年度データも含めて置き換えられます。 

 

 

■機能一覧 

１.科目コードを変更する 仕訳入力や残高登録に使用された勘定科目のコードを変更します。

一覧表形式でまとめて置き換えることもできます。 

2.補助科目コードを変更する 仕訳入力や残高登録に使用された補助科目のコードを変更します。 

3.部門コードを変更する 仕訳入力や残高登録に使用された部門のコードを変更します。 

4.本支店コードを変更する 仕訳入力や残高登録に使用された本支店のコードを変更します。 

5.科目の使用区分を「使用しない」にす

る 

仕訳入力や残高登録に使用された勘定科目の使用をやめる場合に

使用します。別科目へ置き換えて対応します。 

6.補助を「使用しない」科目を「使用す

る」に変更する 

補助科目を登録せずに仕訳入力や残高登録をした勘定科目に補

助科目を設定します。ここでは補助科目を一つ登録し、既存データ
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を全てその補助科目に割り当てます。 

7.補助を「使用する」科目を「使用しな

い」に変更する 

勘定科目に設定していた補助科目を全て削除し、補助科目を使用

しない設定に変更します。 

8.補助科目の一部を削除する 仕訳入力や残高登録に使用された一部の補助科目の使用をやめる

場合に使用します。別の補助科目へ置き換えて対応します。 

9.部門管理を行う 期中で部門管理の設定をします。ここでは部門を一つ登録し、既存

データを全てその部門に割り当てるか、共通部門に割り当てるかを

選択できます。 

10.部門管理区分（損益科目・全科目）を

変更する 

部門管理の対象区分（全科目/損益）を変更します。 

11.部門を全て（支店指定）削除する 部門を全て削除し部門管理をやめます。本支店データの場合は全

ての本支店で部門をやめるか、特定の本支店のみやめるかが選択

できます。 

12.部門の一部を削除する 仕訳入力や残高登録に使用された一部の部門を削除する場合に使

用します。既存データを別の部門へ置き換えて対応します。 

13.本支店管理を行う 期中で本支店管理の設定をします。ここでは本支店を一つ登録し、

既存データを全てその本支店に割り当てます。 

14.本支店を全て削除する 本支店を全て削除し本支店管理をやめます。 

15.本支店の一部を削除する 仕訳入力や残高登録に使用された一部の本支店を削除する場合に

使用します。既存データを別の本支店へ置き換えて対応します。 

16.補助科目を科目に移動する 補助科目を勘定科目に置き換えます。 

17.科目を別の科目の補助に移動する 勘定科目を別の勘定科目の補助科目に置き換えます。 

18.補助を別の科目の補助に移動する 補助科目を別の勘定科目の補助科目に置き換えます。 
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2-1 仕訳入力 

 

【日常（N）】－【仕訳入力（1）】 

仕訳を連続して入力します。入力済みの仕訳は入力順に表示されます。摘要辞書・取引先辞書を

使った入力や、定型仕訳を一括で登録する一括入力辞書機能、過年度や当期の入力済み仕訳を

まとめてコピーする機能があります。 

 

 

■処理 

「入力」は連続入力モードで、画面最下部に常時入力行が表示されます。直前 100 仕訳を入力順に

表示されます。「参照」は仕訳帳参照モードで、日付順に表示されます。 

 

入力設定 

画面右上のボタンから実行します。入力方法、辞書の制御について設定します。ボタンを押すと[入

力方法の設定]画面が開きます。ここでは一時的な設定変更をすることができます。【ファイル(F)】－

【環境設定を開く(E)】の入力設定タブで設定すると常に指定することができます。 
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■入力方法 

摘要優先／取引優先／仕訳優先から選択します。 

 

■日付 

仕訳入力時の日付カーソルの位置初期値を「月」

または「日」から選択します。 

 

■科目固定 

仕訳入力時に[Enter]キーを押すだけで指定した

内容がセットされます。固定区分「1：借方・貸方」

「2：借方」「3：貸方」を選択し、勘定科目、補助科目、

消費税及び部門を指定します。 

 

■摘要・取引先項目の制御 

摘要・取引先欄にカーソルが移動した時の辞書の

表示方法を指定します。 

ファンクションキー（参照モード） 

以下は登録済みの仕訳参照領域が選択されている場合に表示されます。 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F2：追加 仕訳を追加入力する場合に使用します。画面下部に仕訳入力領域が表示され

ます。 

F3：行コピー 指定した仕訳をコピーする場合に使用します。仕訳をドラッグ、または[Shift]キ

ーや[Ctrl]キーを使って複数指定も可能です。ボタンを押すと[仕訳のコピー]画

面が表示されます。 

F４：一括登録 指定した仕訳を一括入力辞書へ登録する場合に使用します。仕訳をドラッグ、

または[Shift]キーや[Ctrl]キーを使って複数指定も可能です。ボタンを押すと

[一括入力辞書の分類登録]画面が表示されます。 

F5：削除 登録済みの仕訳を削除する場合に使用します。仕訳をドラッグ、または[Shift]キ

ーや[Ctrl]キーを使って複数削除も可能です。ボタンを押すと削除確認画面が

表示されます。 

F７：過去明細 前期、前々期の仕訳帳を参照する場合に使用します。ボタンを押すと[過去明

細の選択]画面が表示されます。 

F８：印刷 仕訳帳を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

F9 総勘定元帳メニューを開く時に使用します。ボタンは表示されません。 

F10 合計残高試算表メニューを開く時に使用します。ボタンは表示されません。 
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ファンクションキー（入力モード） 

以下は画面下部の仕訳入力領域が選択されている場合に表示されます。 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F２：通常 通常仕訳を入力する場合に使用します。通常は特に押す必要はありません。

日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F２：税込 税込入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F３：決算 決算仕訳を入力する場合に使用します。ボタンを押すと[決算期の選択]画面が

表示されます。日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F３：税抜 税抜入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F４：一括入力 一括入力辞書を使って複数仕訳をまとめて入力する場合に使用します。ボタン

を押すと[一括入力辞書の分類参照]画面が表示されます。日付欄にカーソル

がある時に表示されます。 

F４：税外 消費税額を計算しない税外入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄

にカーソルがある時に表示されます。 

F４：リスト表示 科目や部門、消費税コード一覧を表示する場合に使用します。それぞれの項

目にカーソルがある時に表示されます。↓キーを押しても同じ効果があります。 

F５：訂正 入力済みの仕訳を訂正する場合に使用します。ボタンを押すと参照行へカーソ

ルが移動します 

F５：税率変更 消費税率を切り替える場合に使用します。仕訳日付が2014/04/01 以降の場合

は８％が自動的に適用されますが、ボタンを押すと、８％→５％→３％→８％・・・

と切り替えられます。テンキーのマイナスキーを押しても同じ効果があります。金

額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F６：前行複写 直前に入力した仕訳を入力行にコピーします。 

F６：税額変更／税額自動 自動計算された消費税額を手入力で訂正する場合や、自動計算結果に戻す

場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F６：直前摘要 直前仕訳の摘要情報のみをコピーする場合に使用します。 

F６：直前取引 直前仕訳の取引先情報のみをコピーする場合に使用します。 

F７：過去明細 前期、前々期の仕訳帳を参照する場合に使用します。ボタンを押すと[過去明

細の選択]画面が表示されます。 
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F７：摘要履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された摘要履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F７：取引履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された取引先履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F８：仕訳優先／摘要優先／

取引優先 

現在の入力方法が表示されます。ボタンを押すと摘要優先→取引優先→仕訳

優先の順で切り替えることができます。 

F9 総勘定元帳メニューを開く時に使用します。ボタンは表示されません。 

F10 合計残高試算表メニューを開く時に使用します。ボタンは表示されません。 

 

仕訳の入力方法 

 

3 種類の入力方法や一括入力辞書を使った入力方法があります。 

 

仕訳優先 

日付、仕訳、金額、摘要の順に入力する入力方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日付を入力します。 

※証憑番号を使用する設定の場合は、日付の次

に証憑欄にカーソルが移動します。証憑番号の

使用については【初期(Ｓ)】－【基本設定(1)】で

設定します。 

②借方・貸方を入力します。 

※科目コード欄で【↓】または「F4：リスト表示」を押

すと[科目参照]画面が表示されます。 

 

③金額、摘要、取引先を入力します。 

※金額 0円の登録はできません。 

※金額は 10 桁以内で入力します。 

※金額欄にカーソルがある時に、｢F2:税込｣ 

｢F3:税抜」｢F4:税外」を押すことができます。 

※課税取引の場合は、金額欄下段に消費税額を

表示されます。 
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摘要優先 

日付入力後に摘要を選択することで科目が自動でセットされる入力方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日付を入力します。 

 

 

 

 

 

②摘要辞書から摘要を選択します。 

※辞書内のカーソル移動は、方向キーまたはコー

ド入力をします。 

※証憑番号を使用する設定の場合は、摘要辞書

の次に証憑欄にカーソルが移動します。証憑番

号の使用については【初期(Ｓ)】－【基本設定(1)】

で設定します。 

 

 

③借方・貸方及び摘要がセットされます。 

※補助科目や部門が必要な場合は入力します。 

 

 

④金額、取引先を入力します。 

※金額 0 円の登録はできません。 

※金額は 10 桁以内で入力します。 

※金額欄にカーソルがある時に、｢F2:税込｣ 

｢F3:税抜」｢F4:税外」を押すことができます。 

※課税取引の場合は、金額欄下段に消費税額が

表示されます。 
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取引優先 

日付入力後に取引先を選択することで科目と摘要が自動でセットされる入力方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日付を入力します。 

 

 

 

 

 

②取引先辞書から摘要を選択します。 

※辞書内のカーソル移動は、方向キーまたはコー

ド入力をします。 

※証憑番号を使用する設定の場合は、取引先辞

書の次に証憑欄にカーソルが移動します。証憑

番号の使用については【初期(Ｓ)】－【基本設定

(1)】で設定します。 

 

 

③借方・貸方及び摘要がセットされます。 

※補助科目や部門が必要な場合は入力します。 

 

 

④金額を入力します。 

※金額 0 円の登録はできません。 

※金額は 10 桁以内で入力します。 

※金額欄にカーソルがある時に、｢F2:税込｣ 

｢F3:税抜」｢F4:税外」を押すことができます。 

※課税取引の場合は、金額欄下段に消費税額が

表示されます。 
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摘要・取引先辞書と制御について 

TACTiCS 財務には以下の辞書機能が用意されています。摘要・取引先辞書の制御については、

【ファイル（F）】－【環境設定を開く（E）】の入力設定タブで初期値を設定します。（各項目について

は P17～18「摘要・取引先項目の制御」参照） 

 

辞書名 説 明 

摘要辞書 
取引内容に仕訳を紐付ける辞書です。５０の見出し（分類）に分けて登録し、辞書を選択す

るだけで摘要欄、借方・貸方が自動的に入力されます。 

連想摘要辞書 

摘要辞書に登録されている仕訳の内、借方・貸方に入力された科目の組み合わせにより連

想される内容だけに絞って表示される辞書です。「貸借一致」「借方一致」「貸方一致」の抽

出条件があります。 

取引先辞書 

取引内容（摘要）と取引先名に仕訳を紐付ける辞書です。５０の見出し（分類）に分けて登録

し、辞書を選択するだけで摘要欄・取引先欄、借方・貸方が自動的に入力されますので、金

額を入れれば仕訳が完成します。 

連想取引先辞書 

取引先辞書に登録されている仕訳の内、借方・貸方に入力された科目の組み合わせにより

連想される内容だけに絞って表示される辞書です。「貸借一致」「借方一致」「貸方一致」の

抽出条件があります。 

 

連想摘要辞書・連想取引先辞書 

■コード 

摘要・取引先コードで選択する場合にチェックを付けま

す。チェックを付けると辞書表示の際に、最初から隣の

コード入力欄に入力ができる状態になっています。チェ

ックの設定は保持されます。 

 

■並び順 

辞書の表示順を「コード順」または「使用順」から選択し

ます。「使用順」にすると、最後に使用した摘要／取引

先が先頭行に表示されます。 
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■抽出条件 

連想される条件を「貸借一致」「借方一致」「貸方一致」から選択します。 

 

■ファンクションキー 

F3：編集 選択した摘要／取引先を編集する場合に使用します。ボタンを押すと[摘要／

取引先辞書登録]画面が表示されます。 

F５：削除 選択した摘要／取引先を削除する場合に使用します。 

F12：通常摘要／通常取引 全体の摘要／取引先辞書を表示させる場合に使用します。 

ESC：キャンセル 仕訳入力画面に戻る場合に使用します。 
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一括入力辞書の使用方法 

給与支給や口座引き落としなど、毎月発生する定型仕訳をあらかじめ登録しておくことにより、複数

の仕訳をまとめて追加することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日付欄にカーソルがある状態で「F4：一括入力」

ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②[一括入力辞書の分類参照]画面が表示されま

す。目的の分類を選択し[Enter]キー、またはダ

ブルクリックをします。 

※左上のコード欄にチェックを付けると、分類コー

ドでの呼び出しができます。 

 

 

③日付や金額などを修正し「F12：仕訳書込」ボタ

ンを押します。 

※日付を修正すると、修正した仕訳から下の仕訳

も同じ日付に変更されます。また、仕訳日付を修

正してから一括入力辞書を呼び出せば、修正さ

れた日付で表示されます。 

※金額を\0 にすると、仕訳書込対象外となります。 

 

④確認画面が表示されます。「はい」を押します。 
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一括入力辞書への登録方法 

入力済みの仕訳を一括入力辞書へ登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①仕訳入力画面上で登録したい仕訳をドラッグし

ます。「F4：一括登録」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②[一括入力辞書の分類登録]画面が表示されま

す。登録したい分類を選択し[Enter]キー、また

はダブルクリックをします。 

 

 

 

 

 

③分類名を入力し[Enter] キーで確定し、再度

[Enter]キー、またはダブルクリックをします。 
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④[一括入力辞書の登録]画面が表示されます。登

録内容を確認し「F8：辞書更新」ボタンを押しま

す。 

 

 

 

 

 

⑤確認画面が表示されます。「OK」ボタンを押しま

す。 

 

 

 

一括入力辞書の編集方法 

[一括入力辞書の分類登録]画面で「F2：辞書メンテ」ボタンを押すと、辞書の内容を編集することが

できます。 

 

 

■仕訳追加 

選択中の分類に仕訳を追加することができます。ボタンを押すと最下行に一行追加されます。追加

後「F8：辞書更新」ボタンを押すことで辞書が更新されます。 
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■仕訳コピー 

選択中の仕訳を一行下へコピーします。コピー後「F8：辞書更新」ボタンを押すことで辞書が更新さ

れます。 

 

■仕訳削除 

辞書へ登録している仕訳を削除します。削除後「F8：辞書更新」ボタンを押すことで辞書が更新され

ます。 

 

■編集項目 

辞書呼び出し時に編集する箇所を指定します。初期値は「日付」と「金額」が指定されています。分

類ごとに設定は保持されます。 

 

■摘要・取引先のカーソル位置 

摘要・取引先を編集する場合に、カーソル移動時の位置を指定します。 

 

■上へ／下へ 

選択した仕訳を上または下へ移動します。 

 

■ファンクションキー 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。[一括入力辞書の分類登録／参照]画面へ

戻ります。 

F２：通常 通常仕訳を入力する場合に使用します。通常は特に押す必要はありません。

日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F２：税込 税込入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F２：文字編集 ボタンを押すと摘要／取引先欄の文字間で矢印キーでのカーソル移動ができ

るようになります。摘要／取引先欄にカーソルがある場合に表示されます。 

F３：決算 決算仕訳を入力する場合に使用します。ボタンを押すと[決算期の選択]画面が

表示されます。日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F３：税抜 税抜入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F４：税外 消費税額を計算しない税外入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄
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にカーソルがある時に表示されます。 

F４：リスト表示 科目や部門、消費税コード一覧を表示する場合に使用します。それぞれの項

目にカーソルがある時に表示されます。一括入力辞書画面では、↓キーではリ

スト表示されません。 

F５：仕訳追加 選択中の分類に仕訳を追加することができます。ボタンを押すと最下行に一行

追加されます。追加後「F8：辞書更新」ボタンを押すことで辞書が更新されま

す。 

F５：税率変更 消費税率を切り替える場合に使用します。仕訳日付が2014/04/01 以降の場合

は８％が自動的に適用されますが、ボタンを押すと、８％→５％→３％→８％・・・

と切り替えられます。テンキーのマイナスキーを押しても同じ効果があります。金

額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F６：仕訳コピー 選択中の仕訳を一行下へコピーします。コピー後「F8：辞書更新」ボタンを押す

ことで辞書が更新されます。 

F６：税額変更／税額自動 自動計算された消費税額を手入力で訂正する場合や、自動計算結果に戻す

場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F７：仕訳削除 辞書へ登録している仕訳を削除します。削除後「F8：辞書更新」ボタンを押すこ

とで辞書が更新されます。 

F12：仕訳書込 表示されている仕訳を一括で書き込む場合に使用します。金額が０円の仕訳

は書込み対象外になります。一括登録モードの場合は選択できません。 
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その他の入力機能や動作 

 

科目・部門固定入力 

がめんみぎうえの科目や部門を固定して連続で入力する場合に使用します。仕訳入力画面右上の

「入力設定」ボタンをクリックし、入力方法の設定画面で科目固定設定をします。通常は固定区分

「固定なし」が選択されています。 

 

 

F3:行コピー 

仕訳参照行を選択すると「F3：行コピー」が表示されます。行コピー機能を使うと、入力済みの仕訳

をコピーしてそのまま追加登録することができます。全く同じ内容がコピーされますので、日付や金

額など必要に応じて修正を行います。複数行まとめてコピーすることもできます。 

 

諸口勘定の残高チェック機能 

TACTiCS 財務で複合仕訳を入力する場合は諸口勘定を使います。諸口勘定に残高がある状態で

は、試算表などで正しく集計されませんので、仕訳入力画面を閉じる時に諸口の残高チェックを行

い、残高がある場合には次のような諸口残高エラー画面が表示されます。 
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また、諸口に残高がある場合は、仕訳入力画面右下に諸口残高が常に表示されます。また、仕訳

入力画面を閉じる時にも[諸口残高エラー]画面が表示されます。[一括入力辞書の参照]画面や、行

コピー画面の右上にも同様に表示されます。 

 

 

F6:前行複写 

仕訳入力行の日付欄にカーソルがあると「F6：前行複写」が表示されます。直前に入力した仕訳の

内容を入力行へコピーすることができます。行コピーと異なる点は、一旦入力行にコピーされるので、

日付や金額などを修正してから仕訳を登録することができます。 

 

ピリオドキーで「０００」を入力 

金額欄で「．（ピリオド）」キーを押すと「０００」が入力されます。一括入力辞書や行コピー画

面でも同様です。 

 

補助科目を省略して入力 

補助科目コードが「99」「999」「9999」の補助科目（桁数は【初期（S）】－【基本設定（1）】名称・期間タ

ブの設定に準拠）が登録されている場合は、自動的に補助科目コードがセットされます。（仕訳入力

時に補助コード欄を[Enter]または[Tab]キーを押してそのまま進めることができます。） 
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金額の入力と消費税額について 

仕訳入力時に金額欄へカーソルが進むとファンクションキーの表示が切り替わり、消費税入力区分

（税込／税抜／税外）が変更できます。また、自動計算された消費税額を変更することもできます。 

 

■消費税額の計算 

課税売上・課税仕入関連の消費税コードが使われた仕訳で税込入力・税抜入力をすると、消費税

額が自動計算されます。どちらの入力方法でも、別途消費税の仕訳を入力する必要はありません。

輸出売上・非課税売上関連と非課税仕入・課税対象外・区分未定および消費税分類の仮受・仮払

に属する消費税コードは税率がありませんので、それらの組み合わせの仕訳では消費税入力区分

に関係なく消費税は計算されません。 

 

■消費税入力区分の変更 

仕訳を入力する際の消費税入力区分は、【初期(S)】－【基本設定(1)】の消費税タブの設定が反映し

ますが、入力の都度変更することができます。仕訳入力時に金額欄へカーソルが進むと次のファン

クションキーが表示されます。 

 

 

例えば税込入力で\108,000（消費税\8,000）と入力していた仕訳で、「F3:税抜」をクリックすると次の

ようになります。\108,000 が税抜金額になりますので、消費税額が\8,640 に変更されます。 

 

 

「F4:税外」をクリックすると次のようになり、消費税額が一切計算されなくなります。 

 

輸入取引のように、本体価格と消費税の仕訳を別々で入力するような場合は、その仕訳の時だけ税

外入力に切り替えるというような使い方ができます。 

 

 

■消費税額の変更 
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仕訳入力時に金額欄へカーソルが進むと「F6：税額変更」が表示し、消費税額を変更することができ

ます。変更した消費税額を元の自動計算結果に戻すには「F6：税額自動」をクリックします。 

 

 

 

摘要辞書・取引先辞書の自動登録 

【ファイル(F)】－【環境設定を開く(E)】の入力設定タブにある「摘要の自動登録」「取引先の自動登録」

を「使用する」に設定していると、仕訳を入力する流れの中で摘要辞書・取引先辞書へ追加すること

ができます。 
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決算仕訳の入力方法 

仕訳入力行の日付欄にカーソルがある時には、「F2：通常」と「F3：決算」が表示されます。決算仕訳

を入力するには「F3:決算」を押してから入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①仕訳入力行の日付欄にカーソルがある状態で、

「F3:決算」を押します。 

 

 

 

 

②[決算期の選択]画面が表示されます。選択して

「OK」を押します。 

 

 

 

 

 

 

③選択した決算期に日付が変更されます。下段の

証憑欄には「決」の文字が表示されます。この

後は通常通り仕訳を入力します。 
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2-2 仕訳帳 

 

【日常（N）】－【仕訳帳（2）】 

入力した仕訳が日付順に表示されます。表示した仕訳帳から仕訳の修正・削除を行うことができま

す。削除仕訳や修正仕訳は表示しません。また、条件を指定し仕訳を抽出したり、抽出結果に対し

て一括で仕訳の修正を行うことができます。 

 

 

 

■処理 

「参照」モードが選択されています。「入力」モードに切り替えると、仕訳入力画面になり連続で入力

することができます。 

 

■月度選択 

画面に表示する仕訳月を指定します。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■表示方向 

「月度選択」で指定した月の起点を指定します。「月初から」の場合は先頭行から下へ仕訳が表示さ

れ、「月末から」の場合は最終行から上へ仕訳が表示されます。 
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ファンクションキー 

以下は登録済みの仕訳が選択されている場合に表示されます。 

（仕訳追加時または修正時のファンクションキーについては、P５７を参照。） 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F２：追加 仕訳を追加する場合に使用します。ボタンを押すと入力行が表示されます。 

F３：行コピー 指定した仕訳をコピーする場合に使用します。仕訳をドラッグ、または[Shift]キ

ーや[Ctrl]キーを使って複数指定も可能です。ボタンを押すと[仕訳のコピー]画

面が表示されます。 

F４：一括登録 指定した仕訳を一括入力辞書へ登録する場合に使用します。仕訳をドラッグ、

または[Shift]キーや[Ctrl]キーを使って複数指定も可能です。ボタンを押すと

[一括入力辞書の分類登録]画面が表示されます。 

F５：削除 選択した仕訳を削除する場合に使用します。複数仕訳の削除もできます。 

F７：過去明細 前期、前々期の仕訳帳を参照する場合に使用します。ボタンを押すと[過去明

細の選択]画面が表示されます。 

F８：印刷 仕訳帳を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

F9 総勘定元帳メニューを開く時に使用します。ボタンは表示されません。 

F10 合計残高試算表メニューを開く時に使用します。ボタンは表示されません。 

 

検索 

画面右上のボタンから実行します。条件を指定して仕訳を検索する場合に使用します。条件は保存

して次回から簡単に選択することができます。 
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期間 仕訳日付で検索する場合に使用します。「決」は通期決算、「・」は四半期

決算を表します。選択した期間の範囲内で日付まで指定できます。 

仕訳 仕訳の内容で検索する場合に使用します。指定できる内容は「勘定科目」

「補助科目」「部門」「消費税区分」です。「貸借を個々に指定する」にチェッ

クを付けると、借方と貸方を区別して検索できます。借方と貸方両方の一

致が必要な場合は「全て含む」を、いずれか片方の一致の場合は「どれか

含む」を、またいずれも該当しない場合は「含まない」を指定します。「貸借

を個々に指定する」のチェックがない場合は、借方と貸方を区別せずに検

索します。 

「勘定科目」「補助科目」「部門」「消費税区分」のリストは複数選択が可能

です。また、右クリックすると「全て選択」と「選択解除」が指定できます。 

摘要 摘要の文字列で検索する場合に使用します。上下段両方の一致が必要

な場合は「and」を、いずれか片方の一致でよければ「or」を指定します。指

定した文字列の取り扱いは「を含む」「を含まない」「と等しい」「と等しくな

い」「で始まる」「で始まらない」から指定できます。 

空欄を検索する 摘要欄に文字が入力されていない仕訳を検索する場合に使用します。 

大文字と小文字を区別する 指定した文字列の大文字と小文字を区別して検索する場合に使用しま

す。 

上段・下段を区別する 摘要上段と下段を区別して検索する場合に使用します。 

全角と半角の区別をする 指定した文字列の全角と半角を区別して検索する場合に使用します。 

金額範囲 金額の範囲で検索する場合に使用します。左側のみ指定する場合はその

金額以上、右側のみ指定する場合はその金額以下を検索します。 

証憑番号（又は個別原価） 証憑番号の範囲で検索する場合に使用します。左側のみ指定する場合は

その番号以上、右側のみ指定する場合はその番号以下を検索します。 

【初期(S)】－【基本設定(1)】の個別原価タブで個別原価管理を行う設定に

した場合は個別原価コードでの検索に使用します。 

消費税 税率を指定する場合はドロップダウンリストから指定します。「税額変更」

「税込仕訳」「税抜仕訳」「税外仕訳」を検索する場合はチェックを付けて検

索します。 

付箋／メモ 付箋やメモが付いている仕訳を検索する場合に使用します。文字を入力

すればメモの内容も検索対象にすることができます。 

入力担当者 オペレータ登録で登録されているオペレータが表示されます。入力したオ

ペレータで検索する場合に使用します。 

入力日 仕訳を入力した日付で検索する場合に使用します。 
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検索条件の保存／F２:条件保存 設定されている検索条件に名前を付けて保存する機能です。 

検索条件の削除／F３:条件削除 保存されている検索条件を削除する場合に使用します。 

条件のクリア／F４:条件クリア 現在設定されている検索条件をクリアする場合に使用します。 

F７：検索合計 検索を実行した結果表示される仕訳データの入金、出金等の合計を表示

する場合に使用します。ボタンを押すと[検索合計]画面が表示されます。 

 

検索合計 

 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」

を選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣の▶をクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■F4：入出金設定 

ボタンを押すと【科目の選択】画面が表示されます。「入金合計」「出金合計」に集計する科目にチェ

ックを付けます。ここでチェックしていない科目の合計が「振替合計」に集計されます。 

 

■F８：印刷 

検索合計結果を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[検索結果の印刷]画面が表示されます。 
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検索解除 

画面右上のボタンから実行します。検索状態を解除する場合に使用します。検索後のみ有効です。

検索解除をせずに再度検索ボタンを押せば再検索できます。 

 

入力設定 

画面右上のボタンから実行します。入力方法、辞書の制御について設定します。ボタンを押すと[入

力方法の設定]画面が開きます。ここでは一時的な設定変更をすることができます。【ファイル(F)】－

【環境設定を開く(E)】の入力設定タブで設定すると常に指定することができます。

 

 

 

 

 

■入力方法 

「摘要優先」「取引優先」「仕訳優先」から選択しま

す。 

 

■日付 

仕訳入力時の日付カーソルの位置初期値を「月」

または「日」から選択します。 

 

■科目固定 

仕訳入力時に[Enter]キーを押すだけで指定した

内容がセットされます。固定区分「1：借方・貸方」

「2：借方」「3：貸方」を選択し、勘定科目、補助科目、

消費税及び部門を指定します。 

 

■摘要・取引先項目の制御 

摘要・取引先欄にカーソルが移動した時の辞書の

表示方法を指定します。 
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辞書登録 

画面右上のメニューボタンから実行します。入力済みの仕訳（過去明細含む）から簡単に摘要・取引

先辞書へ追加登録することができるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【日常処理】－【仕訳帳】を開き、右上のメニュー

の中から「辞書登録」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

②「辞書登録先の選択」画面が表示されます。「摘

要辞書に登録する」を選択し「OK」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

③摘要辞書登録モード画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④登録したい仕訳を探し、[Enter]またはダブルクリ

ックします。 

※複数仕訳は選択できません。 
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⑤摘要辞書画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

⑥登録したい分類を選び、[Enter]またはダブルクリ

ックします。 

 

 

 

 

⑦登録完了メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

仕訳並替（一仕訳のみの並べ替え） 

 

 

 

①【日常処理】－【仕訳帳】を開き、並べ替えをした

い日付の仕訳を選択後、右上のメニューの中か

ら「仕訳並替」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

②[同日日付内の仕訳の並べ替え]画面が表示さ

れます。仕訳の選択方法で「個別選択」を指定

します。 
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③移動したい仕訳を選択し、右下の「上へ」「下へ」

ボタンを使って表示位置を調整します。並べ替

えが終わったら「F12：閉じる」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

④確認画面が表示され、「OK」ボタンを押せば並

べ替えが完了します。 

 

 

 

仕訳並替（複数仕訳の並べ替え） 

 

 

 
 

 

①【日常処理】－【仕訳帳】を開き、並べ替えをした

い日付の仕訳を選択後、右上のメニューの中か

ら「仕訳並替」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

②[同日日付内の仕訳の並べ替え]画面が表示さ

れます。仕訳の選択方法で「複数選択」を指定

します。 
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③最左列にチェックボックスが表示されます。移動

したい仕訳にチェックを付けます。 

 

 

 

 

 

 

④次に移動したい場所の仕訳をクリックし、右下の

「上へ挿入」「下へ挿入」ボタンを使って表示位

置を調整します。 

 

 

 

 

 

⑤確認メッセージが表示されます。「OK」ボタンを

クリックします。 

 

 

⑥複数仕訳が並べ替えられます。「F12：閉じる」ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑦確認画面が表示され、「OK」ボタンを押せば並

べ替えが完了します。 
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仕訳置換 

検索条件で抽出した仕訳の内容を一括で修正することができるのが仕訳置換機能です。消費税コ

ードや科目の間違いをまとめて修正する場合などに便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①検索条件を指定し実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

②仕訳帳画面に検索結果が表示されます。右上

のメニューの中から「仕訳置換」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

③[仕訳の置換]画面が表示されます。「置換科目

を選択」欄で、修正したい項目にチェックを付け、

「置換後の仕訳」欄で修正後の内容を入力しま

す。入力が完了したら「F12：仕訳置換」を押しま

す。 

 

 

 

④確認画面が表示されます。「はい」を押します。

実行後に仕訳の置換結果画面が表示されま

す。 
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日付サーチ 

特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。クリックすると[日付サーチ]画面が表示されます。 

 

印刷設定 

 

 

期間 仕訳帳を印刷する期間を選択します。「決」は通期決算、「・」は四半期決算

を表します。選択した期間の範囲内で日付まで指定できます。ドラッグすると

複数月を指定できます。 

消費税 残高の集計方法を「税込」「税抜」から選択します。 

消費税額を参考表示する 金額欄下段に消費税額が印字する場合にチェックを付けます。 

行幅指定 1 仕訳の行幅を「2 行幅」または「3 行幅」から選択します。部門データで「2 行

幅」を指定した場合は、部門の情報は印刷されなくなります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

開始ページ 1 ページ目のページ番号を指定します。 

月毎に改ページする 前月と今月を繋げずに毎月新しいページから印刷する場合にチェックを付け

ます。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

ページ番号を印刷しない ページ番号を印刷しない場合に使用します。 

プレビュー 仕訳帳の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 仕訳帳をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報

は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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付箋とメモ機能 

仕訳行右側にある「付」「メモ」欄をクリックすると、仕訳に付箋やメモを残すことができます。また、付

箋・メモの有無やメモに入力した文字列で検索できます。 

 

 

■付箋・メモ関連項目 

付 クリックすると付箋を付けることができます。空欄の状態でクリックすると赤色の付箋が付き

ます。付箋を右クリックすると「赤→青→緑」の順で色が変わり、左クリックすると外れます。 

メモ 仕訳にメモを残すことができます。クリックすると[メモ]画面が表示され、全角 50 文字まで

登録できます。「OK」ボタンを押すと入力値を保存し、「削除」ボタンで閉じるとメモが消去

されます。 

事メモ 会計事務所が使用するメモ欄です。クリックすると[事務所メモ]画面が表示され内容を確

認できます。「削除」ボタンで閉じるとメモが消去されます。 

調 【決算（K）】－【当座残高調整表（7）】で当座残高調整表を作成する場合に使用します。

口座から実際に入金・出金された仕訳にチェックを入れると、未チェックの仕訳が調整対

象となり当座残高調整表が作成できます。もう一度クリックするとチェックが外れます。 
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2-3 仕訳モニター 

 

【日常（N）】－【仕訳モニター（3）】 

入力済みの仕訳に通し番号（仕訳番号）を付けて、入力順に表示されます。仕訳の修正や削除をし

た時に内部的に残っている履歴仕訳を画面で確認することもできます。仕訳の追加はできませんが、

修正や削除、削除の取り消しができます。 

 

 

 

■仕訳番号 

仕訳番号を入力して[Enter]キーを押すと、該当仕訳が先頭行に表示されます。 

 

■登録日順に整列する 

仕訳を修正した時に入力日順に表示する場合にチェックを付けます。チェックがない場合は、仕訳

の修正をすると修正仕訳の下に修正後の仕訳が表示されます。 

 

■表示仕訳 

仕訳モニターに表示する仕訳を「有効仕訳」「修正仕訳」「削除仕訳」から選択します。 
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検索 

画面右上のボタンから実行します。条件を指定して仕訳を検索する場合に使用します。条件は保存

して次回から簡単に選択することができます。 

 

 

期間 仕訳日付で検索する場合に使用します。「決」は通期決算、「・」は四半期

決算を表します。選択した期間の範囲内で日付まで指定できます。 

仕訳 仕訳の内容で検索する場合に使用します。指定できる内容は「勘定科目」

「補助科目」「部門」「消費税区分」です。「貸借を個々に指定する」にチェッ

クを付けると、借方と貸方を区別して検索できます。借方と貸方両方の一

致が必要な場合は「全て含む」を、いずれか片方の一致の場合は「どれか

含む」を、またいずれも該当しない場合は「含まない」を指定します。「貸借

を個々に指定する」のチェックがない場合は、借方と貸方を区別せずに検

索します。 

「勘定科目」「補助科目」「部門」「消費税区分」のリストは複数選択が可能

です。また、右クリックすると「全て選択」と「選択解除」が指定できます。 

摘要 摘要の文字列で検索する場合に使用します。上下段両方の一致が必要

な場合は「and」を、いずれか片方の一致でよければ「or」を指定します。指

定した文字列の取り扱いは「を含む」「を含まない」「と等しい」「と等しくな

い」「で始まる」「で始まらない」から指定できます。 

空欄を検索する 摘要欄に文字が入力されていない仕訳を検索する場合に使用します。 

大文字と小文字を区別する 指定した文字列の大文字と小文字を区別して検索する場合に使用しま

す。 
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上段・下段を区別する 摘要上段と下段を区別して検索する場合に使用します。 

全角と半角の区別をする 指定した文字列の全角と半角を区別して検索する場合に使用します。 

金額範囲 金額の範囲で検索する場合に使用します。左側のみ指定する場合はその

金額以上、右側のみ指定する場合はその金額以下を検索します。 

証憑番号 証憑番号の範囲で検索する場合に使用します。左側のみ指定する場合は

その番号以上、右側のみ指定する場合はその番号以下を検索します。 

消費税 税率を指定する場合はドロップダウンリストから指定します。「税額変更」

「税込仕訳」「税抜仕訳」「税外仕訳」を検索する場合はチェックを付けて検

索します。 

付箋／メモ 付箋やメモが付いている仕訳を検索する場合に使用します。文字を入力

すればメモの内容も検索対象にすることができます。 

入力担当者 オペレータ登録で登録されているオペレータが表示されます。入力したオ

ペレータで検索する場合に使用します。 

入力日 仕訳を入力した日付で検索する場合に使用します。 

検索条件の保存／F２:条件保存 設定されている検索条件に名前を付けて保存する機能です。 

検索条件の削除／F３:条件削除 保存されている検索条件を削除する場合に使用します。 

条件のクリア／F４:条件クリア 現在設定されている検索条件をクリアする場合に使用します。 

 

検索解除 

検索状態を解除する場合に使用します。検索後のみ有効です。 

 

ファンクションキー 

以下は登録済みの仕訳が選択されている場合に表示されます。 

（仕訳修正時のファンクションキーについては、P５７を参照。） 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F５：削除 選択した仕訳を削除する場合に使用します。複数仕訳の削除はできません。 

F６：削除取消 削除仕訳を復活する場合に使用します。削除仕訳選択時のみ有効です。確認

画面が表示されます。 

F7：履歴 選択した仕訳の修正・削除履歴を確認する場合に使用します。ボタンを押すと

仕訳履歴の表示画面が開きます。 

F８：印刷 仕訳リストを印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 
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印刷設定 

仕訳リストを印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

 

仕訳番号 開始番号と終了番号を指定します。初期値は「1～最終仕訳番号」です。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

開始ページ 1 ページ目のページ番号を指定します。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

プレビュー 仕訳リストの印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 仕訳リストをクリップボードにコピーする場合に使用します。コピーした情報は

Ｅｘｃｅｌ等に貼り付けする事により活用できます。 
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2-4 総勘定元帳 

 

【日常（N）】－【総勘定元帳（4）】 

選択した科目の仕訳を日付順に表示し、残高を集計します。総勘定元帳だけではなく、補助元帳・

部門元帳の作成もできます。また、表示された仕訳の修正・削除や、入力モードにより残高を確認し

ながら仕訳を連続入力することも可能です。 

 

 

 

■科目 

元帳を参照する勘定科目をリストから選択します。科目コードや検索キーを入力して選択することも

できます。【初期(S)】－【科目設定(3)】で科目の使用が「使用する」になっている科目が表示されま

す。 

 

■補助 

科目欄で選択した勘定科目に補助科目の設定がある場合に選択します。補助科目コードを入力し

て選択することもできます。補助科目を指定すると補助元帳として表示されます。「選択なし」を選ぶ

と総勘定元帳として表示されます。 
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■部門 

科目欄で選択した勘定科目に部門の設定がある場合に選択します。部門コードを入力して選択す

ることもできます。部門を指定すると部門元帳として表示されます。「選択なし」を選ぶと総勘定元帳

または補助元帳として表示されます。 

 

■処理 

メニュー起動時は「参照」が選択されています。「参照」は参照モードで、入力済みの仕訳が仕訳日

付順に表示されます。「入力」を選択すると入力モードとなり、連続入力ができるようになります。 

 

■月度選択（参照モード） 

画面に表示する仕訳月を指定します。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■表示方向（参照モード） 

「月度選択」で指定した月の起点を指定します。「月初から」の場合は先頭行から下へ仕訳が表示さ

れ、「月末から」の場合は最終行から上へ仕訳が表示されます。 

 

■消費税処理区分（参照モード） 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニュー起動時は【初期(S)】－【基本設

定(1)】の消費税タブにある「消費税処理方法」が反映しています。 

 

ファンクションキー（参照モード） 

以下は登録済みの仕訳参照領域が選択されている場合に表示されます。 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F２：追加 仕訳を追加する場合に使用します。ボタンを押すと入力行が表示されます。 

F３：行コピー 指定した仕訳をコピーする場合に使用します。仕訳をドラッグ、または[Shift]キ

ーや[Ctrl]キーを使って複数指定も可能です。ボタンを押すと[仕訳のコピー]画

面が表示されます。 

F４：一括登録 指定した仕訳を一括入力辞書へ登録する場合に使用します。仕訳をドラッグ、

または[Shift]キーや[Ctrl]キーを使って複数指定も可能です。ボタンを押すと

[一括入力辞書の分類登録]画面が表示されます。 

F５：削除 選択した仕訳を削除する場合に使用します。複数仕訳の削除もできます。 

Ｆ６：月計表 科目残高を月ごとに集計した月計表が表示されます。さらに日ごとに集計した
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日計表を表示することができます。 

F７：過去明細 前期、前々期の仕訳帳を参照する場合に使用します。ボタンを押すと[過去明

細の選択]画面が表示されます。 

F８：印刷 総勘定元帳を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

ファンクションキー（入力モード） 

以下は画面下部の仕訳入力領域が選択されている場合に表示されます。 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F２：通常 通常仕訳を入力する場合に使用します。通常は特に押す必要はありません。

日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F２：税込 税込入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F３：決算 決算仕訳を入力する場合に使用します。ボタンを押すと[決算期の選択]画面が

表示されます。日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F３：税抜 税抜入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F４：一括入力 一括入力辞書を使って複数仕訳をまとめて入力する場合に使用します。ボタン

を押すと[一括入力辞書の分類参照]画面が表示されます。日付欄にカーソル

がある時に表示されます。 

F４：税外 消費税額を計算しない税外入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄

にカーソルがある時に表示されます。 

F４：リスト表示 科目や部門、消費税コード一覧を表示する場合に使用します。それぞれの項

目にカーソルがある時に表示されます。↓キーを押しても同じ効果があります。 

F５：訂正 入力済みの仕訳を訂正する場合に使用します。ボタンを押すと参照行へカーソ

ルが移動します 

F５：税率変更 消費税率を切り替える場合に使用します。仕訳日付が2014/04/01 以降の場合

は８％が自動的に適用されますが、ボタンを押すと、８％→５％→３％→８％・・・

と切り替えられます。テンキーのマイナスキーを押しても同じ効果があります。金

額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F６：前行複写 直前に入力した仕訳を入力行にコピーします。 

F６：税額変更／税額自動 自動計算された消費税額を手入力で訂正する場合や、自動計算結果に戻す
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場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F６：直前摘要 直前仕訳の摘要情報のみをコピーする場合に使用します。 

F６：直前取引 直前仕訳の取引先情報のみをコピーする場合に使用します。 

F７：過去明細 前期、前々期の仕訳帳を参照する場合に使用します。ボタンを押すと[過去明

細の選択]画面が表示されます。 

F７：摘要履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された摘要履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F７：取引履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された取引先履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F８：仕訳優先／摘要優先／

取引優先 

現在の入力方法が表示されます。ボタンを押すと摘要優先→取引優先→仕訳

優先の順で切り替えることができます。 

 

検索（参照モード） 

条件を指定して仕訳を検索する場合に使用します。 

 

 

期間 仕訳日付で検索する場合に使用します。「決」は通期決算、「・」は四半期決

算を表します。選択した期間の範囲内で日付まで指定できます。 

仕訳 仕訳の内容で検索する場合に使用します。指定できる内容は相手科目の

「勘定科目」「補助科目」「部門」「消費税区分」、また検索条件前に指定した

自科目の「補助科目」「部門」、及び「消費税区分」です。条件に一致する仕

訳を検索対象とする場合は「含む」を、検索対象としない場合は「含まない」を

指定します。 

「勘定科目」「補助科目」「部門」「消費税区分」のリストは複数選択が可能で
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す。また、右クリックすると「全て選択」と「選択解除」が指定できます。 

摘要 摘要の文字列で検索する場合に使用します。上下段両方の一致が必要な場

合は「and」を、いずれか片方の一致でよければ「or」を指定します。指定した

文字列の取り扱いは「を含む」「を含まない」「と等しい」「と等しくない」「で始ま

る」「で始まらない」から指定できます。 

空欄を検索する 摘要欄に文字が入力されていない仕訳を検索する場合に使用します。 

大文字と小文字を区別する 指定した文字列の大文字と小文字を区別して検索する場合に使用します。 

上段・下段を区別する 摘要上段と下段を区別して検索する場合に使用します。 

全角と半角の区別をする 指定した文字列の全角と半角を区別して検索する場合に使用します。 

金額範囲 金額の範囲で検索する場合に使用します。左側のみ指定する場合はその金

額以上、右側のみ指定する場合はその金額以下を検索します。 

証憑番号 証憑番号の範囲で検索する場合に使用します。左側のみ指定する場合はそ

の番号以上、右側のみ指定する場合はその番号以下を検索します。 

消費税 「税率（旧）」「税率（現在）」「税額変更」「税込仕訳」「税抜仕訳」「税外仕訳」

から仕訳を検索する場合に使用します。 

付箋／メモ 付箋やメモが付いている仕訳を検索する場合に使用します。文字を入力す

ればメモの内容も検索対象にすることができます。 

入力担当者 オペレータ登録で登録されているオペレータが表示されます。入力したオペ

レータで検索する場合に使用します。 

入力日 仕訳を入力した日付で検索する場合に使用します。 

検索条件の保存 設定されている検索条件に名前を付けて保存する機能です。 

検索条件の削除 保存されている検索条件を削除する場合に使用します。 

条件のクリア 現在設定されている検索条件をクリアする場合に使用します。 
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検索合計 

 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」

を選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣の▶をクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■F4：入出金設定 

ボタンを押すと【科目の選択】画面が表示されます。「入金合計」「出金合計」に集計する科目にチェ

ックを付けます。ここでチェックしていない科目の合計が「振替合計」に集計されます。 

 

■F８：印刷 

検索合計結果を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[検索結果の印刷]画面が表示されま

す。 

 

検索解除（参照モード） 

検索状態を解除する場合に使用します。検索後のみ有効です。 
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入力設定 

入力方法、辞書の制御について設定します。ボタンを押すと[入力方法の設定]画面が開きます。こ

こでは一時的な設定変更をすることができます。【ファイル(F)】－【環境設定を開く(E)】の入力設定タ

ブで設定すると常に指定することができます。

 

 

 

■入力方法 

「摘要優先」「取引優先」「仕訳優先」から選択しま

す。 

 

■日付 

仕訳入力時の日付カーソルの位置初期値を「月」

または「日」から選択します。 

 

■科目固定 

仕訳入力時に[Enter]キーを押すだけで指定した

内容がセットされます。固定区分「1：借方・貸方」

「2：借方」「3：貸方」を選択し、勘定科目、補助科目、

消費税及び部門を指定します。 

 

■摘要・取引先項目の制御 

摘要・取引先欄にカーソルが移動した時の辞書の

表示方法を指定します。 
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辞書登録（参照モード） 

画面右上のメニューボタンから実行します。入力済みの仕訳（過去明細含む）から簡単に摘要・取引

先辞書へ追加登録することができるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【日常処理】－【総勘定元帳】を開き、右上のメニ

ューの中から「辞書登録」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

②「辞書登録先の選択」画面が表示されます。「摘

要辞書に登録する」を選択し「OK」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

③摘要辞書登録モード画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④登録したい仕訳を探し、[Enter]またはダブルクリ

ックします。 

※複数仕訳は選択できません。 
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⑤摘要辞書画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

⑥登録したい分類を選び、[Enter]またはダブルクリ

ックします。 

 

 

 

 

⑦登録完了メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

仕訳並替（一仕訳のみの並べ替え） 

 

 

 

①【日常処理】－【総勘定元帳】を開き、並べ替え

をしたい日付の仕訳を選択後、右上のメニュー

の中から「仕訳並替」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

②[同日日付内の仕訳の並べ替え]画面が表示さ

れます。仕訳の選択方法で「個別選択」を指定

します。 
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③移動したい仕訳を選択し、右下の「上へ」「下へ」

ボタンを使って表示位置を調整します。並べ替

えが終わったら「F12：閉じる」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

④確認画面が表示され、「OK」ボタンを押せば並

べ替えが完了します。 

 

 

 

仕訳並替（複数仕訳の並べ替え） 

 

 

 
 

 

 

 

①【日常処理】－【総勘定元帳】を開き、並べ替え

をしたい日付の仕訳を選択後、右上のメニュー

の中から「仕訳並替」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

②[同日日付内の仕訳の並べ替え]画面が表示さ

れます。仕訳の選択方法で「複数選択」を指定

します。 
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③最左列にチェックボックスが表示されます。移動

したい仕訳にチェックを付けます。 

 

 

 

 

 

 

④次に移動したい場所の仕訳をクリックし、右下の

「上へ挿入」「下へ挿入」ボタンを使って表示位

置を調整します。 

 

 

 

 

 

⑤確認メッセージが表示されます。「OK」ボタンを

クリックします。 

 

 

⑥複数仕訳が並べ替えられます。「F12：閉じる」ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

⑦確認画面が表示され、「OK」ボタンを押せば並

べ替えが完了します。 
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仕訳置換（参照モード） 

検索条件で抽出した仕訳の内容を一括で修正することができるのが仕訳置換機能です。消費税コ

ードや科目の間違いをまとめて修正する場合などに便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①検索条件を指定し実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

②総勘定元帳画面に検索結果が表示されます。

右上のメニューの中から「仕訳置換」ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

③[仕訳の置換]画面が表示されます。「置換科目

を選択」欄で、修正したい項目にチェックを付け、

「置換後の仕訳」欄で修正後の内容を入力しま

す。入力が完了したら「F12：仕訳置換」を押しま

す。 

 

 

 

④確認画面が表示されます。「はい」を押します。

実行後に仕訳の置換結果画面が表示されま

す。 
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日付サーチ（参照モード） 

特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。クリックすると[日付サーチ]画面が表示されます。 

 

印刷設定 

元帳を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

期間 元帳を印刷する期間を選択します。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を

表します。選択した期間の範囲内で日付まで指定できます。ドラッグすると複

数月を指定できます。 

消費税 残高の集計方法を「税込」「税抜」から選択します。 

消費税額を参考表示する 金額欄下段に消費税額が印字する場合にチェックを付けます。 

行幅指定 1 仕訳の行幅を「2 行幅」または「3 行幅」から選択します。部門データで「2 行

幅」を指定した場合は、部門の情報は印刷されなくなります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

開始ページ 1 ページ目のページ番号を指定します。 

月毎に改ページする 前月と今月を繋げずに毎月新しいページから印刷する場合にチェックを付け

ます。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

ページ番号を印刷しない ページ番号を印刷しない場合に使用します。 

プレビュー 元帳の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 元帳をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報は、

Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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付箋とメモ機能 

仕訳行右側にある「付」「メモ」欄をクリックすると、仕訳に目印やメモを残すことができます。また、付

箋・メモの有無やメモに入力した文字列で検索できます。 

 

 

■付箋・メモ関連項目 

付 クリックすると付箋を付けることができます。空欄の状態でクリックすると赤色の付箋が付き

ます。付箋を右クリックすると「赤→青→緑」の順で色が変わり、左クリックすると外れます。 

メモ 仕訳にメモを残すことができます。クリックすると[メモ]画面が表示され、全角 50 文字まで

登録できます。「OK」ボタンを押すと入力値を保存し、「削除」ボタンで閉じるとメモが消去

されます。 

事メモ 会計事務所が使用するメモ欄です。クリックすると[事務所メモ]画面が表示され内容を確

認できます。「削除」ボタンで閉じるとメモが消去されます。 

調 【決算（K）】－【当座残高調整表（7）】で当座残高調整表を作成する場合に使用します。

口座から実際に入金・出金された仕訳にチェックを入れると、未チェックの仕訳が調整対

象となり当座残高調整表が作成できます。もう一度クリックするとチェックが外れます。 
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残高の表示について 

総勘定元帳画面右側には残高を表示しています。入力モードの時には残高を確認しながら入力を

進められます。残高の表示の仕方は【ファイル(F)】－【環境設定を開く(E)】の出力設定タブで「最終

残高を表示」「毎行に表示」から選択することができます。参照モードでは毎行に表示されます。 

 

■最終残高を表示する 

 

 

 

 

 

 

■毎行に表示する 

 

 

 

 

 

①【ファイル(F)】－【環境設定を開く(E)】の出力設

定タブで、元帳（入力モード）の残高表示方法で

「最終残高を表示」を選択します。 

 

 

 

②総勘定元帳で入力モードに切り替えます。残高

欄は最終残高のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

①【ファイル(F)】－【環境設定を開く(E)】の出力設

定タブで、元帳（入力モード）の残高表示方法で

「毎行に表示」を選択します。 

 

 

 

②総勘定元帳で入力モードに切り替えます。残高

欄は参照モードと同様に毎行表示されます。 
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2-5 合計残高試算表 

 

【日常（N）】－【合計残高試算表（5）】 

選択期間の取引を科目ごとに集計し、貸借対照表・損益計算書を作成します。科目残高月計表・科

目残高日計表や、補助科目ごとに集計した一覧表（補助科目リスト）の作成、さらには部門や本支店

別の集計や、共通部門の残高を各部門へ配賦して部門別損益計算書を作成することができます。 

 

 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」

を選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣の▶をクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 
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■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店

グループを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全

体の集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで、登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通

部門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理方法」が反映しています。 

 

■集計区分 

残高の集計方法を「累計」「発生」から選択します。 

 

ファンクションキー 

F２：２期比較／標準 通常の試算表と２期比較試算表を切り替える場合に使用します。 

F３：元帳 選択科目の元帳へジャンプする場合に使用します。補助科目を選択している

場合は補助元帳へジャンプします。 

F４：諸口 諸口残高を月ごとに集計した月計表を表示する場合に使用します。 

Ｆ５：月計表 選択科目の科目残高月計表へジャンプする場合に使用します。 

F６：補助リスト 補助科目リストを印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[印刷設定]画面

が表示されます。 

F８：印刷 試算表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 
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印刷設定 

 

 

印刷形式 「全科目（A4）」「定形（A4）」「定形（A3）」から選択します。選択する印刷形式

によって帳票選択欄が変わります。 

帳票選択 出力する帳票を選択します。印刷形式が「全科目（A4）」と「定形（A3）」の場

合は「貸借対照表」「損益計算書」のみ、「定形（A4）」の場合は全て選択可能

です。「製造原価報告書」は【初期(S)】－【基本設定(1)】の製造原価タブにあ

る「製造原価報告書を印刷する」にチェックが付いている場合に表示されま

す。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

期首日付を印刷する 期間の選択にかかわらず、計算期間の自年月日を期首年月日とする場合に

チェックを付けます。例えば会計期間が4～3月のデータで7月単月を指定し

た場合、チェックが付いていると 4 月が自年月日となります。これにより、当月

残高が期首～指定月までの累計であることが分かるようになります。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

明細行幅 印刷形式が「全科目」の場合に選択できます。１ページの印刷行数を「広い」

（40 行）・「標準」（50 行）・「狭い」（58 行）から選択します。 

プレビュー 合計残高試算表の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 合計残高試算表をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされ

た情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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補助科目リストの印刷 

合計残高試算表では、補助科目ごとに集計した一覧表（補助科目リスト）を作成することができます。

作成範囲は全科目か、画面上に展開している補助科目のいずれかを選択できます。 

 

 

科目選択 「全科目」「展開科目」を選択します。「全科目」を選択すると補助科目を設定

した科目全てのリストを作成します。「展開科目」を選択すると合計残高試算

表上に展開表示している補助科目のみのリストを作成します。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

期首日付を印刷する 期間の選択にかかわらず、自年月日を必ず期首年月日とする場合にチェッ

クを付けます。例えば会計期間が 4～3 月のデータで 7 月単月を指定した場

合、チェックが付いていると 4 月が自年月日となります。これにより、当月残高

が期首～指定月までの累計であることが分かるようになります。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

プレビュー 補助科目リストの印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 補助科目リストをクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた

情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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2-6 日報入力 

 

【日常（N）】－【日報入力（6）】 

病院・クリニックの外来窓口や店舗のレジなど、日々の入出金の集計結果を入力することにより収支

日計表を作成します。また、この表を作成すると同時に仕訳も自動で作成されています。 

 

 

 

■部門 

日報を表示する部門を選択します。部門コードを入力して選択することもできます。 

 

■月度選択 

日報を入力又は参照・印刷する月を選択します。 

 

■縦／横に移動 

[Ｅｎｔｅｒ]キーを押したときのカーソルの移動方向を選択します。ボタンを押すと→↓が切り替わりま

す。 
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ファンクションキー 

 

F２：分類登録 入力画面を作成します。最大５分類（タブ）作成できます。ボタンを押すと[分類

の登録]画面が開きます。「収支日計表」は分類（タブ）単位に作成します。 

※作成例：外来タブと入院タブ、入金タブと出金タブ など。 

F３：摘要追加 社保・生保・自費や飲食売上・小売売上など、入出金の種別を登録する場合に

使用します。最大３０列作成できます。ボタンを押すと[摘要の設定]画面が表示

されます。 

F４：摘要編集 摘要（列）の見出しをクリックして列全体を反転させた場合に表示されます。ボタ

ンを押すと[摘要の設定]画面が開き、選択した摘要（列）の設定内容が表示さ

れます。借方又は貸方の設定を変更しても入力済みの仕訳は変更されませ

ん。（現状の設定と入力済みの仕訳が異なる場合は金額を青字で表示されま

す。） 

Ｆ５：摘要削除 摘要（列）の見出しをクリックして列全体を反転させた場合に表示されます。ボタ

ンを押すと選択した摘要（列）を削除します。金額が設定されている摘要（列）は

削除できません。 

F６：日計 指定日の合計を表示する場合に使用します。ボタンを押すと[日計]画面が表示

され、指定日の各タブ合計が確認できます。 

F８：印刷 収支日計表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

印刷設定 

 

 

タイトル 帳票タイトルを全角 15 文字以内で設定します。 

分類 登録した分類（タブ）が表示されます。印刷する分類にチェックします。 
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色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

プレビュー 収支日計表の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

 

日報入力利用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日報入力メニューを開きます。設定がされてい

ない状態で開くと、必ず最初にメッセージが表示

されます。 

 

 

 

 

 

②分類の登録画面が表示されます。日報入力画

面に表示するタブを最大 5つ登録し「OK」を押し

ます。 

※タブ名は「売上」「支払」「入金額」「出金額」「外来」「入

院」など、大分類としての名前を登録します。 

 

 

 

 

 

③摘要登録のメッセージが表示されます。「はい」

をクリックします。 
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④[摘要の設定]画面が表示されます。表示列名で

は日報入力画面に表示する列名を登録します。

また、摘要、取引先、仕訳欄では自動生成され

る仕訳の内容を登録します。登録したら「OK」ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤画面上に表示列名が表示されます。必要に応じ

て「F3：摘要追加」ボタンを押し追加します。 

※登録済みの摘要を訂正したい場合には、列名をクリッ

クし列全体を反転させた状態で、「F4：摘要編集」ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

⑥表示された列に日々の集計金額を入力していき

ます。自動で仕訳が生成されます。 

※自動作成された仕訳を現金出納帳等の[帳簿入力]・

[仕訳入力]・[仕訳帳]・ [仕訳モニター]・総勘定元帳]・

[達人Ⅲ入力モード]で訂正する場合、訂正可能箇所

は「金額」・「摘要」・「取引先」のみとなります。 
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2-7 データ合算 

 

【日常（N）】－【データ合算（７）】 

複数台のパソコンで分散入力された会計データを一つのデータにまとめる場合に使用します。 

【初期(S)】－【基本設定(1)】の「分散入力」タブで「分散入力を行う」にチェックを入れたデータ（合算

データ）で有効です。 

合算が正常に行われるには全ての分散データの会計期間と科目体系の一致が必要です。 

※本処理はスタンドアロンで起動した場合のみ利用できます。 

 

 

 

■過年度残高の合算を行う 

合算処理時の過年度残高の扱いを選択します。過年度残高に訂正があった場合にチェックを付け

て実行します。合算する場合、処理に時間がかかることがあります。 
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■体系チェック 

合算データと分散データ間のデータ体系の整合性をチェックします。 

 

 

■実行 

データ合算を実行する場合に使用します。 

 

■キャンセル 

データ合算を取りやめる場合に使用します。 
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2-8 達人Ⅲ入力モード 

 

【日常（N）】－【達人Ⅲ入力モード（８）】 

旧システム『TACTiCS 達人Ⅲ』の入力機能を踏襲した仕訳入力メニューです。画面レイアウトやキー

操作、項目固定などの機能を使うことができます。 

 

 

 

■処理 

「入力」は連続入力モードで、画面最下部に常時入力行が表示されます。直前100仕訳が入力順に

表示されます。「参照」は既に登録した仕訳データが日付順に表示されます。「F11」キーで切り替え

ることができます。 

仕訳件数と表示順 
入力モードでは、入力順に直前 100 仕訳が表示されます。 

参照モードでは、仕訳日付順に全仕訳が表示されます。 

消費税額 達人Ⅲ入力モードでは消費税額は表示されません。 

表示行の色 

入力済み仕訳には罫線は表示されません。 

[ファイル]－[環境設定]の画面表示タブで、「2 行明細奇数行」、「2 明細偶数

行」の色を変更することができます。 

 

 

 



第 2 章 日常処理 

120  

■月度選択（参照モード） 

画面に表示する仕訳の位置を指定します。「月度選択」と「表示方向」の指定により仕訳の表示順が

決まります。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■表示方向（参照モード） 

「月度選択」で指定した月の起点を指定します。「月初から」の場合は先頭行から下へ仕訳が表示さ

れ、「月末から」の場合は最終行から上へ仕訳が表示されます。 

 

入力設定 

画面右上のボタンから実行します。入力方法、辞書の制御について設定します。ボタンを押すと[入

力方法の設定]画面が開きます。項目により一時的な変更になりますが、【ファイル(F)】－【環境設定

を開く(E)】の入力設定タブで初期値を設定することができます。 

 

 

項 目 名 説   明 適用単位 

[Enter]キーでの項目移動を行

う 

入力時に[Enter]キーで項目移動を行う場合にチェッ

クします。項目移動を行う場合、入力時に最後まで

進むと仕訳確定となります。また、フル桁移動もされ

なくなります。 

オペレータ単位 

証憑番号を使用する 

証憑欄に伝票番号を入力する場合にチェックしま

す。【初期(S)】－【基本設定(1)】の個別原価タブで個

別原価管理を行う設定になっている場合は選択でき

ません。 

データ単位 

（基本設定と連動） 

税コードを入力する 

必ず税コード欄（「借消」「貸消」）にカーソルを止める

場合にチェックします。チェックが無い場合は税コー

ド欄（「借消」「貸消」）を通過して次項目に進みます。

訂正する場合は[Ｓｈｉｆｔ]＋[Ｔａｂ]、又は↑キーで戻り

ます。 

データ単位 
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摘要項目では摘要辞書を自

動で開く 

摘要欄で摘要辞書を自動で開くようにする場合にチ

ェックします。 

オペレータ単位 

（規定値は環境設定で

登録） 

摘要項目では連想摘要辞書

を自動で開く 

摘要欄で連想摘要辞書（入力中の仕訳に合致する

摘要だけを抽出表示した辞書）を自動で開くように

する場合にチェックします。 

摘要項目を入力しない 摘要欄の入力を省略する場合にチェックします。 

取引先項目では取引先辞書

を自動で開く 

取引先欄で取引先辞書を自動で開くようにする場合

にチェックします。 

取引先項目では連想取引先

辞書を自動で開く 

取引先欄で連想取引先辞書（入力中の仕訳に合致

する取引先だけを抽出表示した辞書）を自動で開く

ようにする場合にチェックします。 

取引先項目を入力しない 取引先欄の入力を省略する場合にチェックします。 

IME を起動しない 
摘要・取引先欄で、日本語入力を行わない場合（半

角英数を入力する場合）にチェックします。 
オペレータ単位 

 

 

ファンクションキー（参照モード） 

以下は登録済みの仕訳参照領域が選択されている場合に表示されます。 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F5：削除 登録済みの仕訳を削除する場合に使用します。仕訳をドラッグ、または[Shift]キ

ーや[Ctrl]キーを使って複数削除も可能です。ボタンを押すと削除確認画面が

表示されます。 

F６：日付サーチ 特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。クリックすると[日付サーチ]画面

が表示されます。 

Ｆ８：固定項目 画面下部の入力行が選択されている場合（仕訳を訂正する場合）に表示されま

す。特定の項目(｢仕訳 No.｣以外）だけを訂正する場合に使用します。以降に訂

正する仕訳は該当項目にのみカーソルが止まります。固定された項目は赤色

枠で表示されます。固定された項目で再度Ｆ８を押すと解除されます。 

F9：元帳 総勘定元帳メニューを開く時に使用します。ボタンはなく画面上部に表示だけ

されます。 

F10：試算表 合計残高試算表メニューを開く時に使用します。ボタンはなく画面上部に表示

だけされます。 

Ｆ１１：処理切替 画面左上の「処理」を切り替える場合に使用します。ボタンはなく画面上部に表

示だけされます。 
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ファンクションキー（入力モード） 

以下は画面下部の仕訳入力領域が選択されている場合に表示されます。 

ESC：キャンセル 入力を中断する場合に使用します。 

F２：通常 通常仕訳を入力する場合に使用します。通常は特に押す必要はありません。

日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F２：税込 税込入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F３：決算 決算仕訳を入力する場合に使用します。ボタンを押すと[決算期の選択]画面が

表示されます。日付欄にカーソルがある時に表示されます。 

F３：税抜 税抜入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄にカーソルがある時に

表示されます。 

F４：税外 消費税額を計算しない税外入力方式に切り替える場合に使用します。金額欄

にカーソルがある時に表示されます。 

F４：リスト表示 科目や部門、消費税コード一覧を表示する場合に使用します。それぞれの項

目にカーソルがある時に表示されます。↓キーを押しても同じ効果があります。 

F５：税率変更 消費税率を切り替える場合に使用します。仕訳日付が2014/04/01 以降の場合

は８％が自動的に適用されますが、ボタンを押すと、８％→５％→３％→８％・・・

と切り替えられます。テンキーのマイナスキーを押しても同じ効果があります。金

額欄にカーソルがある時に表示されます。 

F５：摘要履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された摘要履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F５：取引履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された取引先履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F６：直前摘要 直前仕訳の摘要情報のみをコピーする場合に使用します。 

F６：直前取引 直前仕訳の取引先情報のみをコピーする場合に使用します。 

F６：前行複写 直前に入力した仕訳を入力行にコピーします。 

F７：訂正 入力済みの仕訳を訂正する場合に使用します。ボタンを押すと参照行へカーソ

ルが移動します 

F５：摘要履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された摘要履歴を呼び出す場合に使用しま

す。最大 100 件保持されます。 

F５：取引履歴 仕訳入力画面を開いてから入力された取引先履歴を呼び出す場合に使用しま



第 2 章 日常処理 

123  

す。最大 100 件保持されます。 

F８：項目固定 現在カーソルがある項目(｢仕訳 No.｣以外)を入力固定にします。以降に入力さ

れる仕訳の該当項目の入力値は、項目固定を行った仕訳の内容が複写されま

す。固定された項目は緑色枠で表示されます。固定された項目で再度Ｆ８を押

すと解除されます。 

F9：元帳 総勘定元帳メニューを開く時に使用します。ボタンはなく画面上部に表示だけ

されます。 

F10：試算表 合計残高試算表メニューを開く時に使用します。ボタンはなく画面上部に表示

だけされます。 

Ｆ１１：処理切替 画面左上の「処理」を切り替える場合に使用します。ボタンはなく画面上部に表

示だけされます。 

 

項目固定と固定項目について 

入力モードで仕訳入力行の各項目選択時に「Ｆ８：項目固定」ボタンを押すと、その時点で入力され

ている内容に固定され緑色枠で囲まれます。以降の入力では固定された項目はカーソル移動が省

略されますので、科目を固定したり摘要を固定して効率的に入力をすることができます。 

 

 

また、参照モードで仕訳の修正を行う場合に「Ｆ８：固定項目」ボタンを押すと、選択されている項目

が固定され赤色枠で囲まれます。以降の修正では固定された項目のみカーソルが移動されるように

なります。 

 

 

  



第 2 章 日常処理 

124  

2-9 個別原価一覧表 

 

【日常（N）】－【個別原価一覧表（９）】 

入力された仕訳データに登録された個別コードごとに、材料費・労務費・外注費・経費で集計した一

覧表の元帳を作成します。【初期（Ｓ）】－【基本設定（１）】の個別原価タブで「個別原価管理を行う」

にチェックがある場合に利用できるようになります。 

 

 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理方法」が反映しています。 

 

■F８：印刷 

個別原価一覧表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 
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印刷設定 

 

 

個別原価選択 印刷対象とする現場にチェックを付けます。 

「全て選択」をクリックすると、登録されている現場すべてにチェックが入りま

す。「選択解除」をクリックすると、すべての現場からチェックが外れます。 

印刷方法 「期間集計」を選択すると選択した期間を集計して印刷します。１ヶ月単位で

印刷する場合は「月次連続」を選択します。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

プレビュー 個別原価一覧表の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 個別原価一覧表をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされ

た情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。印刷方法で「期間

集計」が選択されている場合に有効になります。 

 

 

 

 

 

 

  



第 2 章 日常処理 

126  

2-10 個別原価明細表 

 

【日常（N）】－【個別原価明細表（１０）】 

入力された仕訳データに登録された個別コード単位で、前月末残高・当月支出高・当月

末残高を科目集計（材料費・労務費・外注費・経費）した明細表を作成します。【初期（Ｓ）】

－【基本設定（１）】の個別原価タブで「個別原価管理を行う」にチェックがある場合に利用で

きるようになります。 

 

 

 

■個別原価選択 

個別原価明細表を集計する現場を選択します。 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理方法」が反映しています。 
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■F８：印刷 

個別原価明細表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

印刷設定 

 

 

個別原価選択 印刷対象とする現場にチェックを付けます。 

「全て選択」をクリックすると、登録されている現場すべてにチェックが入りま

す。「選択解除」をクリックすると、すべての現場からチェックが外れます。 

印刷方法 「期間集計」を選択すると選択した期間を集計して印刷します。１ヶ月単位で

印刷する場合は「月次連続」を選択します。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

プレビュー 個別原価明細表の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 個別原価明細表をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされ

た情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。印刷方法で「期間

集計」が選択されている場合に有効になります。 
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2-11 個別原価元帳 

 

【日常（N）】－【個別原価元帳（１１）】 

入力された仕訳データに登録された個別コード単位で、個別原価元帳を作成します。【初

期（Ｓ）】－【基本設定（１）】の個別原価タブで「個別原価管理を行う」にチェックがある場合に

利用できるようになります。 

 

 

 

■個別原価選択 

個別原価明細表を集計する現場を選択します。 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理方法」が反映しています。 
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■F3：仕訳帳 

現在選択行を仕訳帳で確認する場合に使用します。ボタンを押すと該当仕訳が抽出された状態で

仕訳帳が表示されます。 

 

■F6：日付サーチ 

特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。クリックすると[日付サーチ]画面が表示されます。 

 

■F８：印刷 

個別原価元帳を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

印刷設定 

 

 

個別原価選択 印刷対象とする現場にチェックを付けます。 

「全て選択」をクリックすると、登録されている現場すべてにチェックが入りま

す。「選択解除」をクリックすると、すべての現場からチェックが外れます。 

印刷方法 「期間集計」を選択すると選択した期間を集計して印刷します。１ヶ月単位で

印刷する場合は「月次連続」を選択します。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

両面設定 個別原価元帳を両面印刷する場合は「両面印刷を行う」にチェックを付けま

す。両面印刷時に表面と裏面に異なる現場を印刷する場合は「用紙を節約

する」にチェックします。 

プレビュー 個別原価元帳の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 個別原価元帳をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた

情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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2-12 帳簿入力 

 

【お気に入り（B）】－【帳簿入力】 

「帳簿入力」とはお気に入りメニューに登録されている「現金出納帳」「預金出納帳」「売掛帳」「買掛

帳」の総称です。手書き帳簿イメージで、コードなどの情報を省いたシンプルな入力メニューです。

【拡張（O）】－【帳簿設定（B）】と【拡張（O）】－【お気に入りメニュー登録（9）】で、オリジナル帳簿を

作成・登録することができます。 

 

 

 

■科目 

【拡張（O）】－【帳簿設定（B）】で指定した自科目が表示されます。 

 

■補助 

帳簿入力を行う補助科目を選択します。【拡張（O）】－【帳簿設定（B）】で指定した補助科目が表示

されます。 

 

■部門 

帳簿入力を行う部門を選択します。 
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■入力タブと参照タブ 

「入力」タブは連続入力用です。入力順に 50 仕訳が表示されます。仕訳の入力は最下行で行いま

す。二つ目以降の各月タブは参照用です。各月の日付順に仕訳が表示されます。 

 

■追加入力 

参照画面から仕訳を追加入力する場合に使用します。ボタンを押すと入力タブの最下行に切り替わ

ります。 

 

■削除 

選択した仕訳を削除する場合に使用します。 

 

■複写 

選択した仕訳と同一の仕訳を追加入力する場合に使用します。 

 

■自科目訂正 

仕訳の自科目を訂正する場合に使用します。ボタンを押すと[自科目訂正]画面が表示し、勘定科

目・補助科目・部門を変更することができます。訂正した仕訳は現在の帳簿からはなくなります。 

 

 

■日付サーチ 

日付サーチ画面を表示し、特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。 
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■印刷 

帳簿を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[印刷設定]画面が表示されます。 

 

 

期間 帳簿を印刷する期間を選択します。選択した期間の範囲内で日付まで指定

できます。ドラッグすると複数月を指定できます。 

行幅指定 1 仕訳の行幅を「2 行幅」または「3 行幅」から選択します。部門データで「2 行

幅」を指定した場合は、部門の情報は印刷されなくなります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。 

開始ページ 1 ページ目のページ番号を指定します。 

月毎に改ページする 前月と今月を繋げずに毎月新しいページから印刷する場合にチェックを付け

ます。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

プレビュー 帳簿の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 帳簿をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報は、

Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

 

■入力設定 

入力方法を変更する場合に使用します。ボタンを押すと[入力方法の設定]画面が表示されます。 

 

■F2：通常 

通常仕訳を入力します。通常は特に押す必要はありません。 

 

■F3：決算 

決算仕訳を入力する場合に使用します。ボタンを押すと[決算期の選択]画面が表示されます。 
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3-1 コード体系登録 

 

【拡張（O）】－【コード体系登録（1）】 

選択中データの科目体系（科目コード・印刷設定・摘要辞書）やキャッシュフロー計算書の設定、法

人事業概況書（資料）の科目割当情報を保存し、会計データを新規に作成する時に利用することが

できます。あらかじめ法人 6 体系、個人 3 体系が保存されており、最大 20 体系まで登録できます。 

 

 

 

■登録 

科目体系を登録する場合に使用します。空白行選択時のみ有効です。[コード体系の登録]画面が

表示されます。体系名称を全角 15 文字以内で入力します。 

 

 

■削除 

登録済みのコード体系を削除する場合に使用します。 
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■保存 

登録したコード体系を保存する場合に使用します。保存ファイル名の初期値はコード体系名称です

が任意に変更可能です。 

 

■復元 

保存したコード体系を復元する場合に使用します。 

 

 

登録したコード体系を利用して会計データを新規作成する 

登録したコード体系は、会計データの新規作成時のコード体系リストに表示されます。 
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3-2 オペレータ登録 

 

【拡張（O）】－【オペレータ登録（2）】 

プログラムの利用者（オペレータ）を登録します。ここで登録した情報はプログラム起動時に表示する

[ログイン]画面で使います。 

 

オペレータ登録の機能を使うと次のようなことができます。 

・オペレータのレベルに応じて、処理可能なメニューを制御する。 

・マイナンバー管理者の登録をする。 

・特定のオペレータのみ選択できるデータを作成する。 

・本支店管理をしているデータの場合、特定の支店のみ処理可能にする。 

・データ選択画面でオペレータコードによって必要なデータを抽出する。 

 

■新規 

オペレータを追加登録する場合に使用します。 

 

■削除 

登録されているオペレータを削除する場合に使用します。 

 

■保存 

登録されている全オペレータの情報を保存する場合に使用します。ボタンを押すと[オペレータ情報

の保存]画面が表示されます。 
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■復元 

保存されているオペレータ情報を復元する場合に使用します。ボタンを押すと[オペレータ情報の復

元]画面が表示されます。同一コードが含まれている場合、オペレータレベルが「システム管理者」以

外のオペレータ情報は全て置き換わります。 

 

■F2：処理レベル 

オペレータレベルに応じて処理を認めるメニューを設定します。レベルは「1」～「8」まであります。数

字の大小には意味はありません。処理レベル名称を全角 10 文字以内で設定します。処理レベルの

設定内容は、オペレータ登録画面のレベル欄に反映します。お気に入りメニューにある現金出納帳

等の帳簿入力メニューは制御対象外です。 

 

 

 

お気に入りメニューのみを表示 

オペレータレベルが「お気に入りメニュー」のオペレータでシステムを起動すると、お気に入りメニュ

ーのみ表示されるようになります。顧問先に必要なメニューだけにカスタマイズすることができます。 
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オペレータの登録手順 

 

 

 

 

 

 

①オペレータ登録画面で「新規」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コード、オペレータ名、レベル、パスワードを設定

し「ＯＫ」ボタンを押します。 

※コードは 10～9999 の範囲で設定します。 

 

※パスワードは半角 4 桁以内で設定します。 

 

※「選択中のデータを処理します」は、現在選択中

の会計データを、選択中のオペレータに処理可

能にする場合にチェックを付けます。本支店管理

をしている場合は、支店単位で指定ができます。 

 

※レベルが「システム管理者」の場合は、「選択中の

データを処理します」は選択できません。全ての

データが処理可能となります。 

 

※【ファイル（F）】－【環境設定を開く（E）】のセキュリ

ティタブの「データ選択を制御しない」にチェック

を付けている場合は、全てのオペレータが全ての

データを処理することができます。 
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マイナンバー管理者登録手順 

法人番号（個人番号）を登録・参照・印刷するには、事前に管理権限を持つオペレータ “マイナン

バー管理者” を登録する必要があります。事前準備としてセキュリティの観点から、「オペレータコー

ド： 9999」のパスワードを初期値の「9999」から変更する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

①オペレータコード「9999」でログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【拡張（O）】－【オペレータ登録（2）】を開きます。

マイナンバーの取り扱いを認めるオペレータ

（＝マイナンバー管理者とするオペレータ）

をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

③「マイナンバー管理者である」にチェックを付けて

「ＯＫ」ボタンをクリックします。次回ログイン時よ

りマイナンバー管理者権限が有効になります。 
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3-3 仕訳の全削除 

 

【拡張（O）】－【仕訳の全削除（3）】 

入力済みの仕訳を全て削除します。バックアップを取ってから実行する事を推奨します。 

 

 

■本・支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。削除を行う本支店を選択します。 

 

■削除の前にデータをバックアップする 

削除前に自動的にバックアップを取る場合にチェックを付けます。バックアップデータはデータ選択

画面の「Ｆ7：復元」ボタンで「プログラム既定の保存先の場所より復元する」を指定することによって復

元できます。 

 

■削除仕訳をファイルに保存する 

削除前に仕訳データをテキストファイルで作成します。保存先の場所、ファイル名の指定ができます。

保存されたテキストファイルは、【拡張（O）】－【仕訳のインポート（5）】で取り込むことができます。 
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3-4 仕訳のエクスポート 

 

【拡張（O）】－【仕訳のエクスポート（4）】 

入力済みの仕訳をテキストファイルで作成します。エクスポートされた仕訳テキストファイルは、【拡張

（O）】－【仕訳のインポート（5）】で取り込むことができます。 

 

エクスポート手順 

 

 

 

 

 

 

 

①処理を実行する場合「次へ」をクリックします。 

 

※本支店管理を行うデータの場合のみ、「処理選択」

欄と「支店選択」欄が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

②仕訳テキスト作成対象を指定します。 

 

■全仕訳 

入力済みの全ての有効仕訳（削除・修正仕訳除く）

を作成対象とします。 

 

■条件に合致する仕訳のみ 

「条件設定画面の表示」ボタンを押し、検索条件を

指定して作成します。 

 

■登録日時を設定する 

仕訳入力日を指定して作成します。 
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③テキストファイルの作成場所、ファイル名を指定

して「作成」ボタンを押します。 

 

■作成先の場所 

前回エクスポートまたはインポートを行った場所が

表示されます。その他の場所を指定する場合は「参

照」ボタンを押して指定します。 

 

■ファイル名 

初期値は「siwake.txt」です。通常は変更せずにこの

ままの名称で作成します。 
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3-5 仕訳のインポート 

 

【拡張（O）】－【仕訳のインポート（5）】 

【拡張（O）】－【仕訳のエクスポート（4）】で作成したテキストファイルを取り込みます。ファイルレイアウ

トが一致していれば別のプログラムで作成されたテキストファイルの取り込みもできます。 

 

 

■取込元の場所 

前回インポートまたはエクスポートを行った場所が表示されます。その他の場所を指定する場合は

「参照」ボタンを押して指定します。 

 

■ファイル名 

初期値は「siwake.txt」です。通常は変更せずにこのままの名称で作成します。「取込元の場所」で

「参照」ボタンを押して仕訳テキストファイルが保存されている場所を指定した場合は自動でセットさ

れます。 
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■取り込んだ事のある仕訳データファイルは取り込まない 

二重取り込みを防止する場合にチェックします。インポート処理を行った仕訳テキストファイルには末

尾に「.lck」が入ります。この項目にチェックを入れると末尾に「.lck」が入っている仕訳テキストファイ

ルのインポートは行いません。 

 

■取り込みの前にデータをバックアップする 

チェックを入れると仕訳テキストファイル取込前データが自動でバックアップされます。バックアップデ

ータはデータ選択画面の「Ｆ7：復元」ボタンで「プログラム既定の保存先の場所より復元する」を指定

することによって復元できます。 

 

■処理中の本・支店以外の仕訳データは取り込まない 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。チェックを入れると現在選択中の支店だけの仕

訳データを取り込みます。チェックを外すと仕訳テキストファイルに書かれた仕訳を全て取り込みま

す。 

 

注意 

インポートする仕訳に【決算（K）】－【期末一括税抜処理（A）】で生成された仕訳が含まれている場

合、インポートすることで一括税抜仕訳ではなく通常仕訳になります。必ずバックアップを取ってから

実行してください。 
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3-6 辞書のコピー 

 

【拡張（O）】－【辞書のコピー（6）】 

本メニューは本支店管理を行うデータの場合のみ選択できます。支店間で摘要辞書・取引先辞書の

内容をコピーすることができます。 

 

 

■コピー対象辞書選択 

コピーの対象とする辞書にチェックを付けます。 

 

■コピー元の選択 

他の支店に辞書をコピーするコピー元の支店を選択します。 

 

■コピー先の選択（複数選択可） 

他の支店から辞書をコピーされるコピー先の支店を選択します。 
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3-7 摘要辞書設定 

 

【拡張（O）】－【摘要辞書設定（7）】 

摘要辞書の追加、変更などを行います。画面左側は摘要分類が表示され、画面右側に分類内に登

録されている摘要情報が表示されます。 

 

 
 

■コード 

分類コード及び摘要コードで選択する場合にチェックを付けます。分類コードと摘要コードの使用を

個別に設定することができます。 

 

■並び順 

画面右側の摘要の並び順を指定します。「コード順」を指定すると、摘要コード順に並びます。「使用

順」を指定すると、最後に使用した摘要が先頭に表示されます。 
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ファンクションキー（画面左側の分類選択時） 

F３：分類編集 分類名（見出しの名前）を変更する場合に使用します。 

F４：分類コピー／コピー中止 分類と中身（摘要）を別の場所にコピーする場合や、コピーを中止する場合に

使用します。 

Ｆ５：分類削除 分類を中身（摘要）ごと削除する場合に使用します。分類名が登録されている

分類を選択した時に表示されます。 

F６：分類移動 分類と中身（摘要）を別の場所に移動する場合に使用します。 

F７：保存復元 現在選択中のデータの摘要辞書を別データに反映させる場合や、別データの

摘要辞書を現在選択中のデータに取り込む場合に使用します。ボタンを押すと

[辞書の保存・復元]画面が表示されます。 

F８：印刷 摘要辞書確認表を印刷する場合に使用します。 

 

 

ファンクションキー（画面右側の摘要選択時） 

F２：追加 摘要を追加する場合に使用します。ボタンを押すと[摘要辞書登録]画面が表

示されます。１分類あたり、最大 3,000 件まで登録できます。 

F２：全て選択 「F4：コピー」ボタンを押した時に表示されます。コピーする摘要に全てチェック

する場合に使用します。 

F３：編集 登録済みの摘要を修正する場合に使用します。ボタンを押すと[摘要辞書登

録]画面が表示されます。 

F３：全て解除 「F4：コピー」ボタンを押した時に表示されます。コピーする摘要のチェックを全

て解除する場合に使用します。 

F４：コピー／コピー中止 登録済みの摘要と同一の摘要をコピーする場合や、コピーを中止する場合に

使用します。 

Ｆ５：削除 使用しなくなった摘要を削除する場合に使用します。 

F６：移動 登録済みの摘要を別の分類に移動する場合に使用します。 

F７：保存復元 現在選択中のデータの摘要辞書を別データに反映させる場合や、別データの

摘要辞書を現在選択中のデータに取り込む場合に使用します。ボタンを押すと

[辞書の保存・復元]画面が表示されます。 

F８：印刷 摘要辞書確認表を印刷する場合に使用します。 
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分類名の設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「F3：分類編集」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

②名称を編集する分類を選択し、[Enter]キーまた

はダブルクリックをします。 

 

 

 

 

 

③名称を全角 10 文字以内で入力し、「F3：編集終

了」ボタンを押します。 
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摘要の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①追加する分類を選択し、画面右側の摘要をクリッ

クします。「F2：追加」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

②[摘要辞書登録]画面が表示されます。内容を登

録し「OK」ボタンを押します。 

 

■コード 

半角 5 桁以内で摘要コードを設定します。省略可能

です。 

 

■名称 

摘要の名称を全角 25 文字以内で設定します。 

 

■旧税率を使用する 

5％や 3％取引の場合にチェックを付けます。 

 

■入力時に編集する 

仕訳入力時に摘要を編集する場合にチェックを付

けます。その際のカーソル位置の指定もできます。 

 

■仕訳 

仕訳を関連付けます。補助科目は指定しないなど、

仕訳の一部のみを登録することも可能です。 
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摘要辞書の保存・復元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「F7：保存復元」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②[辞書の保存・復元]画面が表示されます。ファイ

ルの場所、ファイル名を指定し「OK」ボタンを押し

ます。 

 

■摘要辞書の保存/摘要辞書の復元 

保存と復元の区分を指定します。 

 

■ファイルの場所 

前回保存または復元を行った場所が表示されます。

その他の場所を指定する場合は「参照」ボタンを押

して指定します。 

 

■ファイル名 

初期値は「摘要辞書.txt」です。必要に応じて変更

します。 
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3-8 取引先辞書設定 

 

【拡張（O）】－【取引先辞書設定（8）】 

取引先辞書の追加、変更などを行います。画面左側は取引先分類が表示され、画面右側に分類内

に登録されている取引先情報を表示されます。 

 

 
 

■コード 

分類コード及び取引先コードで選択する場合にチェックを付けます。分類コードと取引先コードの使

用を個別に設定することができます。 

 

■並び順 

画面右側の取引先の並び順を指定します。「コード順」を指定すると、取引先コード順に並びます。

「使用順」を指定すると、最後に使用した取引先が先頭に表示されます。 
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ファンクションキー（画面左側の分類選択時） 

F３：分類編集 分類名（見出しの名前）を変更する場合に使用します。 

F４：分類コピー／コピー中止 分類と中身（取引先）を別の場所にコピーする場合や、コピーを中止する場合

に使用します。 

Ｆ５：分類削除 分類を中身（取引先）ごと削除する場合に使用します。分類名が登録されてい

る分類を選択した時に表示されます。 

F６：分類移動 分類と中身（取引先）を別の場所に移動する場合に使用します。 

F７：保存復元 現在選択中のデータの取引先辞書を別データに反映させる場合や、別データ

の取引先辞書を現在選択中のデータに取り込む場合に使用します。ボタンを

押すと[辞書の保存・復元]画面が表示されます。 

F８：印刷 取引先辞書確認表を印刷する場合に使用します。 

 

 

ファンクションキー（画面右側の取引先選択時） 

F２：追加 取引先を追加する場合に使用します。ボタンを押すと[取引先辞書登録]画面

が表示されます。１分類あたり、最大 3,000 件まで登録できます。 

F２：全て選択 「F4：コピー」ボタンを押した時に表示されます。コピーする取引先に全てチェッ

クする場合に使用します。 

F３：編集 登録済みの取引先を修正する場合に使用します。ボタンを押すと[取引先辞書

登録]画面が表示されます。 

F３：全て解除 「F4：コピー」ボタンを押した時に表示されます。コピーする取引先のチェックを

全て解除する場合に使用します。 

F４：コピー／コピー中止 登録済みの取引先と同一の取引先をコピーする場合や、コピーを中止する場

合に使用します。 

Ｆ５：削除 使用しなくなった取引先を削除する場合に使用します。 

F６：移動 登録済みの取引先を別の分類に移動する場合に使用します。 

F７：保存復元 現在選択中のデータの取引先辞書を別データに反映させる場合や、別データ

の取引先辞書を現在選択中のデータに取り込む場合に使用します。ボタンを

押すと[辞書の保存・復元]画面が表示されます。 

F８：印刷 取引先辞書確認表を印刷する場合に使用します。 
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分類名の設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「F3：分類編集」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

②名称を編集する分類を選択し、[Enter]キーまた

はダブルクリックをします。 

 

 

 

 

 

③名称を全角 10 文字以内で入力し、「F3：編集終

了」ボタンを押します。 
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取引先の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①追加する分類を選択し、画面右側の取引先をク

リックします。「F2：追加」ボタンを押します。 

 

 

 

 

②取引先辞書登録画面が表示されます。内容を登

録し「OK」ボタンを押します。 

 

■コード 

半角 5 桁以内で取引先コードを設定します。 

 

■名称 

取引先の名称を全角 10 文字以内で設定します。 

 

■摘要名称 

取引先と関連付ける摘要を全角 25 文字以内で設

定します。↓キーで摘要辞書が開きます。 

 

■旧税率を使用する 

5％や 3％取引の場合にチェックを付けます。 

 

■入力時に編集する 

仕訳入力時に摘要を編集する場合にチェックを付

けます。その際のカーソル位置の指定ができます。 

 

■仕訳 

仕訳を関連付けます。補助科目は指定しないなど、

仕訳の一部のみを登録することも可能です。 
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取引先辞書の保存・復元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「F7：保存復元」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②[辞書の保存・復元]画面が表示されます。ファイ

ルの場所、ファイル名を指定し「OK」ボタンを押し

ます。 

 

■取引先辞書の保存/取引先辞書の復元 

保存と復元の区分を指定します。 

 

■ファイルの場所 

前回保存または復元を行った場所が表示されます。

その他の場所を指定する場合は「参照」ボタンを押

して指定します。 

 

■ファイル名 

初期値は「取引先辞書.txt」です。必要に応じて変

更します。 
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3-9 お気に入りメニュー登録 

 

【拡張（O）】－【お気に入りメニュー登録（9）】 

お気に入りメニューに表示するメニュー構成を編集することができます。 

 

 
 

 

■F5：削除 

登録済みのメニューを削除する場合に使用します。メニューパネル選択時に表示されます。 
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お気に入りメニューへの登録方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①お気に入りメニューに登録するメニューをクリック

します。 

 

 

 

 

 

②登録するメニューの位置までドラッグします。 

 

 

 

 

 

 

③マウスの左ボタンを離すと選択したメニューが登

録されます。 

 

※既に登録済みの場所を指定した場合は置き換わ

ります。 
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3-10 仕訳残高修復 

 

【拡張（O）】－【仕訳残高修復（A）】 

プログラム起動中にパソコンが異常終了した場合など、特殊な事情により破損したデータを修復しま

す。バックアップを取ってから実行する事を推奨します。 

 

 

 

■修復の前にデータをバックアップする 

チェックを入れると仕訳残高修復前データが自動でバックアップされます。バックアップデータはデ

ータ選択画面の「Ｆ7：復元」ボタンで「プログラム既定の保存先の場所より復元する」を指定すること

によって復元できます。 
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3-11 帳簿設定 

 

【拡張（O）】－【帳簿設定（B）】 

お気に入りメニューへ登録するための帳簿メニューを作成します。 

また、お気に入りメニューに登録されている帳簿入力で、相手科目を省略することができる不明勘定

を登録することができます。 

 

 

帳簿作成 

 

 

 

 

 

 

 

①「帳簿追加」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②帳簿の追加画面が表示されます。追加する帳簿

名を入力し「OK」ボタンを押します。 

 

※帳簿名は全角 10 文字以内で入力します。 
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③新しい帳簿が作成されます。金額欄の名称を左

右で設定し、帳簿を作成する科目を選択します。 

 

※補助ありの科目を選択した場合は帳簿を作成す

る補助科目にチェックを付けます。補助科目にチ

ェックを付けなかった場合は、全ての補助科目が

帳簿入力の対象になります。 

 

 

 

 

 

 

不明勘定選択 

 

 

 

■不明勘定 

お気に入りメニューの帳簿入力で、相手科目を省略する場合に自動セットされる勘定科目を設定し

ます。「選択なし」の場合は、帳簿入力で相手科目は必須となります。 
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データ送受信 
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4-1 通信設定 

 

【データ送受信】－【通信設定】 

データ送受信を行うために必要な通信 ID とパスワードを設定します。この設定によりインターネット上

のデータ中継サーバーを利用することができるようになります。この設定はデータごとに行います。 

 

 

 

■通信 ID 

半角英数 12 桁で設定します。会計事務所と関与先が送受信をする場合は、関与先の USB キーに

組み込まれた通信 ID を設定します。 

 

■USB から取得する 

挿入中の USB キーに組み込まれた通信 ID を読み込んでセットする場合に使用します。 

 

■パスワード 

半角英数 6 桁以内で設定します。パスワードの設定がないとデータ送受信ができません。また、USB

キー保存はパスワードがなくても実行されますが、セキュリティを高めるために設定することを推奨し

ます。 
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4-2 データ送信 

 

【データ送受信】－【データ送信】 

選択中データをインターネット上の中継サーバーに送信します。あらかじめ【データ送受信】－【通信

設定】を行う必要があります。 

 

 

データ送信手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①データ送信メニューで送信先のフォルダ（№1～

№10）を指定し「F12：実行」ボタンを押します。 

 

※既に送信済みの領域を指定することも可能です。 

 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

 

 

③送信処理が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 



第 4 章 データ送受信 

164  

 

 

 

 

 

④送信完了のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

データの削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①削除するデータを選択し「F5：データ削除」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

 

 

 

③削除完了画面が表示されます。 

 

※削除したデータは復活できません。 
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4-3 データ受信 

 

【データ送受信】－【データ受信】 

インターネット上の中継サーバーにあるデータを受信し、選択中データの領域に復元します。あらか

じめ【データ送受信】－【通信設定】を行う必要があります。 

 

 

データ受信手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①データ受信メニューで受信するデータのフォルダ

（№1～№10）を指定し「F12：実行」ボタンを押しま

す。 

 

 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

 

③受信処理が始まります。 
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④受信完了のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信設定のパスワードが違う場合 

選択中データの通信設定に設定してあるパスワードと、受信データに設定してあるパスワードが異な

る場合は、次の警告メッセージが表示し受信できないようになっています。 

 

 

 

 

会社名や会計期間等が違う場合 

会社名、期首／期末年月日などに相違がある場合には、データ照合チェックで検出され、復元処理

を行うかどうか確認画面が表示されます。「データ復元処理の続行に同意します」にチェックを付ける

と処理を進めることができます。 
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受信データの方が仕訳件数が少ない場合 

選択中データの仕訳数よりも受信データの仕訳数が少ない場合は、データ照合チェックで検出され、

復元処理を行うかどうか確認画面が表示されます。「データ復元処理の続行に同意します」にチェッ

クを付けると処理を進めることができます。 

※受信データの仕訳数が多い場合には検出されません。 

 

 

 

データの削除 

 

 

 

 

 

 

 

①削除するデータを選択し「F5：データ削除」ボタン

を押します。 

 

 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

 

③削除完了画面が表示されます。 

 

※削除したデータは復活できません。 
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4-4 ＵＳＢキー保存 

 

【データ送受信】－【USB キー保存】 

選択中データを USB キーに保存します。最大 100 データ保存することができます。【データ送受信】

－【通信設定】をしていなくても保存することはできますが、セキュリティを高めるためにパスワードを

設定することを推奨します。 

 

 

ＵＳＢキー保存手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

①USB キー保存メニューで保存先のフォルダ（№1

～№100）を指定し「F12：実行」ボタンを押しま

す。 

 

※既に保存済みの領域を指定することも可能です。 

 

 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

③保存完了のメッセージが表示されます。 
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4-5 ＵＳＢキー復元 

 

【データ送受信】－【USB キー復元】 

USB キー保存されたデータを選択中データの領域に復元します。あらかじめ【データ送受信】－【通

信設定】を行う必要は必ずしもありませんが、USB キー保存時点でパスワードが設定されていると、復

元時にも同一のパスワードが設定されている必要があります。 

 

 

ＵＳＢキー復元手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

①USBキー復元メニューで復元するデータのフォル

ダ（№1～№100）を指定し「F12：実行」ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

 

②確認画面が表示されます。「はい」を押します。 

 

 

 

③復元完了のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 



第 4 章 データ送受信 

170  

通信設定のパスワードが違う場合 

選択中データの通信設定に設定してあるパスワードと、USB キー復元時に指定したデータに設定し

てあるパスワードが異なる場合は、次の警告メッセージが表示し復元できないようになっています。 

 

 

会社名や会計期間等が違う場合 

会社名、期首／期末年月日などに相違がある場合は、データ照合チェックで検出され、復元処理を

行うかどうか確認画面が表示されます。「データ復元処理の続行に同意します」にチェックを付けると

処理を進めることができます。 

 

 

復元するデータの方が仕訳件数が少ない場合 

選択中データの仕訳数よりも復元するデータの仕訳数が少ない場合は、データ照合チェックで検出

され、復元処理を行うかどうか確認画面が表示されます。「データ復元処理の続行に同意します」に

チェックを付けると処理を進めることができます。 

※復元データの仕訳数が多い場合には検出されません。 
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決算処理 
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5-1 決算書 

 

【決算（K）】－【決算書（1）】 

日常の仕訳データから法人の決算書を作成します。勘定式、報告式、2 期比較から種類を選択して

印刷します。また、株主資本等変動計算書や個別注記表、監査報告書の作成を行います。「基本設

定」「株主資本等変動計算書」「個別注記表」「監査報告書」の 4 つのタブに分かれています。 

 

共通項目 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■消費税 

残高の集計方法を「税込」「税抜」から選択します。 

 

■F8：印刷 

「表紙」「貸借対照表」「損益計算書」「販売費及び一般管理費」「製造原価報告書」「株主資本等変

動計算書」「個別注記表」「監査報告書」の[印刷設定]画面が表示されます。 
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印刷形式 「貸借対照表」「損益計算書」「販売費及び一般管理費」「製造原価報告書」

の印刷形式を「勘定式」「報告式」「二期比較」から選択します。二期比較を選

択した場合は、「年度毎の消費税処理区分で集計する」が指定可能になりま

す。チェックを付けると、当期は【決算(K）】－【決算書(1)】の消費税処理区

分、前期は【分析(A)】－【過年度残高登録(E)】の過年度期首での前期消費

税処理区分に応じて集計されます。 

帳票選択 印刷する帳票にチェックを付けます。「株主資本等変動計算書」はレイアウト

を「縦」「横」から選択します。「横」を指定した場合は、印刷／プレビューは他

の帳票と別扱いになります。 

すべて選択 帳票選択欄の全帳票にチェックを付ける場合に使用します。 

すべて解除 帳票選択欄の全帳票のチェックを外す場合に使用します。 

プレビュー 帳票選択でチェックを付けた帳票の印刷イメージが表示されます。 

コピー 帳票選択でチェックを付けた帳票をクリップボードへコピーする場合に使用し

ます。コピーされた情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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基本設定 

 

決算書の印刷に関する基本設定を行います。 

 

 

■表紙 

決算書表紙のタイトルを全角 10 文字以内で指定します。初期値は「決 算 報 告 書」です。 

 

■会計年度を印字する 

決算書表紙に会計年度を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■住所を印字する 

決算書表紙に住所を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■金額 

金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円単位」を選択した場合は、千円未満の端数

処理を「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

 

■0円の科目を印刷する 

残高が 0 円の科目も含めて印刷する場合にチェックを付けます。【初期(S)】－【科目設定(3)】の決算

書印刷設定に従い印字します。 

 



第 5 章 決算処理 

175  

■0円を印刷する 

「0 円の科目を印刷する」にチェックがある場合に選択可能になります。0 円の金額を印字する場合に

チェックを付けます。 

 

■損失金額に△をつける 

「貸借対照表」「損益計算書」「販売費及び一般管理費」「製造原価報告書」の損失金額に△を付け

る場合にチェックを付けます。「株主資本等変動計算書」はここでの設定にかかわらず必ず△が付き

ます。 

 

■「負債の部」で改ページする（報告式 貸借対照表） 

報告式決算書の貸借対照表で、資産の部と負債・純資産の部を別ページにして印刷する場合にチ

ェックを付けます。 

 

■「販売費及び一般管理費」内訳を組み入れる（報告式 損益計算書） 

報告式決算書の損益計算書で、販売費及び一般管理費を別紙としてではなく、損益計算書の中に

印刷する場合にチェックを付けます。 

 

■手形を相殺する 

決算書に「割引手形」と「裏書手形」を印字せず、「受取手形」に『受取手形－（割引手形＋裏書手

形）』の金額をセットする場合にチェックを付けます。「受取手形」「割引手形」「裏書手形」の定義は

【初期(S)】－【科目設定(3)】の「特定科目」タブで行います。  
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株主資本等変動計算書 

 

株主資本等変動計算書を作成します。 

 

 

■タイトル 

株主資本等変動計算書のタイトルを全角 10 文字以内で設定します。 

 

■上へ／下へ 

変動事由の順番を調整する場合に使用します。 

 

■F2：事由設定 

新規に変動事由を追加する場合、または登録済みの変動事由を修正する場合に使用します。ボタ

ンを押すと[変動事由の設定]画面が表示されます。画面上の「当期純利益金額」行以外のセルを選

択した場合に有効になります。変動事由はドロップダウンリストから以下の事由を選択するか、全角

14 文字以内で入力します。 

 

新株の発行 減資 資本組入れ 

剰余金の配当 役員賞与の支給 圧縮積立金の積立て 

圧縮積立金の取崩し 利益準備金の積立て 利益準備金の取崩し 

当期純損益 自己株式申込証拠金の払込 自己株式の取得 

自己株式の処分 自己株式の消却 企業結合による増加 
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分割型の会社分割による減少 過年度税効果調整額 税効果適用年度の諸準備金取崩 

株主資本以外の当期変動額 資本金から剰余金への振替 準備金から剰余金への振替 

準備金から資本金への振替 剰余金の内訳科目間の振替  

 

 

株主資本等変動計算書の作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①差額を 0円にする 

先頭行の「当期首残高」と、最下行の「当期末残

高」の相違により「差額」行に金額が発生している

科目に対し、差額が 0 円になるように金額を入力

します。マイナス金額の入力も可能です。 

 

金額は変動事由が設定されている行のみ入力で

きます。差額が 0 円でない状態で印刷をすると確

認画面が表示されます。 

 

 

②変動事由の追加と削除 

あらかじめ登録されている変動事由以外の変動

事由を追加する場合には、空白行のセルを選択

した状態で「Ｆ2：事由設定」ボタンを押し、変動事

由名称をドロップダウンリストから選択するか、全

角 14 文字以内で登録します。随時変更すること

も可能です。 

 

削除する場合には、「Ｆ2：事由設定」ボタンを押し、

変動事由名称を削除します。 

※「当期純利益金額」は削除できません。 
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個別注記表 

 

個別注記表を作成します。 

 

 

■タイトル 

個別注記表のタイトルを全角 10 文字以内で設定します。40 文字を超えると改行されます。 

 

■タイトルと会計期間を印字する 

個別注記表にタイトルと会計期間を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■テンプレート 

ドロップダウンリストから「中小会計要領」「中小会計指針」「会社計算規則」を選択すると、画面左側

の項目が切り替わります。 

 

■手形情報 

「割引手形」と「裏書手形」の残高が参考表示されます。基本設定タブで「手形を相殺する」にチェッ

クを付けた場合のみ表示されます。 

 

■注記表へ 

画面左側の注記項目を画面右側の編集領域へセットする場合に使用します。 
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個別注記表の作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①個別注記表の項目を選択 

画面左側のテンプレートを選択後、作成する個別

注記表の項目を選択します。必要な項目のみチ

ェックを付け、不要な項目はチェックを外します。 

項目見出しのチェックを外せばその下の項目の

チェックも外れます。 

 

 

 

 

②「注記表へ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③内容を入力します。 

画面右側に指定した個別注記表の項目がセット

されます。ワープロ形式で各項目の入力を行いま

す。 

 

※右上に 1 行に印刷できる文字数の残りが表示さ

れます。マイナス表示になると印刷時に改行され

ます。 
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監査報告書 

 

監査報告書を作成します。 

 

 

役職情報 

 

■コメント 

監査報告書に印字する報告文を全角 50 文字以内で設定します。40 文字を超えると改行されます。 

 

■報告年月日 

報告年月日を設定します。 

 

■役職等 

報告者の役職を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■氏名 

報告者の氏名を全角 8 文字以内で設定します。 
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監査情報 

 

■コメント 

監査報告書に印字する監査文を全角 50 文字以内で設定します。40 文字を超えると改行されます。 

 

■監査年月日 

監査年月日を設定します。 

 

■監査役等 

監査役の役職を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■氏名 

監査役の氏名を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■コメント（加筆用） 

監査報告書に印字する監査文を全角 50 文字以内、2 行で設定します。40 文字を超えると改行され

ます。 

 

 

共通項目 

 

■F4：初期値 

監査報告書のコメントを初期値に戻す場合に使用します。役職情報、監査情報すべてのコメントが

初期値に戻ります。 
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5-2 キャッシュフロー計算書 

 

【決算（K）】－【キャッシュフロー計算書（2）】 

キャッシュフロー計算書を作成します。法人データのみ作成できます。直接法、間接法両方対応して

います。 

 

 

 

■集計期間 

キャッシュフロー計算書を作成する期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複

数月を指定することができます。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■集計方法 

「直接法」「間接法」から選択します。 
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■ゼロ非表示 

残高が￥0 のキャッシュフロー項目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■上へ／下へ 

キャッシュフロー項目の順番を調整する場合に使用します。 

 

■F2：項目追加 

キャッシュフロー項目を追加する場合に使用します。ボタンを押すと[キャッシュフロー構成項目の登

録]画面が表示されます。 

 

 

■F4：項目編集 

キャッシュフロー項目の名称や集計方法を変更する場合に使用します。ボタンを押すと[キャッシュフ

ロー構成項目の登録]画面が表示されます。 

 

■F5：項目削除 

キャッシュフロー項目を削除する場合に使用します。 

 

■F7：保存復元 

キャッシュフロー設定をテキストファイルで作成します。保存した辞書を別データへ反映させたり、別

データの辞書内容を復元して使用することができます。 

 



第 5 章 決算処理 

184  

■F8：印刷 

キャッシュフロー計算書を印刷する場合に使用します。 

 

 

 

帳票選択 印刷する帳票を選択します。「キャッシュ・フロー項目構成リスト」はキャッシュ

フロー項目に割り当てられた科目と集計方法の一覧です。「未割り当て科目リ

スト」は、どのキャッシュフロー項目にも割り当てられていない科目の確認がで

きます。 

金額 金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円単位」を選択した場

合は、千円未満の端数処理を「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択し

ます。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

明細行幅 帳票選択で「キャッシュフロー計算書」を選択した場合に指定できます。１ペ

ージの印刷行数を「広い」（45 行）・「標準」（55 行）から選択します。 

プレビュー 選択した帳票の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 選択した帳票をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた

情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

 

 

 



第 5 章 決算処理 

185  

キャッシュフロー構成項目の登録 

キャッシュフロー計算書を作成するには、キャッシュフロー構成項目に対して、科目の割り当てや集

計区分の設定をする必要があります。 

 

 

 

■科目 

キャッシュフロー構成項目に割り当てる科目を選択します。 

 

■集計区分 

集計する残高種別を指定します。 

期首残高 期首残高が集計されます。 

期末残高 期末残高が集計されます。 

期間残高 指定期間の増減額が集計されます。 

借方金額 指定期間の借方の発生金額が集計されます。 

貸方金額 指定期間の貸方の発生金額が集計されます。 

 

■増減 

増減区分を指定します。 
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■F2：追加 

キャッシュフロー項目を構成する科目を登録する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

キャッシュフロー項目を構成する科目を削除する場合に使用します。 

 

キャッシュフロー設定項目の保存・復元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「F7：保存復元」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②[キャッシュフロー設定項目の保存・復元]画面が

表示されます。ファイルの場所、ファイル名を指

定し「OK」ボタンを押します。 

 

■キャッシュフロー設定項目の保存/復元 

保存と復元の区分を指定します。 

 

■ファイルの場所 

前回保存または復元を行った場所が表示されます。

その他の場所を指定する場合は「参照」ボタンを押

して指定します。 

 

■ファイル名 

初期値は「キャッシュフロー設定項目.txt」です。必

要に応じて変更します。 
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5-3 一括印刷 

 

【決算（K）】－【一括印刷（3）】 

仕訳帳、元帳、試算表、補助リストを一括で印刷します。 

 

 

 

■帳票選択 

印刷する帳票にチェックを付けます。仕訳帳を印刷する場合は「共通項目」と「仕訳帳・元帳共通」を

設定します。元帳を印刷する場合は「共通項目」「仕訳帳・元帳共通」「元帳」を設定します。試算表

を印刷する場合は「共通項目」と「試算表」を設定します。補助リストを印刷する場合は「共通項目」を

設定します。 

 

 

共通項目 

 

■期間選択 

印刷期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 
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■消費税 

残高の集計方法を「税込」「税抜」から選択します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する部門を選択します。部門グループを

作成すればグループもリストに表示されます。「全部門合計」を選択すれば全体の帳票を作成できま

す。「配賦」にチェックを付けると、「共通部門」の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録した配賦

率に従い配賦されます。 

 

■色指定 

「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。 

 

■両面印刷用に余白を調整する 

両面印刷時に偶数ページの余白を右側に取る場合にチェックを付けます。また、元帳の場合は各科

目の 1 ページ目が必ず奇数ページに印字されるようになります。 

 

 

仕訳帳・元帳共通 

 

■消費税額を参考表示する 

金額欄下段に消費税額を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■行幅指定 

1 仕訳の行幅を「2 行幅」「3 行幅」から選択します。部門管理を行うデータで「2 行幅」を選択すると、

部門の情報は印字されなくなります。 
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■月毎に改頁する 

毎月新しいページから印刷する場合にチェックを付けます。 

 

■ページ番号 

ページ番号を印刷しない場合にチェックを付けます。 

 

試算表 

 

■印刷形式 

「全科目（A4）」「定形（A4）」「定形（A3）」から選択します。「全科目（Ａ4）」は【初期(S)】－【科目設定

(3)】で使用する設定にした科目を全て印字します。「定形（Ａ4）」「定形（Ａ3）」は【初期(S)】－【科目

設定(3)】の印刷設定に従い印字します。 

 

■印刷方法 

「期間集計」「月次連続」から選択します。選択期間の試算表を月単位で印刷する場合は「月次連続」

を指定します。 

 

■自 年月日 

「選択月を印字」「期首を印字」から選択します。選択期間の先頭月を自年月日として印字する場合

は「選択月を印字」を指定します。選択期間にかかわらず、期首を自年月日として印字する場合は

「期首を印字」を指定します。 

 

■補助の印刷 

補助科目無しで印刷する場合にチェックを付けます。「印刷形式」が「定形（Ａ４）」「定形（Ａ３）」の場

合はチェック無しでも補助科目は印刷されません。 

 

■残高 0円の印刷 

残高が 0 円の科目を印刷しない場合にチェックを付けます。 
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元帳 

 

■全表示／全非表示 

印刷科目欄に補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は

「全非表示」を選択します。 

 

■帳票種類 

「元帳」「月計表」から選択します。「月計表」の場合は仕訳明細無しで月計だけ印字されます。 

 

■印刷科目 

印刷する科目または補助科目にチェックを付けます。初期状態では補助の設定がない勘定科目と、

補助科目にチェックが付いています。画面右側のボタンを使うと一括でチェックの ON/OFF が切り替

わります。 

補助元帳＋元帳（初期値） 補助の設定がない勘定科目と補助科目にチェックが付きます。 

全元帳（科目元帳） 全ての勘定科目にチェックが付きます。補助科目にはチェックは付きません。 

補助元帳 全ての補助科目にチェックが付きます。勘定科目にはチェックは付きません。 

全補助＋全科目（全選択） 全ての勘定科目・補助科目にチェックが付きます。 

補助元帳＋元帳（損益科目） 補助の設定が無い損益科目と補助科目にチェックが入ります。（貸借科目に

はチェックが入りません。白色データ等で利用します。） 

全解除 全ての勘定科目・補助科目のチェックが外れます。 

選択状態を保存 印刷科目設定を保存する場合に使用します。 

 

■印刷条件 

「残高のある科目全て」「仕訳の発生がある科目のみ」から選択します。指定期間内の取引が未発生

でも残高がある科目を全て印字する場合は「残高のある科目全て」を指定します。指定期間内で指

定科目の取引が発生する場合のみ印字する場合は「仕訳の発生がある科目のみ」を指定します。 

 

■両面印刷 

「共通項目」で「両面印刷用に余白を調整する」にチェックを付けた場合に選択できます。奇数ペー

ジで終了した科目の次科目を裏面に印字する場合に「用紙を節約する」にチェックを付けます。 
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■ページ番号 

印刷する元帳のページ番号を連番にする場合に「指定した期間の通しで付ける」にチェックを付けま

す。 

 

■F8：印刷 

選択した帳票を印刷する場合に使用します。 
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5-4 法人事業概況書（資料） 

 

【決算（K）】－【法人事業概況書（資料）（4）】 

法人税申告書に添付する法人事業概況説明書の転記資料を作成します。表面タブでは「7．主要科

目」が、裏面タブでは「17.月別売上高等の状況」が作成できます。 

 

表面 

 

 

裏面 
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■F5：従事員 

各月の従事員数を登録する場合に使用します。 

 

 

共通項目 

 

■F4：科目選択 

[科目の選択]画面が表示されます。選択した項目に割り当てる科目にチェックを付けます。裏面タブ

の項目は補助科目まで指定できます。 

 

■Ｆ７：保存復元 

現在選択中のデータの法人事業概況書（資料）科目割当情報を別データに反映させる場合や、別

データの法人事業概況書（資料）科目割当情報を現在選択中のデータに取り込む場合に使用しま

す。ボタンを押すと[事業概況書設定の保存・復元]画面が表示されます。 

 

■F8：印刷 

法人事業概況書（資料）を印刷する場合に使用します。「7.主要科目」と「17.月別売上高等の状況」

は一枚に印刷することも、個別に印刷することも可能です。 
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5-5 青色申告決算書 

 

【決算（K）】－【青色申告決算書（5）】 

個人事業者の確定申告書に添付する青色申告決算書を作成します。一般用、不動産用、農業用に

対応しています。財務情報以外の必要事項を登録し作成します。 

 

共通項目 

 

一般用 

 

 

農業用 

 

 

 

 

 

不動産用 
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■設定 

貸倒引当金繰入額及び青色申告特別控除額の計算方法を選択します。 

 

一般用 

 

 

農業用 

 

 

 

 

不動産用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■切り替えメニュー 

画面左側に表示する一面～四面の項目をクリックすると、自動的に選択項目欄にカーソルが移動し

ます。 

 

■F2：上書入力／自動取得 

入力した仕訳データから集計（自動取得）する方法と、金額を手入力する方法を切り替えます。自動

取得モードの場合は画面左上に「自動取得」と表示し、F2 ボタンは「上書入力」と表示されます。ボタ

ンを押すと各項目の金額を手入力することができます。上書入力モードの場合は画面左上に「上書

き」と表示され、F2 ボタンは「自動取得」と表示されます。 
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■F8：印刷 

青色申告決算書を印刷する場合に使用します。 

 

登録項目（一般用） 

 

基本情報（一面） 

住所 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの住所情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

事業所所在地 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの事業所所在地情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－

【基本設定（1）】に反映します。 

業種名 全角 12 文字以内で設定します。 

屋号 全角12文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのデータ名（屋号）情報が反映します。 

フリガナ 半角16文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのフリガナが反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に

反映します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの氏名が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

電話番号（自宅） 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話（自宅）が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】

に反映します。 

電話番号（事業所） 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話（事業所）が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

加入団体名 全角 20 文字以内で設定します。 

依頼税理士等事業所所在地 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等氏名（名称） 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等電話番号 半角 15 文字以内で設定します。 
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納税者番号 半角 8 桁以内で設定します。 

 

損益計算書（一面） 

売上（収入）金額・仕入金額（製造原価） 二面の月別売上仕入の計が転記されます。 

（44）青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

 

月別売上（収入）金額及び仕入金額（二面） 

売上（収入）・仕入金額 【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の該当分類の設定に従いま

す。 

家事消費等、雑収入の金額 【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の売上の中の 2 行目、3 行

目の集計設定に従います。 

 

給料賃金の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料賃金 半角 8 桁以内で設定します。 

賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

その他 その他の人数、月数、金額等をまとめて設定します。 

 

専従者給与の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

続柄 全角 3 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料 半角 8 桁以内で設定します。 
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賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

最終行 5 名以上の場合は最終行に人数、月数、金額等をまとめて設定します。 

 

貸倒引当金繰入額の計算（二面） 

個別評価による本年文繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

年末における賃金の合計額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分繰入限度額 「年末における賃金の合計額」に入力された金額から自動計算されます。 

業種区分および端数設定は画面右上の「設定」ボタンを押して選択します。 

本年分繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分の貸倒引当金繰入額 「個別評価による本年分繰入額」と「本年分繰入額」から計算されます。 

 

青色申告特別控除額の計算（二面） 

本年分の不動産所得の金額 半角 10 桁以内で設定します。 

青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

利子割引料の内訳（金融機関を除く）（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

期末現在の借入金等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の利子割引料 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

地代家賃の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

賃借物件 全角 6 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の賃借料・権利金等 権利金・更新料・賃借料をそれぞれ半角 9 桁以内で設定します。 

左の賃借料のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 
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税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の報酬等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

本年中における特殊事項（三面） 

本年中における特殊事項 全角 30 文字以内、5 行で設定します。 

 

貸借対照表／製造原価の計算（四面） 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

※製造原価の計算は【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェックに付

いている必要があります。 

 

 

登録項目（不動産用） 

 

基本情報（一面） 

住所 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの住所情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

職業 全角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの職業が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

フリガナ 半角16文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのフリガナが反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に

反映します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの氏名が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 
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電話番号 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

依頼税理士等事業所所在地 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等氏名（名称） 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等電話番号 半角 15 文字以内で設定します。 

納税者番号 半角 8 桁以内で設定します。 

 

損益計算書（一面） 

（22）青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

 

不動産所得の収入の内訳（二面） 

画面上の不動産所得の収入の内訳欄をクリックすると[不動産所得の収入の内訳]画面が表示し、項

目の追加・削除を行うことができます。 

 

 

■F2：追加 

内訳項目を追加する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

登録済みの内訳項目を削除する場合に使用します。 
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■上へ／下へ 

選択した内訳項目の順番を調整する場合に使用します。 

貸家等の別 「貸家」「貸地」「貸店舗」「アパート」「貸マンション」「駐車場」の区分をリストから

選択します。 

用途 「住宅用」「住宅用以外」「店舗併用住宅」の区分をリストから選択します。全角６

文字以内で手入力することも可能です。 

不動産の住所 全角 11 文字以内、2 行で設定します。 

賃借人の住所・氏名 上段に住所を全角12文字以内、下段に氏名を全角 8文字以内で設定します。 

賃貸契約年月 契約期間年月を設定します。 

貸面積 0～99999.99 の範囲で設定します。 

賃貸料（月額） 半角 8 桁以内で設定します。 

賃貸料（年額） 半角 8 桁以内で設定します。 

礼金／権利金／更新料 それぞれ半角 8 桁以内で設定します。 

書換料 半角 8 桁以内で設定します。 

保証金・敷金 半角 8 桁以内で設定します。 

 

給料賃金の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料賃金 半角 8 桁以内で設定します。 

賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

最終行 2 名以上の場合は、最終行に人数、月数、金額等をまとめて設定します。 

 

専従者給与の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

続柄 全角 3 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 
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給料 半角 8 桁以内で設定します。 

賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

 

地代家賃の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

賃借物件 全角 6 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の賃借料・権利金等 権利金・更新料・賃借料をそれぞれ半角 9 桁以内で設定します。 

左の賃借料のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

借入金利子の内訳（金融機関を除く）（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

期末現在の借入金等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の借入金利子 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の報酬等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

貸借対照表（四面） 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

 

本年中における特殊事情・保証金 

本年中における特殊事項 全角 15 文字以内、30 行で設定します。 
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登録項目（農業用） 

 

基本情報（一面） 

住所 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの住所情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

フリガナ 半角16文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのフリガナが反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に

反映します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの氏名が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

業種名 全角 12 文字以内で設定します。 

農園名 全角 12 文字以内で設定します。 

事業所所在地 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの事業所所在地情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－

【基本設定（1）】に反映します。 

電話番号 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話（自宅）が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】

に反映します。 

依頼税理士等事業所所在地 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等氏名（名称） 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等電話番号 半角 15 文字以内で設定します。 

納税者番号 半角 8 桁以内で設定します。 

 

損益計算書（一面） 

（4７）青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 
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収入金額の内訳（二面） 

区分 収穫したり、販売した作物などの名称を記入します。なお、温室やビニール

ハウス等で収穫したものは「特殊施設」欄に記入します。「田畑」「特殊施設」

「畜産物その他」は全角6文字以内で、「果樹」は全角4文字以内で設定しま

す。 

作付面積 半角 7 桁以内で設定します。 

本年収穫量 半角 7 桁以内で設定します。 

農産物の期首棚卸高（数量） 半角 7 桁以内で設定します。 

農産物の期首棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

販売金額 半角 9 桁以内で設定します。 

家事消費事業消費金額 半角 9 桁以内で設定します。 

農産物の期末棚卸高（数量） 半角 7 桁以内で設定します。 

農産物の期末棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

雑収入区分 全角 16 文字以内で設定します。 

雑収入金額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

農産物以外の棚卸高の内訳（二面） 

区分 全角 6 文字以内で設定します。 

期首棚卸高（数量） 数量を半角 5 桁以内で、単位を全角 1 文字で設定します。 

期首棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

期末棚卸高（数量） 数量を半角 5 桁以内で、単位を全角 1 文字で設定します。 

期末棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

 

雇人費の内訳（二面） 

氏名・住所又は作業名 全角 8 文字以内で設定します。また、その他人数を半角 2 桁以内で設定しま

す。 

日数 半角 3 文字以内で設定します。 

現金 半角 9 桁以内で設定します。 

現物 半角 9 桁以内で設定します。 

合計 現金と現物の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 
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専従者給与の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

続柄 全角 3 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料 半角 9 桁以内で設定します。 

賞与 半角 9 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

果樹・牛馬等の育成費用の計算（三面） 

果樹・牛馬等の名称 全角 15 文字以内、2 行で設定します。 

取得・生産・定植等の年月日 取得・生産・定植等の年月日を設定します。 

前年からの繰越額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の種苗費、種付料、素

畜費 

半角 9 桁以内で設定します。 

本年度中の肥料、農薬等の投

下費用 

半角 9 桁以内で設定します。 

育成中の果樹等から生じた収

入金額 

半角 9 桁以内で設定します。 

本年中に成熟したものの取得

価格 

半角 9 桁以内で設定します。 

ロ、ハ、ホの欄の金額の計算方

法 

全角 16 文字以内、４行で設定します。 

 

地代・賃借料の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 12 文字以内、2 行で設定します。 

小作料、賃耕作料 全角 5 文字以内で設定します。 

面積数量 半角 5 桁以内で設定します。 

支払額 半角 9 桁以内で設定します。 
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利子割引料の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 12 文字以内、2 行で設定します。 

期末現在の借入金等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の利子割引料 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 12 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の報酬等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

貸倒引当金繰入額の計算（四面） 

個別評価による本年文繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

年末における賃金の合計額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分繰入限度額 「年末における賃金の合計額」に入力された金額から自動計算されます。 

業種区分および端数設定は画面右上の「設定」ボタンを押して選択します。 

本年分繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分の貸倒引当金繰入額 「個別評価による本年分繰入額」と「本年分繰入額」から計算されます。 

 

青色申告特別控除額の計算（四面） 

本年分の不動産所得の金額 半角 10 桁以内で設定します。 

青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

本年中における特殊事項（四面） 

本年中における特殊事項 全角 28 文字以内、10 行で設定します。 
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貸借対照表／製造原価の計算（四面） 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

※製造原価の計算は【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェックに付

いている必要があります。 

 

 

青色申告決算書の印刷 

[個人（一般）]の印刷画面 

 

 

[個人（農業）]の印刷画面 

 

 

[個人（不動産）]の印刷画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出日 一面の左上に提出日を印字する場合にチェックを付け、年月日を

設定します。 

会計期間 期首／期末年月日を設定します。新規開業や廃業などで会計期

間が 1 年未満の場合に期間を調整します。 

帳票選択 印刷する帳票にチェックを付けます。 

「減価償却費の計算（別紙）」は、登録した減価償却資産が個人
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（一般／農業）の場合は 12 以上、個人（不動産）の場合は 13 以上

の場合か、または少額減価償却資産の登録がある場合に選択し

ます。 

「不動産所得の収入の内訳（別紙）」は、登録した収入内訳が 16

以上の場合に選択します。 

用紙選択（白紙／OCR 用紙） 「白紙」「OCR 用紙」から選択します。「OCR 用紙」を選択した場合

は、「申告年度を印刷する」「納税者番号を印刷する」「二面の氏

名を印刷する」が選択可能になります。 

用紙選択（サイズ） 「A4」「A3」から選択します。 

一面、三面、二面、四面の順で印刷する 用紙サイズで「A4」を選択した場合のみ有効です。A4 用紙に両面

印刷を行う場合にチェックを付けます。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」から選択します。 

印刷補正（オフセット） 「OCR 用紙」を選択した場合のみ有効です。プリンターの機種によ

って印字位置がずれる場合があります。印刷補正（オフセット）で

は、上下・左右に補正値を設定することで印字位置を調整すること

ができます。-100～100 の範囲で設定します。プラスの値を設定し

た場合は、上下方向は下へ、左右方向は右へ補正されます。 

印刷補正（行間補正） 先頭行は適正に印字されるが最終行の印字位置が合わない場合

に行間補正を行います。プラスの値で行間を広く、マイナスで狭く

補正されます。 

プレビュー 帳票選択でチェックを付けた帳票の印刷イメージが表示されま

す。 
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5-6 減価償却 

 

【決算（K）】－【減価償却（6）】 

減価償却資産を登録し、台帳・一覧表の作成や減価償却費の計算を行います。計算された減価償

却費の仕訳を作成することもできます。翌年度更新を実行すると償却額を自動計算して更新します。

個人データの場合は、青色申告決算書三面の「減価償却費の計算」の明細を作成します。 

 

 

 

■並び替え 

登録済みの減価償却資産の並び順を変更する場合に使用します。「登録順」「コード順」「取得日付

順」「勘定科目順」「取得金額順」から選択します。「勘定科目順」を選ぶと画面上に科目計が表示さ

れます。 

 

■資産検索 

指定した条件に該当する減価償却資産を抽出表示する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償

却資産の検索]画面が表示されます。 
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■仕訳転送 

登録済みの減価償却資産から計算された減価償却費の仕訳を生成する場合に使用します。ボタン

を押すと[減価償却資産を仕訳に転送]画面が表示されます。生成済みの減価償却仕訳を一括で削

除することもできます。 

 

■仕訳設定 

減価償却仕訳、除却・売却仕訳を転送する際の科目・摘要情報を設定する場合に使用します。 

 

■端数設定 

普通償却費、残存価額、経費算入額（個人データのみ）の 1 円未満の端数処理を設定する場合に

使用します。ボタンを押すと[減価償却資産の端数設定]画面が表示されます。個人データの償却保

証額の端数処理は、普通償却費等の端数処理の設定に従います。 

 

 

■F2：追加 

減価償却資産を追加登録する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償却資産の登録]画面が表

示されます。 
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■F3：修正 

登録済みの減価償却資産を修正する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償却資産の登録]画

面が表示されます。資産選択後[Enter]キーまたはダブルクリックでも同様です。 

 

■F4：コピー 

選択した減価償却資産と同一の資産を追加する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

選択した減価償却資産を削除する場合に使用します。 

 

■F6：資産台帳 

選択した減価償却資産の台帳を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償却資産台帳]

画面が表示されます。 

 

 

■F8：印刷 

固定資産一覧表または減価償却一覧表を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[印刷設定]

画面が表示されます。 
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減価償却資産の登録 

減価償却資産を新規に登録します。新規取得資産、除却・売却の場合の仕訳を作成することもでき

ます。 

 

 

コード 資産管理用のコードを半角英数 7 文字以内で設定します。 

名称 資産の名称を全角 16 文字以内で設定します。 

科目 科目分類が「有形固定資産」から「繰延資産」までの科目が表示されます。登

録する資産が属する科目を選択します。補助科目があれば右側のリストより

選択します。なお、減価償却仕訳転送後は修正できません。 

部門使用割合の設定 部門管理を行うデータの場合に選択可能です。ボタンを押すと[部門使用割

合の設定]画面が表示されます。この割合に従い減価償却費が各部門に配

賦されます。 

面積・数量 資産の面積や数量を設定します。 

販売費割合／製造費割合 【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェックがあ

る場合に設定します。販売費割合を設定すると製造費割合が自動的に計算

されます。この割合に従い減価償却費が配賦されます。 

取得日付 資産を取得した日付を設定します。会計期間内の日付の場合は新規取得資

産として扱われます。 

仕訳を作成する 新規取得資産の場合にチェック可能です。登録した資産から仕訳を作成す

ることができます。チェックを付けると詳細設定画面が表示し、購入金額、消
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費税区分、支払科目等を指定します。 

作成 「仕訳を作成する」にチェックがある場合に選択できます。ボタンを押すと新

規取得資産の仕訳を作成します。 

取得金額 資産の取得金額を設定します。チェックボックスにチェックを付けると変更可

能になります。 

期首未償却 期首未償却残高が表示されます。新規取得資産の場合は設定できません。 

償却方法 償却方法を「定額法」「定率法」「均等償却」「一括償却」「少額減価償却資

産」「リース期間定額法」から選択します。 

残価補償額 償却方法で「リース期間定額法」を選択した場合に設定します。 

基礎金額 「取得金額」「期首未償却」「償却方法」「残価補償額」の設定により自動的に

金額が設定されます。チェックボックスにチェックを付ける変更可能になりま

す。 

耐用年数 資産の耐用年数を設定します。 

償却率 「償却方法」「耐用年数」の設定により自動的に設定されます。チェックボック

スにチェックを付けると変更可能になります。 

改定取得価額 取得年月日が 2007/04/01 以降で償却方法が「定率法」の場合、耐用年数を

設定すると参考表示されます。チェックボックスにチェックを付けると変更可能

になりますが、調整前償却額（基礎金額×償却率）が償却保証額より大きい

場合は強制的に 0 がセットされます。 

改定償却率 取得年月日が 2007/04/01 以降で償却方法が「定率法」の場合、耐用年数を

設定すると参考表示されます。 

償却保証額 取得年月日が 2007/04/01 以降で償却方法が「定率法」の場合、耐用年数を

設定すると参考表示されます。償却保証額の端数処理は、法人データの場

合は必ず「切り捨て」となり、個人データの場合は[減価償却資産の端数設

定]画面の普通償却費等の設定に従います。 

除却・売却 資産を除却または売却した場合にチェックを付けます。チェックを付けると「減

少日付」「仕訳を作成する」の項目が表示され、備考欄に「除却」「売却」の文

字がセットされます。 

減少日付 資産を除却または売却した日付を設定します。 

仕訳を作成する 除却または売却にチェックを付けた場合に選択可能です。[減価償却資産の

仕訳設定]画面の内容に従い仕訳が作成されます。売却にチェックを付けた
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場合は詳細設定画面が表示し、売却金額、消費税区分、収入科目等を指定

します。 

作成 「仕訳を作成する」にチェックがある場合に選択できます。ボタンを押すと除

却または売却の仕訳を作成します。 

償却期間 「取得年月日」「減少年月日」の設定により自動で設定されます。チェックボッ

クスにチェックを付けると変更可能になります。 

普通償却費 各種設定により自動計算されます。チェックボックスにチェックを付けると変更

可能になります。 

特別償却費等 割増償却費、特別償却費、増加償却費等の合計額を設定します。 

事業割合 資産を事業で使用する割合を設定します。個人データの場合に登録が必要

です。 

経費算入額 （普通償却費 + 特別償却費等）×事業割合の金額が計算されます。 

期末未償却 「期首未償却」から「償却費合計」を差し引いた金額が入ります。除却・売却

資産の場合は 0 円になります。 

備考 資産に対するコメント等を設定します。除却または売却の場合は自動的に文

字が設定されます。 
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減価償却資産を仕訳へ転送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①減価償却資産の仕訳転送処理を初めて行う場

合は、転送方法の選択画面が表示されます。転

送方法を選択し「OK」を押します。 

 

■期末で一括償却する 

期末日の決算仕訳として作成します。 

 

■半期で償却する 

上期と下期の決算仕訳として作成します。 

 

■四半期で償却する 

第 1 四半期～第 4 四半期の決算仕訳として作成し

ます。 

 

■月次で償却する 

月末の仕訳として作成します。 

 

 

②仕訳転送の初期設定画面で選択した方法が選

ばれているのを確認し、「実行」を押します。 

 

※「月次で償却する」を選択した場合は、償却仕訳

を作成する期間を指定します。 

 

※同じ期間で二度実行すると、転送済みの仕訳を

削除した上で再作成します。 
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③転送確認画面が表示されます。「はい」を押しま

す。 

 

 

 

 

④完了画面が表示されます。 

 

 

 

 

転送仕訳の削除 

仕訳転送方法は一度実行すると変更できなくなります。変更する場合には、一旦転送仕訳を削除し

てから行います。[減価償却資産を仕訳へ転送]画面の削除タブを開き、「実行」を押すと全て削除さ

れます。 
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減価償却資産の仕訳設定 

減価償却資産を仕訳へ転送するには、あらかじめ仕訳内容を設定しておく必要があります。「仕訳

設定」ボタンを押すと[減価償却資産の仕訳設定]画面が表示されます。 

 

 

区分 仕訳設定をする科目の区分を選択します。 

計上方法 減価償却仕訳の計上方法を「直接法」「間接法」から選択します。区分で「有

形固定資産」以外を選択した場合は「直接法」で固定されます。 

科目 仕訳作成を設定する科目を選択します。 

償却方法 選択した科目の資産登録時の償却方法初期値を選択します。科目ごとの設

定になりますが、実際の償却方法は資産単位で設定可能です。 

購入仕訳の摘要 新規取得資産の仕訳作成時に、摘要欄上段にセットする情報を設定します。

仕訳作成時にはここで設定した文字列の先頭に資産名が追加されます。 

仕訳を作成する 償却仕訳・売却仕訳・除却仕訳を設定する場合にチェックを付けます。 

償却仕訳の設定 「累計額」は計上方法が「間接法」の場合に設定が必要です。「償却費（販）」

は販売費及び一般管理費の中の減価償却費を設定します。「償却費（製）」

は、【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェック

がある場合に設定可能で、製造経費の中の減価償却費を設定します。 

個人データで事業割合が 100％未満の資産がある場合は、「事業主（貸）」に

事業主貸の設定をします。 

売却仕訳の設定 売却損、売却益の科目を設定します。売却損または売却益の判定は仕訳を
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転送した時点で自動判定されます。摘要欄上段には摘要欄に設定した文字

列の先頭に資産名が追加されます。 

除却仕訳の設定 除却損の科目を設定します。摘要欄上段には摘要欄に設定した文字列の先

頭に資産名が追加されます。 
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5-7 当座残高調整表 

 

【決算（K）】－【当座残高調整表（7）】 

帳簿上の残高と金融機関が発行した残高証明書の残高が一致しない場合に、残高の不一致の原

因を特定し、それぞれ正しい残高となるように調整する当座残高調整表を作成します。金融機関か

ら送付される当座勘定照合表に記載している仕訳を画面でチェックすれば、未取付小切手、未取立

小切手、時間外預入れなどの不一致箇所が残り、当座残高調整表が作成されます。 

 

 

 

■科目 

リストから当座残高調整表を作成する科目を選択します。科目コードを入力して指定することも可能

です。 

 

■補助 

科目欄で選択した勘定科目に補助科目の設定がある場合に選択します。補助科目コードを入力し

て選択することもできます。「選択なし」を指定すると総体が表示されます。 
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■部門 

科目欄で選択した勘定科目に部門の設定がある場合に選択します。部門コードを入力して選択す

ることもできます。「選択なし」を指定すると総体が表示されます。 

 

■月度選択 

当座残高調整表を作成する月を選択します。選択月の月末残高を帳簿残高とした上で、選択月以

前の仕訳が表示されます。 

 

■調整表を表示する 

当座残高調整表を画面に表示させる場合にチェックを付けます。チェックを付けると仕訳の調整欄

が空欄の仕訳（残高不一致箇所）のみ表示されます。 

 

■F2：追加 

仕訳を追加する場合に使用します。ボタンを押すと入力行が表示されます。 

 

■F4：科目残高 

科目残高を月ごとに集計した月計表が表示されます。さらに日ごとに集計した日計表を表示すること

ができます。 

 

■F5：削除 

選択した仕訳を削除する場合に使用します。複数仕訳の削除もできます。 

 

■F6：日付サーチ 

日付サーチ画面を表示し、特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。 
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■F8：印刷 

当座残高調整表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

 

行幅指定 1 仕訳の行幅を「2 行幅」「3 行幅」から選択します。部門管理を行うデータで

「2 行幅」を選択すると、部門の情報は印字されなくなります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

開始ページ 1 ページ目のページ番号を指定します。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

プレビュー 当座残高調整表の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 当座残高調整表をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされ

た情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

 

 

当座残高調整表の作成方法 

金融機関から送付される当座勘定照合表に記載している仕訳を画面で確認し、調整欄にチェックを

付けます。右上の「調整表を表示する」にチェックが付いた状態でこの作業を行うと、調整欄にチェッ

クを付けた仕訳は即座に非表示になります。不一致箇所の仕訳だけが表示し、加減算処理をした調

整後残高が当座勘定照合表と一致するようになります。「調整表を表示する」にチェックを付けてい

ない場合は、右下の調整後残高は開始残高となります。 

 

また、仕訳の調整欄にチェックを付ける作業は、元帳や仕訳帳のメニューでも可能です。  
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5-8 翌年度更新 

 

【決算（K）】－【翌年度更新（8）】 

会計データを翌年度へ繰り越します。科目体系、摘要・取引先辞書等の内容は引き継ぎます。繰り

越し前の期末残高は繰り越し後の期首残高となります。また、繰り越し前の当期・前期の各月末残高

は、繰り越し後の前期・前々期へ移行します。 

 

 

 

■データのコピー 

翌年度更新を実行する前に、今年度データのコピーを行う場合にチェックを付けます。チェックがあ

る場合は「参照」ボタンを押し、データ選択画面を表示させてからコピー先のフォルダを指定します。

チェックがある状態でコピー先を指定せずに翌年度更新を実行することはできません。 

 

■過年度明細 

残高だけではなく当期の仕訳データも翌期データへ繰り越す場合に「明細を繰り越します」にチェッ

クを付けます。 
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■F2：個別原価 

当期中に完成したので翌期に繰り越す必要のない現場のチェックを外す場合に使用します。【初期

(S)】－【基本設定(1)】の個別原価タブで「個別原価管理を行う」にチェックがある場合に有効になりま

す。ボタンを押すと[個別原価の繰越区分の設定]画面が表示されます。 

 

■実行 

翌年度更新を実行する場合に使用します。 

 

更新処理の流れ 

 

法人の場合 

①会計年度、期首年月日、期末年月日、入力開始月を更新します。 

②当期の仕訳領域から仕訳をすべて消去します。 

③各月の金額を分析用の数値として過年度残高登録に登録します。なお、翌年度更新時に明細を

繰り越す場合は、更新前の期の仕訳を前期仕訳として取り込みます。 

④減価償却資産の情報を更新します。 

⑤損益計算書、製造原価報告書の各科目の残高を 0 にします。 

⑥貸借対照表の各残高を期首残高としてセットします。 

 

個人の場合 

①会計年度、期首年月日、期末年月日、入力開始月を更新します。 

②当期の仕訳領域から仕訳をすべて消去します。 

③各月の金額を分析用の数値として過年度残高登録に登録します。なお、翌年度更新時に明細を

繰り越す場合は、更新前の期の仕訳を前期仕訳として取り込みます。 

④減価償却資産の情報を更新します。 

⑤損益計算書、製造原価報告書の各科目の残高を 0 にします。 

⑥事業主関連の勘定と当期利益を相殺し、元入金に加減算します。 

 

注意 

【初期（S）】－【科目設定（3）】の特定科目において、未使用科目コードが割り当てられている場合は、

翌年度更新後の期首残高に影響が出る可能性があります。特定科目の設定は必ず正しい内容で

登録してください。 
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5-9 繰越残高調整 

 

【決算（K）】－【繰越残高調整（9）】 

期末日と決算確定日との差で生じた残高の相違を調整します。決算確定前に翌年度更新を実行後、

前期データに決算仕訳を入力した為に残高に相違が出るような場合に使用します。各月残高だけ

ではなく、前期・前々期の仕訳明細や個別注記表の内容も取り込むことができます。 

 

 

 

■前年度データ 

選択中データの 1 期前のデータが表示されます。「会社名が一致するデータを表示する」にチェック

が付いた状態では、【初期（S）】－【基本設定（1）】の会社名が一致しているデータのみ表示されま

す。 

 

■過年度明細 

残高だけではなく前期の仕訳データも当期データへ取り込む場合に「明細を繰り越します」にチェッ

クを付けます。 
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■実行 

繰越残高調整を実行する場合に使用します。 

 

 

初期設定（科目・部門等）が不一致の場合 

繰越残高調整は前期と当期の科目体系・部門設定等が一致している事が前提です。不一致箇所が

あれば次のようなエラーが表示し処理が中断されます。設定を合わせて再実行するか、残高を手入

力して調整します。明細を繰り越している場合は過年度仕訳をクリアしないと残高の入力はできませ

ん。 
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5-10 期末一括税抜処理 

 

【決算（K）】－【期末一括税抜処理（A）】 

税込で入力された仕訳の金額から、期末又は月末に科目・補助・部門・本支店単位で消費税額を算

出し、仮受／仮払消費税を求め、振替仕訳を自動で生成します。 

 

 

 

■計算単位 

明細 仕訳ごとに消費税額を計算し、その合計額で振替仕訳を生成します。 

合計 全仕訳の税込金額の合計から消費税額を計算し、振替仕訳を生成します。 

 

■作成単位 

月末一括 期間選択で指定した各月末日の日付で仕訳を生成します。 

期末一括 期末日で仕訳を生成します。「決算仕訳含む」にチェックを付けると決算仕訳

も含めた金額で生成します。 

決算仕訳のみ 決算仕訳だけを集計して仕訳を生成します。 
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■全削除 

期末一括税抜処理で生成された仕訳を全て削除する場合に使用します。 

 

■実行 

期末一括税抜処理を実行する場合に使用します。処理完了後に、生成された仕訳が確認できるよう

に自動的に仕訳帳が表示されます。 

 

期末一括税抜処理実行後の各帳票の集計について 

期末一括税抜処理により振替仕訳が生成されますが、合計残高試算表など各帳票の集計において

は、消費税処理区分が「税込」の場合のみ振替仕訳が反映されます。「税抜」で集計した場合は、シ

ステムで仕訳ごとに税抜集計した結果になり、二重に税抜になることはありません。 
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5-11 デジタル帳簿作成 

 

【決算（K）】－【デジタル帳簿作成（B）】 

選択中の会計データを CD-R 等に保存します。作成されたデータ（デジタル帳簿）は TACTiCS 財務

がインストールされていないパソコンでも参照・印刷が可能です。データだけでなくプログラムも同時

に保存しますので、常に保存を行った時点の状態を再現できます。決算確定後に作成することを推

奨します。 

 

以下の帳票が保存されます。 

登録帳簿（現金出納帳など） 仕訳帳 仕訳モニター 

総勘定元帳 合計残高試算表  

個別原価一覧表 個別原価明細表 個別原価元帳 

決算書 キャッシュフロー計算書 法人事業概況書（資料） 

青色申告決算書 減価償却 当座残高調整表 

消費税申告書 消費税内訳書 消費税集計表 

消費税試算表 消費税申告書修正  

損益分析シミュレーション 月次比較損益構成グラフ 3 期比較損益構成グラフ 

3 期比較科目別推移グラフ 3 期比較経営分析表 総合比較損益計算書 

予実対比損益計算書 月次比較財務諸表 3 期比較財務諸表 

部門比較財務諸表 支店比較財務諸表 資金繰実績表 

全科目データ出力 勘定科目内訳書  

 

 

パケットライトについて 

 

CD-R などの光ディスクへ記録する書き込み方式の一つです。USB メモリやハードディスクなどにファ

イルをコピーするのと同じ感覚で光ディスクへデータを書き込みますので、デジタル帳簿作成の保存

先として直接 CD-R などを指定することができます。 

Vista 以降の Windows には標準機能として搭載されています。 
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デジタル帳簿作成ウィザード（ＣＤ－Ｒへ作成） 

※Windows7 の場合の処理手順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①空の CD-R をドライブに挿入します。[自動再生]

画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

② [ディスクの書き込み ]画面が表示されます。

「USB フラッシュドライブと同じように使用する」を

選択し、「次へ」を押します。 

 

※必要に応じてディスクのタイトルを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

③CD-R へ直接書き込むための準備（フォーマット）

が始まります。 
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④フォーマットが終わると[自動再生]画面に戻りま

す。右上の「閉じる」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

⑤デジタル帳簿作成メニューを開きます。「次へ」を

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥デジタル帳簿の保存先を指定します。「参照」ボ

タンを押し、CD ドライブを指定します。 

 

 

※CD ドライブを指定するとメッセージが表示されま

す。「OK」を押して閉じます。 
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⑦保存先を確認し「次へ」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧参照時に必要となるパスワードを設定し「次へ」

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨保存先・パスワードを確認し問題がなければ「開

始」を押します。デジタル帳簿作成が開始されま

す。 

 

 

 

 

 

 

⑩完了メッセージが表示されます。 
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デジタル帳簿の参照方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①作成したデジタル帳簿 CD をドライブに挿入しま

す。[自動再生]画面が表示されます。 

「taczview.exeの実行」を選択します。 

 

※自動再生画面が表示しない場合は、エクスプロ

ーラから CD ドライブを開き、taczview.exe を実行

してください。 

 

 

 

②[パスワードの確認]画面が表示されます。作成

時に指定したパスワードを入力し「OK」を押しま

す。 

 

 

 

 

 

③デジタル帳簿画面が表示されます。 
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消費税 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 章 ６
 

・6-1 課税方式設定 

・6-2 消費税申告書 

・6-3 消費税内訳書 

・6-4 消費税集計表 

・6-5 消費税試算表 

・6-6 消費税申告書修正 
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6-1 課税方式設定 

 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】 

消費税申告書の計算方法や各種情報を設定します。 

 

 

計算方式設定 

 

 

 

基本設定 

 

■集計選択 

消費税を集計する期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定する

ことができます。申告区分が「中間」の場合は、中間申告の場合の対象期間に反映します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。通常は「法人全体」を選択しますが、本支店ごと

に消費税を集計することも可能です。 
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■課税区分 

「原則課税」「簡易課税」から選択します。「簡易課税」を指定した時で、仕訳データに原則課税用の

消費税コードが使用されている場合は、[初期(S)]－[基本設定(1)］消費税タブの消費税申告区分で

選択されている業種に読み替えて集計されます。消費税申告区分の設定が原則課税の場合は、全

て第 4 種売上とみなして計算されます。 

 

■みなし仕入率 

課税区分で「簡易課税」を選択した場合のみ有効です。左から順に第 1 種から第 6 種のみなし仕入

率として「90％」「80％」「70％」「60％」「50％」「40％」が設定されています。変更する場合は半角 2 桁

以内で設定します。 

 

■控除対象仕入税額の計算 

簡易課税の場合に、控除対象仕入税額の計算を「簡便法」を使って行う場合にチェックを付けます。

「貸倒回収が無い」、且つ「売上対価の返還等が有る場合に各業種の消費税額を超えない」の条件

を満たすと簡便法で計算されます。 

 

中間納付額等 

 

■中間納付額 

中間納付額がある場合に半角 11 桁以内で設定します。 

 

■中間納付譲渡割額 

中間納付譲渡割額がある場合に半角 11 桁以内で設定します。 

 

■控除税額調整 付表 2－（2） 18A 

課税売上割合変動時の調整対象固定資産に係る消費税額の調整（加算または減算）額の旧税率

適用分がある場合に、半角 11 桁以内で設定します。付表 2-（2）の 18A 欄へ反映します。 

 

■控除税額調整 付表 2―（2） 18B 

課税売上割合変動時の調整対象固定資産に係る消費税額の調整（加算または減算）額の税率 4％

適用分がある場合に、半角 11 桁以内で設定します。付表 2-（2）の 18B 欄へ反映します。 
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■控除税額調整 付表 2－（2） 19A 

調整対象固定資産を課税業務用（非課税業務用）に転用した場合の調整（加算または減算）額の旧

税率適用分がある場合に、半角 11 桁以内で設定します。付表 2-（2）の 19A 欄へ反映します。 

 

■控除税額調整 付表 2－（2） 19B 

調整対象固定資産を課税業務用（非課税業務用）に転用した場合の調整（加算または減算）額の税

率 4％適用分がある場合に、半角 11 桁以内で設定します。付表 2-（2）の 19B 欄へ反映します。 

 

■基準期間の課税売上高 

基準期間（前々年度）の課税売上高を半角 11 桁以内で設定します。 

 

申告区分 

 

■申告区分 

「確定」「中間」「修正」から選択します。消費税申告書のタイトルに反映します。 

 

■課税期間の短縮特例の適用 

課税期間を３ヶ月又は１ヶ月に短縮する特例を適用している場合に「適用する」を選択しま

す。 

 

参考事項 

 

■課税標準額に対する消費税額の計算の特例の適用 

「適用しない」「適用する」から選択します。 

 

■課税売上割合が 95％未満の場合の控除税額計算方法 

「個別対応方式」「一括比例配分方式」から選択します。 

 

■個別対応方式選択時の按分割合 

「課税売上割合」「准ずる割合」から選択します。「准ずる割合」を選択した場合は割合の設定を行い

ます。 
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■付表４の⑦～⑨、付表５-(2)のⅠ-④、Ⅱ-⑤、Ⅲ-(3)の合計欄(D)の計算方法 

「常に合計欄の金額を計算式にあてはめて計算する」場合にチェックを付けます。 

チェックを外すと以下のケースに該当する場合のみ合計欄の金額を計算式に当てはめて計算され

ます。（該当しない場合は各税率適用分の金額が合計されます。） 

・課税売上高に係る消費税額より売上対価の返還等に係る消費税額が大きい場合 

・貸倒回収にかかる税額がある場合 

 

 

納税者・付記事項 

 

 

 

納税者 

 

■提出年月日 

消費税申告書に提出年月日を印字する場合に設定します。 

 

■税務署名 

消費税申告書に印字する税務署名を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■納税地 

消費税申告書に印字する住所が表示されます。変更する場合は【初期（S）】－【基本設定（1）】で行

います。 
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■電話番号 

消費税申告書に印字する電話番号が表示されます。変更する場合は【初期（S）】－【基本設定（1）】

で行います。 

 

■名称または屋号 

消費税申告書に印字する名称または屋号が表示されます。変更する場合は【初期（S）】－【基本設

定（1）】で行います。 

 

■代表者氏名と同一でも印刷する 

個人データの場合に表示されます。名称または屋号と代表者氏名が同一の場合に消費税申告書の

名称または屋号欄へ印字する場合にチェックを付けます。 

 

■名称または屋号カナ 

消費税申告書に印字する名称または屋号カナが表示されます。変更する場合は【初期（S）】－【基

本設定（1）】で行います。 

 

■代表者氏名 

消費税申告書に印字する代表者の氏名を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■代表者氏名カナ 

消費税申告書に印字する代表者の氏名カナを半角 16 文字以内で設定します。 

 

■経理担当者名 

消費税申告書に印字する経理担当者名を全角 8 文字以内で設定します。 

 

税務署処理欄 

 

■整理番号 

消費税申告書に印字する整理番号を半角 8 文字以内で設定します。 

 

■申告年月日 

消費税申告書に申告年月日を印字する場合に設定します。 
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■指導年月日 

消費税申告書に指導年月日を印字する場合に設定します。 

 

付記事項 

 

「割賦基準の適用」「延払基準等の適用」「工事進行基準の適用」「現金主義会計の適用」に該当す

る場合にチェックを付けます。 

 

金融機関・税理士 

 

 

 

還付を受けようとする金融機関等 

 

■金融機関名 

消費税が還付される場合に、還付金を受ける金融機関名を設定し、金融機関区分を選択します。 

 

■店名 

消費税が還付される場合に、還付金を受ける金融機関の支店等の名称を設定し、本店・支店等の

区分を選択します。 

 

■預金種別 

消費税が還付される場合に、還付金を受ける金融機関の預金種別を選択します。 
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■口座番号 

消費税が還付される場合に、還付金を受ける金融機関の口座番号を半角 10 桁以内で設定します。 

 

■郵便局名 

ゆうちょ銀行で消費税の還付を受ける場合に、郵便局名等を全角 10 文字以内で設定します。 

 

■貯金記号番号 

ゆうちょ銀行で消費税の還付を受ける場合に、貯金記号番号を設定します。 

 

税理士名等 

 

■税理士名 

消費税申告書に税理士名を印字する場合に、上段全角 15 文字以内、下段全角 8 文字以内で設定

します。 

 

■電話番号 

消費税申告書に税理士電話番号を印字する場合に、半角 13 桁以内で設定します。 

 

■税理士法第 30 条の書面提出有り 

該当する場合にチェックを付けます。 

 

■税理士法第 33 条の 2の書面提出有り 

該当する場合にチェックを付けます。 
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6-2 消費税申告書 

 

【消費税（T）】－【消費税申告書（2）】 

消費税申告書の参照・印刷を行います。データ選択後、[課税方式設定][消費税内訳書][消費税申

告書修正]のいずれも開かずに本メニューを選択すると、必ず[課税方式設定]画面が表示されます。

各項目の集計数値は仕訳入力時の消費税コードにより反映します。消費税コード別の集計数値は

【消費税（T）】－【消費税内訳書（3）】で確認することができます。 

 

 

 

■集計期間 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で指定した期間が表示されます。 

 

■マイナンバーを表示する 

法人番号（個人番号）を参照・印刷する場合にチェックを付けます。マイナンバー管理者でログインし

ている場合に有効です。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で選択した

支店が表示されます。 
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■F8：印刷 

消費税申告書・付表を印刷する場合に使用します。 

 

[原則課税]の印刷設定画面 

 

 

[簡易課税]の印刷設定画面 

 

 

用紙選択 「白紙」「OCR 用紙」から選択します。 

帳票選択 印刷する帳票にチェックを付けます。「OCR 用紙」を選択した場合、「整理番

号を印刷する」「課税期間を印刷する」「申告区分を印刷する」「中間納付額

を印刷する」が選択可能になります。「付表」は「白紙」を選択した場合に選択

可能になります。「還付申告に関する明細書」は還付税額がある場合に有効

になります。「特定課税仕入れがある場合の課税標準額等の内訳書」は、課

税売上割合が９５％未満で特定課税仕入区分の消費税コード（551、552、

553、581、582、583）が使われている場合に「申告書（一般）」の２ページ目と

して印刷されます。 

印刷補正（オフセット） 「OCR 用紙」を選択した場合のみ有効です。プリンターの機種によって印字

位置がずれる場合があります。印刷補正（オフセット）では、上下・左右に補

正値を設定することで印字位置を調整することができます。-100～100 の範

囲で設定します。プラスの値を設定した場合は、上下方向は下へ、左右方向

は右へ補正されます。 

印刷補正（行間補正） 先頭行は適正に印字されるが最終行の印字位置が合わない場合に行間補
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正を行います。プラスの値で行間を広く、マイナスで狭く補正されます。 

プレビュー 帳票選択でチェックを付けた帳票の印刷イメージが表示されます。 

 

消費税申告書集計の注意事項 

①平成 26 年 4 月 1 日改正の消費税申告書の書式（8％対応の書式）にのみ対応しています。期末

日が平成 26 年 3 月 31 日以前のデータを開くと、『この会計期間の消費税申告書への対応は終了し

ている』旨のメッセージが表示されますが、計算自体は正常に行われています。 

 

②簡易課税用の消費税申告書は第五種までの様式（旧様式）と、第六種対応の様式（新様式）の両

方に対応しています。期首日付が 2015/04/01 以降の場合、及び【消費税（T）】－【課税方式設定

（1）】で課税期間の短縮特例を“適用する”に設定して 2015/04/01 以降を期間指定して集計した場

合は新様式（第六種対応の様式）、それ以外の場合は旧様式になります。 
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6-3 消費税内訳書 

 

【消費税（T）】－【消費税内訳書（3）】 

消費税区分ごとに集計結果を参照・印刷します。【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】の設定に従い

集計されます。データ選択後、[課税方式設定][消費税申告書][消費税申告書修正]のいずれも開

かずに本メニューを選択すると、必ず[課税方式設定]画面が表示されます。 

 

 

 

■集計期間 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で指定した期間が表示されます。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で選択した

支店が表示されます。 

 

■ゼロ非表示 

集計結果が 0 円の消費税区分を表示しない場合にチェックを付けます。 
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■F8：印刷 

消費税内訳書を印刷する場合に使用します。【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】の「課税標準額

に対する消費税額の計算の特例の適用」の設定により集計結果が変わります。 

 

「課税標準額に対する消費税額の計算の特例の適用」を「適用しない」場合 

税込額(8%) 全仕訳データが税込額で集計されます。 

積上税抜(8%) 集計されません。 

積上税額(8%) 集計されません。 

税込額（5%・3%） 旧税率を使用した全仕訳データが税込額で集計されます。 

積上税抜（5%・3%） 集計されません。 

積上税額（5%・3%） 集計されません。 

 

 

「課税標準額に対する消費税額の計算の特例の適用」を「適用する」場合 

税込額(8%) 税込入力・税抜入力をし、税額変更をしていない仕訳が税込額で集計されます。 

積上税抜(8%) 税外入力をした仕訳、および税額変更をした仕訳の本体金額の合計額が集計さ

れます。 

積上税額(8%) 仮受消費税・仮払消費税を 600 番台・700 番台の消費税コードで入力した仕訳の

金額、および税額変更をした仕訳の消費税額の合計額が集計されます。 

税込額（5%・3%） 旧税率で税込入力・税抜入力をし、税額変更をしていない仕訳が税込額で集計さ

れます。 

積上税抜（5%・3%） 税外入力をした仕訳、および税額変更をした仕訳（旧税率使用分）の本体金額の

合計額が集計されます。 

積上税額（5%・3%） 仮受消費税・仮払消費税を 600 番台・700 番台の消費税コードで入力した仕訳の

金額、および税額変更をした仕訳（旧税率使用分）の消費税額の合計額が集計さ

れます。 
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6-4 消費税集計表 

 

【消費税（T）】－【消費税集計表（4）】 

消費税区分の集計結果を科目（補助科目）ごとに参照・印刷します。集計結果から元帳へジャンプし

て明細を確認することができます。 

 

 

 

■集計期間 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で指定した期間が表示されます。 

 

■支店選択 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で選択した支店が表示されます。本支店管理を行うデータの場

合のみ表示されます。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」を

選択します。個別に表示/非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣のマークをクリックします。 
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■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■集計条件 

集計条件を「税込残高」「税抜残高」「消費税額」「変更税額」から選択します。 

 

税込残高 税込金額で集計されます。 

税抜残高 税抜金額で集計されます。 

消費税額 消費税額の合計額が集計されます。 

変更税額 税額変更した消費税額が集計されます。 

 

■消費税率 

「8％」「5％」「3％」「対象外」から選択します。複数選択することもできます。 

 

8％ 税率 8％の課税取引が集計対象となります。 

5％ 税率 5％の課税取引が集計対象となります。 

3％ 旧税率 3％の課税取引が集計対象となります。 

対象外 課税取引以外の取引が集計対象となります。 

 

■集計 

ボタンを押すと集計条件・消費税率の設定に従い集計が始まります。 

 

■表示列 

画面表示および印刷対象とする消費税コードにチェックを付けます。[消費税コードの選択]画面上

で右クリックすると「すべて選択」「選択解除」が表示されます。 

 

■F3：元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分で抽出された状態に

なっています。 

 

■F8：印刷 

消費税集計表を印刷する場合に使用します。用紙の向きを「縦」または「横」から指定します。  
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6-5 消費税試算表 

 

【消費税（T）】－【消費税試算表（5）】 

科目残高又は消費税区分残高の内訳（8％・5％・3％・免税・非課税・輸入・課税対象外他）が確認

できます。「科目別」に集計した場合は元帳に、「消費税区分別」の場合は仕訳帳にジャンプして仕

訳明細が確認できます。 

 

 

■集計期間 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」を

選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣のマークをクリックします。 
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■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理方法」が反映しています。 

 

■集計区分 

残高の集計方法を「累計」「発生」から選択します。 

 

■集計 

ボタンを押すと消費税・集計条件の設定に従い集計が始まります。 

 

■F3：元帳 

科目別タブの時に表示されます。選択科目の元帳にジャンプする場合に使用します。ここで開く元

帳は「集計期間」や税率で抽出された状態になっています。 

 

■F3：仕訳帳 

消費税区分別タブの時に表示されます。選択行の「消費税区分」と、「集計期間」や税率で抽出され

た仕訳帳にジャンプする場合に使用します。 

 

■F8：印刷 

消費税試算表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 
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6-6 消費税申告書修正 

 

【消費税（T）】－【消費税申告書修正（6）】 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】の設定に従い消費税申告書が集計されますが、手入力で修正

して印刷することができます。データ選択後、[課税方式設定][消費税申告書][消費税内訳書]のい

ずれも開かずに本メニューを選択すると、必ず[課税方式設定]画面が表示されます。 

 

 

 

■集計期間 

【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で指定した期間が表示されます。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合のみ表示されます。【消費税（T）】－【課税方式設定（1）】で選択した

支店が表示されます。 

 

■課税売上額を付表 1へコピーする／課税売上額を付表４へコピーする 

原則課税の場合は、付表 2-（2）の課税売上額（税抜）を付表 1 の課税標準額①にコピーする場合に

チェックを付けます。簡易課税の場合は、付表 5-（2）の課税売上額（税抜）を付表 4 の課税標準額

①にコピーする場合にチェックを付けます。 
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■F2：集計 

現在の入力値を破棄して仕訳データから集計する場合に使用します。 

 

■F8：印刷 

消費税申告書・付表を印刷する場合に使用します。 

 

[原則課税]の印刷設定画面 

 

 

[簡易課税]の印刷設定画面 

 

 

用紙選択 「白紙」「OCR 用紙」から選択します。 

帳票選択 印刷する帳票にチェックを付けます。「OCR 用紙」を選択した場合、「整理番

号を印刷する」「課税期間を印刷する」「申告区分を印刷する」「中間納付額

を印刷する」が選択可能になります。「付表」は「白紙」を選択した場合に選択

可能になります。「還付申告に関する明細書」は還付税額がある場合に有効

になります。「特定課税仕入れがある場合の課税標準額等の内訳書」は、課

税売上割合が９５％未満で特定課税仕入区分の消費税コード（551、552、

553、581、582、583）が使われている場合に「申告書（一般）」の２ページ目と

して印刷されます。 

印刷補正（オフセット） 「OCR 用紙」を選択した場合のみ有効です。プリンターの機種によって印字

位置がずれる場合があります。印刷補正（オフセット）では、上下・左右に補

正値を設定することで印字位置を調整することができます。-100～100 の範
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囲で設定します。プラスの値を設定した場合は、上下方向は下へ、左右方向

は右へ補正されます。 

印刷補正（行間補正） 先頭行は適正に印字されるが最終行の印字位置が合わない場合に行間補

正を行います。プラスの値で行間を広く、マイナスで狭く補正されます。 

プレビュー 帳票選択でチェックを付けた帳票の印刷イメージが表示されます。 
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7-1 共通操作 

 

法人税申告書に添付する勘定科目内訳明細書を作成します。TACTiCS 財務で内訳書を作成する

には 2 つの方法があります。 

 

①登録済みの仕訳データから残高を取り込んで作成（残高以外は入力可） 

②内訳項目を全て手入力して作成 

 

 

科目内訳メニューには以下の勘定科目内訳明細書作成メニューがあります。 

 

内訳書名 残高取込機能の有無 

①預貯金等の内訳書 ○ 

②受取手形の内訳書 × 

③売掛金（未収入金）の内訳書 ○ 

④仮払金（前渡金）の内訳書・貸付金及び受取利息の内訳書 ○ 

⑤棚卸資産（商品又は製品、半製品、仕掛品、原材料、 貯蔵品）の内訳書 × 

⑥有価証券の内訳書 × 

⑦固定資産（土地、土地の上に存する権利及び建物に限る。）の内訳書 × 

⑧支払手形の内訳書 × 

⑨買掛金（未払金・未払費用）の内訳書 ○ 

⑩仮受金（前受金・預り金）の内訳書・源泉所得税預り金の内訳 ○ 

⑪借入金及び支払利子の内訳書 ○ 

⑫土地の売上高等の内訳書 × 

⑬売上高等の事業所別内訳書 × 

⑭役員報酬手当等及び人件費の内訳書 × 

⑮地代家賃等の内訳書・工業所有権等の使用料の内訳書 × 

⑯雑益、雑損失等の内訳書 × 

その他の内訳書 × 
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共通項目 

 

各メニューには以下のような共通機能・設定があります。 

 

■科目選択 

残高取込を行う対象科目を選択します。ボタンを押すと[取込科目の選択]画面が表示し、取り込む

科目にチェックを付けて実行します。補助科目の設定があれば、補助明細を取り込みます。 

 

 

■残高取込 

科目選択で取り込んだ科目の仕訳データから残高を取り込みます。取込実行前に、割当科目欄の

左列にチェックを付けて残高取込の対象科目を指定します。見出し部分をクリックすると一括でチェ

ックが付きます。 

 

 

■並び替え 

明細の並び替えをする場合に使用します。ボタンを押すと[リストの並び替え]画面が表示されます。 

メニューにより基準項目が異なります。 

 

■上へ／下へ 

内訳項目の順番を調整する場合に使用します。 
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■F2：追加 

内訳項目を追加する場合に使用します。ボタンを押すと選択行の下に入力行が追加されます。 

 

■F3：元帳 

割当科目欄に割り当てられた科目の元帳を表示する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

内訳項目を削除する場合に使用します。残高取込機能のあるメニューに表示する「その他」行と「小

計」行を単独で削除することはできません。明細を全て削除すれば「その他」「小計」も自動的に削除

されます。 

 

■F6：金額クリア 

残高取込機能のあるメニューのみ表示されます。内訳項目の金額を 0 円にする場合に使用します。

クリアした金額は「その他」行に加算されます。50 万円未満の内訳項目の金額をクリアし、印刷時に 0

円の明細を省略して印刷すれば、住所等の情報を残したまま少額の取引先を印刷物から外せま

す。 

 

■F8：印刷 

 

 

 

0 円の明細を省略する 0 円の明細を印刷しない場合にチェックを付けます。「その他」行が 0

円の場合は常に省略されます。 

前行と同一名称の項目は印字しない 前行と項目名が同一の時に、名称の印字を省略する場合にチェックを

付けます。 

プレビュー 内訳書の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 
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残高取込の流れ 

全て手入力をするメニューでは「F2：追加」ボタンを押し、項目を入力して作成しますが、残高取込機

能のあるメニューでは、以下の手順で作成します。 

 

①預貯金等の内訳書での例 

 

 

 

 

 

 

 

①「科目選択」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②[取込科目の選択]画面が表示されます。対象科

目にチェックを付け「OK」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

③選択した科目の明細が表示されます。 
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④割当科目欄の左列にチェックを付けて残高取込

の対象科目を指定します。見出し部分をクリック

すると一括でチェックが付きます。 

 

 

 

 

 

 

⑤[残高の取込]画面が表示されます。期間を指定

し「OK」を押します。 

 

 

 

 

 

⑥残高が明細に取り込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦その他の情報を手入力します。また、必要に応じ

て「F2：追加」を押し、明細行を追加して手入力し

ます。 

※残高は会計データと連動しています。訂正する場

合は会計データ側で訂正し再度取り込んでくださ

い。 
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7-2 内訳書 

 

内訳書を作成するには残高取込で取り込んだ残高以外の情報を手入力する必要があります。 

 

①預貯金等 

金融機関名 全角 10 文字以内で設定します。 

店名 全角 10 文字以内で設定します。 

種類 「当座」「普通」「定期」「定積」「貯蓄」「通知」「納税」「現金」「小口現金」から選

択します。 

口座番号 半角 8 桁以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

摘要 全角 12 文字以内で設定します。 

 

②受取手形 

振出人 全角 10 文字以内で設定します。 

振出年月日 振出年月日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

支払期日 支払期日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

支払銀行名 全角 10 文字以内で設定します。 

支払店名 全角 10 文字以内で設定します。 

金額 半角 11 桁以内で設定します。 

割引銀行名等 全角 10 文字以内で設定します。 

割引店名等 全角 10 文字以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

③売掛金（未収入金） 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

名称（氏名） 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 
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摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

④仮払金（前渡金）・貸付金 

仮払金（前渡金）タブ 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

名称（氏名） 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

関係 全角 4 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

取引の内容 全角 10 文字以内で設定します。 

 

貸付金及び受取利息タブ 

貸付先 全角 10 文字以内で設定します。 

関係 全角 4 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

受取利息額 半角 11 桁以内で設定します。 

利率 0～99.999 の範囲で設定します。 

貸付理由 全角 6 文字以内で設定します 

担保の内容 全角 12 文字以内で設定します 

 

⑤棚卸資産 

棚卸資産タブ 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

品目 全角 10 文字以内で設定します。 

数量 0～999,999.9 の範囲で設定します。 

単価 半角 11 桁以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 
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棚卸の方法タブ 

期末棚卸の方法 「A 実地棚卸」「B 帳簿棚卸」「A と B の併用」から選択します。 

棚卸を行った時期 年月日を設定します。 

 

⑥有価証券 

区分 「売買」「満期」「その他」から選択します。 

種類 全角 5 文字以内で設定します。 

銘柄 全角 5 文字以内で設定します。 

期末数量 0～999,999.9 の範囲で設定します。 

期末現在高（上段） 半角 11 桁以内で設定します。 

期末現在高（下段） 半角 11 桁以内で設定します。 

移動年月日 移動年月日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

移動事由 全角 5 文字以内で設定します。 

増減数量 0～999,999.9 の範囲で設定します。 

増減金額 半角 11 桁以内で設定します。 

売却（買入）先の名称 全角 10 文字以内で設定します。 

売却（買入）先の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

⑦固定資産 

種類・構造 全角 5 文字以内で設定します。 

用途 全角 5 文字以内で設定します。 

面積 0～99,999.99 の範囲で設定します。 

物件の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

移動年月日 移動年月日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

移動事由 全角 5 文字以内で設定します。 

取得（処分）価額 半角 11 桁以内で設定します。 

移動直前帳簿価額 半角 11 桁以内で設定します。 

売却（購入）先の名称 全角 10 文字以内で設定します。 

売却（購入）先の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 



第 7 章 科目内訳 

262  

売却物件の購入年月 上段で元号を選択し、下段で年月を yy/mm 形式で入力します。 

 

⑧支払手形 

支払先 全角 10 文字以内で設定します。 

振出年月日 振出年月日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

支払期日 支払期日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

支払銀行名 全角 10 文字以内で設定します。 

支払店名 全角 10 文字以内で設定します。 

金額 半角 11 桁以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

⑨買掛金（未払金・未払費用） 

買掛金（未払金・未払費用）タブ 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

名称（氏名） 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

未払配当金・未払役員賞与タブ 

支払確定年月日 支払確定年月日を yy/mm/dd 形式で入力します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

 

⑩仮受金（前受金・預り金） 

仮受金（前受金・預り金）タブ 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

名称（氏名） 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

関係 全角 4 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 
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源泉所得税預り金タブ 

年 半角 2 桁以内で設定します。 

月分 半角 2 桁以内で設定します。 

所得の種類 全角 7 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

 

⑪借入金及び支払利子 

借入先 全角 10 文字以内で設定します。 

関係 全角 4 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 11 桁以内で設定します。 

支払利息額 半角 11 桁以内で設定します。 

利率 0～99.999 の範囲で設定します。 

借入理由 全角 6 文字以内で設定します。 

担保の内容 全角 12 文字以内で設定します。 

 

⑫土地の売上高等 

区分 「土地」「仲介手数料」から選択します。 

商品の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

地目 全角 10 文字以内で設定します。 

総面積 0～99,999.99 の範囲で設定します。 

売上年月 上段で元号を選択し、下段で年月を yy/mm 形式で入力します。 

売上先氏名 全角 10 文字以内で設定します。 

売上先住所 全角 20 文字以内で設定します。 

売上面積 0～99,999.99 の範囲で設定します。 

売上金額 半角 11 桁以内で設定します。 

仲介手数料 半角 11 桁以内で設定します。 

取得年 上段で元号を選択し、下段で年を半角 2 桁以内で設定します。 
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⑬売上高等事業所別 

事業所の名称 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

責任者氏名 全角 14 文字以内で設定します。 

関係 全角 7 文字以内で設定します。 

事業等の内容 全角 10 文字以内で設定します。 

売上高 半角 11 桁以内で設定します。 

期末棚卸高 半角 11 桁以内で設定します。 

従業員数 0～999,999 の範囲で設定します。 

延面積 0～99,999.99 の範囲で設定します。 

源泉納付署 全角 10 文字以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

⑭役員報酬手当・人件費 

役員報酬手当等タブ 

役職名 全角 6 文字以内で設定します。 

担当業務 全角 6 文字以内で設定します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

関係 全角 4 文字以内で設定します。 

住所 全角 20 文字以内で設定します。 

常・非 「常勤」「非常勤」から選択します。 

役員給与合計 「使用人職務」「定期同額」「事前確定」「利益連動」「その他」の金額が集計さ

れます。 

使用人職務 半角 9 桁以内で設定します。 

定期同額 半角 9 桁以内で設定します。 

事前確定 半角 9 桁以内で設定します。 

利益連動 半角 9 桁以内で設定します。 

その他 半角 9 桁以内で設定します。 

退職給与 半角 9 桁以内で設定します。 
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人件費タブ 

総額 半角 12 桁以内で設定します。役員報酬手当の総額はチェックボックスにチェ

ックを付けると入力可能になります。 

うち代表者及び家族分 半角 12 桁以内で設定します。 

 

⑮地代家賃・工業所有権 

地代・家賃タブ 

区分 「地代」「家賃」から選択します。 

借地（借家）物件の用途 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

貸主の名称 全角 10 文字以内で設定します。 

貸主の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

支払対象期間 支払対象期間を yy/mm/dd 形式で設定します。 

支払賃借料 半角 11 桁以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

権利金等の期中支払タブ 

支払先の名称 全角 10 文字以内で設定します。 

支払先の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

支払先年月日 支払先年月日を yy/mm/dd 形式で設定します。 

支払金額 半角 11 桁以内で設定します。 

権利金等の内容 全角 10 文字以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

工業所有権等の使用料タブ 

名称 全角 10 文字以内で設定します。 

支払先の名称 全角 10 文字以内で設定します。 

支払先の所在地 全角 20 文字以内で設定します。 

契約期間 契約期間を yy/mm 形式で設定します。 

支払期間 支払期間を yy/mm 形式で設定します。 

支払金額 半角 11 桁以内で設定します。 
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摘要 全角 10 文字以内で設定します。 

 

⑯雑益・雑損失等 

雑益等タブ 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

取引の内容 全角 10 文字以内で設定します。 

相手先 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

金額 半角 11 桁以内で設定します。 

 

雑損失等タブ 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

取引の内容 全角 10 文字以内で設定します。 

相手先 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

金額 半角 11 桁以内で設定します。 

 

その他の内訳書 

内訳書タイトル 全角 20 文字以内で設定します。 

科目 全角 14 文字以内で設定します。 

名称（氏名） 全角 10 文字以内で設定します。 

所在地（住所） 全角 20 文字以内で設定します。 

期末現在高 半角 10 桁以内で設定します。 

摘要 全角 10 文字以内で設定します。 
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7-3 連続印刷 

 

【内訳（U）】－【連続印刷（I）】 

勘定科目内訳明細書を一括で印刷します。表紙の印刷をすることもできます。 

 

 

 

■すべて選択 

全内訳書にチェックを付ける場合に使用します。 

 

■すべて解除 

全内訳書のチェックを外す場合に使用します。 

 

■F8：印刷 

チェックを付けた内訳書の印刷イメージが表示されます。 
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8-1 共通操作 

 

財務分析メニューには以下のような共通機能・設定があります。 

※すべての項目が全メニューで表示するわけではありません。 

 

全項目とも随時変更可能です。「純売上高」「売上原価」等の集計科目は、【初期(S)】－【科目設定

(3)】の分類に従って集計されます。また、科目ごとに集計・表示される表の科目名および科目順は、

【初期(S)】－【科目設定(3)】の試算表 A4 印刷設定に従います。 

 

共通項目 

 

■期間選択 

分析帳票を作成する期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定し

ます。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで、登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通

部門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 
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■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理区分」が反映しています。 

 

■集計区分 

残高の集計区分を「累計」「発生」から選択します。 

 

■年度選択 

「当期」「前期」「前々期」から帳票を表示する年度を選択します。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」を

選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣のマークをクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■F2:表示設定 

金額単位とグラフの表示設定を行います。 

 

 

 

 

単位 金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円

単位」を選択した場合は、千円未満の端数処理を「切り

捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

種類 リストからグラフの種類を選択します。 

3 次元効果 「種類」で立体グラフを選択した場合のグラフの角度を設

定します。 

背景色 グラフの背景色を設定します。 

文字色 グラフ内の文字色を設定します。 

文字サイズ リストからグラフ内の文字サイズを選択します。 

グリッド線 リストからグラフ内の目盛線（グリッド線）の入れ方を選択

します。（X 軸は縦を、Y 軸は横を表します。） 

グラフ色 1～4 グラフの色を設定します。 
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■F3:元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分（税込／税抜）およ

び集計区分（累計／発生）で集計された状態になっています。 

 

■F5：月計表 

選択科目の科目残高月計表へジャンプする場合に使用します。 

 

■F8:印刷 

財務諸表関連メニューとグラフ関連のメニューによって[印刷設定]画面が異なります。 

財務諸表関連メニューの印刷設定画面 

 

グラフ関連メニューの印刷設定画面 

 

 

 

印刷形式 「全科目」「定形」から選択します。選択する印刷形式によって帳票選択欄が

変わります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

帳票選択 出力する帳票を選択します。印刷形式が「全科目」の場合は「貸借対照表」

「損益計算書」のみ、「定形」の場合は全て選択可能です。「製造原価報告

書」は【初期(S)】－【基本設定(1)】の製造原価タブにある「製造原価報告書を

印刷する」にチェックが付いている場合に表示されます。 

用紙選択 「A3」「A4（縮小）」または「A4」「A3（拡大）」から選択します。 

明細行幅 印刷形式が「全科目」の場合に選択できます。１ページの印刷行数を「広い」

（40 行）・「標準」（50 行）・「狭い」（65 行）から選択します。 

プレビュー 選択帳票の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 選択帳票をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報

は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

Excel 選択帳票を Excel にコピーする場合に使用します。 
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8-2 損益分析シミュレーション 

 

【分析（A）】－【損益分析シミュレーション（1）】 

損益分岐点と売上高、固定費、変動費、総費用等の期間実数値より、目標売上・目標利益等の 

シミュレーションを行うことができます。 

 

 

 

上表に期間実数値が表示されます。「変動費」「固定費」は、【初期(S)】－【科目設定(3)】の固定・変

動区分でそれぞれ「変動」「固定」が選択されている科目が集計されます。 

 

 

シミュレーション方法 

①どの値を使ってシミュレーションを行うか、「期間実績」「期間予算」「損益分岐点」から選択します。 

②選択した基準値より画面左下のシミュレーション枠に値がセットされます。 

③売上高、変動費率、限界利益、固定費率、営業利益の値を変更します。 

④値を変更するとシミュレーションされ、同時に右側のグラフも再作成されます。 
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8-3 月次比較損益構成グラフ 

 

【分析（A）】－【月次比較損益構成グラフ（2）】 

損益構成の月次比較のグラフを参照します。 

 

 

 

■グラフ表示 

「12 ヶ月」を選択すると横軸を 12 ヶ月分取ります。「指定月」を選択すると、横軸は期間選択で指定し

た月数分となります。 

 

 

 

 

 

  



第 8 章 財務分析 

275  

8-4 ３期比較損益構成グラフ 

 

【分析（A）】－【3 期比較損益構成グラフ（3）】 

3 期比較の損益構成グラフを参照します。3 期の表示順は【ファイル（F）】－【環境設定を開く（E）】の

出力設定タブで変更できます。 
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8-5 ３期比較科目別推移グラフ 

 

【分析（A）】－【3 期比較科目別推移グラフ（4）】 

科目または集計科目の推移を当期、前期、前々期で比較します。3 期の表示順は【ファイル（F）】－

【環境設定を開く（E）】の出力設定タブで変更できます。 

 

 

■科目分類 

「集計項目」「勘定科目」をリストから選択します。「集計項目」を選択すると、「科目」欄のリストには

「純売上高」から「経常利益」までの集計項目が表示されます。「勘定科目」を選択すると、「科目」欄

のリストには、【初期（S）】－【科目設定（3）】で「使用する」設定になっている科目が表示されます。 

 

■科目 

「科目分類」欄で「集計項目」を選択した場合は、「純売上高」から「経常利益」までの集計項目が表

示されます。「科目分類」欄で「勘定科目」を選択した場合は、【初期（S）】－【科目設定（3）】で「使用

する」設定になっている科目が表示されます。 

 

■グラフ表示 

「12 ヶ月」を選択すると横軸を 12 ヶ月分取ります。「指定月」を選択すると、横軸は期間選択で指定し

た月数分となります。 
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8-6 ３期比較経営分析表 

 

【分析（A）】－【3 期比較経営分析表（5）】 

3 期比較で経営状態を「収益力」「活動性」「安全性」「費用効率」「生産性」の 5 つの角度から分析し、

利益率や回転数を自動計算して経営分析表を作成します。3 期の表示順は【ファイル（F）】－【環境

設定を開く（E）】の出力設定タブで変更できます。 

 

 

 

■集計科目登録 

経営分析に必要な集計科目を定義します。ボタンを押すと[集計科目の登録]画面が表示されます。 
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■従業員数登録 

3 期における各月の従業員数を登録します。ボタンを押すと[従業員数の登録]画面が表示されま

す。 

 

 

■計算式 

[収益力] 

売上総利益率＝売上総利益÷純売上高× 100 

売上高営業利益率＝営業利益÷純売上高× 100 

売上高経常利益率＝経常利益÷純売上高× 100 

総資本営業利益率＝営業利益×（12 ÷Ｎ）÷総資本× 100 

総資本経常利益率＝経常利益×（12 ÷Ｎ）÷総資本× 100 

自己資本経常利益率= 経常利益×（12 ÷Ｎ）÷自己資本× 100 

 

[活動性] 

総資本回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷総資本 

総資本回転日数＝ 365 ÷総資本回転率 

流動資産回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷流動資産計 

流動資産回転日数＝ 365 ÷流動資産回転率 

固定資産回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷固定資産計 

固定資産回転日数＝ 365 ÷固定資産回転率 

受取債権回転率＝純売上高×（12 ÷Ｎ）÷（受取手形＋売掛金） 

受取債権回転日数＝ 365 ÷受取債権回転率 

支払勘定回転率＝仕入高×（12 ÷Ｎ）÷（支払手形＋買掛金） 

支払勘定回転日数＝ 365 ÷支払勘定回転率 
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[安全性] 

流動比率＝流動資産計÷流動負債計× 100 

当座比率＝当座資産計÷流動負債計× 100 

固定長期適合率＝固定資産÷（総資本－流動負債）× 100 

自己資本対固定資産率＝固定資産÷純資産の部計× 100 

自己資本比率＝純資産の部計÷総資本× 100 

損益分岐点売上高＝固定費÷（１－変動費÷純売上高） 

 

[費用効率] 

売上高対支払利息比率＝（支払利息割引料－受取利息割引料）÷純売上高× 100 

売上高対販管費比率＝販売費一般管理費÷純売上高× 100 

売上高対人件費比率＝人件費÷純売上高×100 

人件費計合計＝人件費合計 

従業員延人数＝指定期間の従業員延べ人数 

 

[生産性] 

付加価値＝（純売上高－（売上原価－当期製造原価＋材料費＋外注加工費）） 

労働分配率＝人件費÷付加価値 

一人当たり売上高＝純売上高÷延べ従業員数 

一人当たりに人件費＝人件費÷延べ従業員数 

一人当たり販管費＝販管費÷延べ従業員数 

一人当たり経常利益＝経常利益÷延べ従業員数 

一人当たり資本集約度＝総資本÷（延べ従業員数÷Ｎ） 

一人当たり労働装備率＝（有形固定資産－建設仮勘定）÷（延べ従業員数÷Ｎ） 

 

※Ｎは期間選択における選択月数です。 

 

■動向 

収益力、活動性、安全性、生産性 費用効率 

～99％ 注意 

99～105％ 表示なし 

106％～ 良好 

～99％ 良好 

99～105％ 表示なし 

106％～ 注意 
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8-7 総合比較損益計算書 

 

【分析（A）】－【総合比較損益計算書（6）】 

選択期間の累計額を前期と比較します。また、各月の発生額が表示されます。集計された金額から

元帳にジャンプして明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度

元帳へジャンプすることも可能です。  
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8-8 予実対比損益計算書 

 

【分析（A）】－【予実対比損益計算書（7）】 

選択期間の予算と実績を比較し、比率を参照します。予算は【分析（A）】－【予算登録（F）】で登録し

ます。集計された金額から元帳にジャンプして明細を確認することができます。 
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8-9 予測損益計算書 

 

【分析（A）】－【予測損益計算書（8）】 

実績月を指定すると、翌月以降を「移動平均法」「前年対比」「増減率」「予算」の 4 種類の予測方法

で予測・シミュレーションをします。予測値は手入力で修正できます。 

 

 

 

■実績月 

実績の最終月を選択します。指定月以降が予測対象期間となります。 

 

■予測方法 

会計期間が 1～12 月で実績月を 3 月とした場合、4 月以降を以下の 4 種類の方法で予測します。 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

当年 a b c d e f g h i j k l 

前年 あ い う え お か き く け こ さ し 

 

【移動平均法】 

前 3 ヶ月の平均値を当月の予測値とします。 

4 月の予測値 d＝（a + b + c）÷3 



第 8 章 財務分析 

283  

5 月の予測値 e＝（b + c + d）÷3 

6 月の予測値 f＝（c + d + e）÷3 

 

【前年対比】 

前年と当年の期首月から指定月までの累計金額の比率に、前年の数値を乗じた結果を当年の予測

値とします。 

（a + b + c）÷（あ+い+う）＝Ｙ 

4 月の予測値 え×Ｙ 

5 月の予測値 お×Ｙ 

6 月の予測値 か×Ｙ 

 

【増減率指定】 

[増減率の入力]画面に設定した増減率に、前年の数値を乗じた結果を当年の予測値とします。 

設定した増減率＝Ｚ 

4 月の予測値 え×Ｚ 

5 月の予測値 お×Ｚ 

6 月の予測値 か×Ｚ 

 

【予算】 

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】で登録した値を予測値とします。 

 

■直接入力する 

予測値を手入力する場合にチェックを付けます。手入力後にメニューを閉じる時に手入力値の保存

確認画面が表示されます。 

 

■科目計算方法 

科目と補助を別に予測する場合は「個別」を、補助の予測の合計を科目の予測とする場合は「積上」

を選択します。 

 

■F7：復元 

保存済みの手入力予測値を復元する場合に使用します。 
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8-10 月次比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【月次比較財務諸表（9）】 

残高の推移が月別に集計・表示されます。当期、前期、前々期でそれぞれ貸借対照表、損益計算

書の月次比較が確認できます。集計された金額から元帳にジャンプして明細を確認することができ

ます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプすることも可能です。 
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8-11 ３期比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【3 期比較財務諸表（Ａ）】 

選択期間の当期、前期、前々期残高が表示されます。貸借対照表、損益計算書を構成比、増減額、

前期比、当期期首からの増減率で比較参照できます。集計された金額から元帳にジャンプして明細

を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプすること

も可能です。 
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8-12 部門比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【部門比較財務諸表（Ｂ）】 

選択期間の貸借対照表、損益計算書を部門別に参照します。集計された金額から元帳にジャンプ

して明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプ

することも可能です。 

 

 

 

■部門選択 

メニューを開く時に必ず表示されます。表示する部門および部門グループを選択します。選択パタ

ーンの保存や、部門表示順の調整をすることができます。一枚に印字される部門は最大 13 部門（共

通部門含む）です。 
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8-13 支店比較財務諸表 

 

【分析（A）】－【支店比較財務諸表（Ｄ）】 

選択期間の貸借対照表、損益計算書を支店別に参照します。集計された金額から元帳にジャンプ

して明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へジャンプ

することも可能です。 

 

 

 

■支店選択 

メニューを開く時に必ず表示されます。表示する本支店および本支店グループを選択します。選択

パターンの保存や、本支店表示順の調整をすることができます。一枚に印字される本支店は最大 13

支店です。 
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8-14 資金繰実績表 

 

【分析（A）】－【資金繰実績表（Ｃ）】 

入力した仕訳データに基づいて月単位に集計された資金繰りの実績が表示されます。 

 

 

 

■期間選択 

集計する期間を選択します。必ず期首月から集計します。 

 

集計対象について 

資金繰実績表は【初期（Ｓ）】－【科目設定（3）】で勘定科目ごとに設定した「借方資金繰」「貸方資金

繰」に従って集計されます。相手科目の資金繰項目が「99：流動性現預金」の場合に、自科目の資

金繰項目に金額が集計されます。 

 

例 

科目設定で「現金」に「99：流動性現預金」、売上に「11：現金売上」と設定している場合 

借方「現金」／貸方「売上」という仕訳を入力すると、資金繰実績表の資金繰項目「現金売上」に金額

が反映します。 
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8-15 比較推移表 

 

【経営羅針盤（R）】－【比較推移表（3）】 

任意の項目を比較しながら 12 ヶ月間の月次推移を確認します。科目ごとに最大で 3 段に分けて任

意の項目を割り当てられます。上段・中段には「当期」「前期」「前々期」「予算」、下段にはさらに「差

額」「比率」の指定ができます。最大 10 パターンの帳票を作成できます。集計された金額から元帳に

ジャンプして明細を確認することができます。過年度仕訳を取り込んでいる場合には、過年度元帳へ

ジャンプすることも可能です。 

 

 

 

■帳票選択 

リストから画面に表示する帳票を選択します。 

 

■帳票の登録 

比較推移表のレイアウトを変更する場合や、新たな帳票を作成する場合に使用します。ボタンを押

すと[比較推移表の登録]画面が表示されます。 
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タイトル 比較推移表タイトルを全角 15 文字以内で設定します。既存の名前を変更し

て「推移表保存」または「OK」を押すと新しい帳票として追加されます。 

帳票選択 作成する帳票を選択します。 

集計区分 残高の集計区分を「累計」「発生」から選択します。 

残高欄 「上段」「中段」「下段」に比較対象項目を設定します。上段・中段には「当期」

「前期」「前々期」「予算」、下段にはさらに「差額」「比率」の指定ができます。

「差額」とは「上段」-「中段」、「比率」とは「上段」÷「中段」×100 です。 

推移表保存 推移表の設定を保存する場合に使用します。 

推移表削除 登録済みの推移表を削除する場合に使用します。 

 

■期間選択 

比較推移表を表示する期間を選択します。 

 

■補助 

補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は「全非表示」を

選択します。個別に表示／非表示を切り替える場合は勘定科目名左隣のマークをクリックします。 

 

■ゼロ非表示 

残高が￥0 の勘定科目および補助科目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 
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■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通部

門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■消費税 

残高の表示方法を「税込処理」「税抜処理」から選択します。メニューを開いた直後は【初期(S)】－

【基本設定(1)】の消費税タブにある「消費税処理区分」が反映しています。 

 

■集計区分 

残高の集計区分を「累計」「発生」から選択します。 

 

■F2：表示設定 

金額単位とグラフの表示設定を行います。 

 

 

 

 

単位 金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円

単位」を選択した場合は、千円未満の端数処理を「切り

捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

種類 リストからグラフの種類を選択します。 

3 次元効果 「種類」で立体グラフを選択した場合のグラフの角度を設

定します。 

背景色 グラフの背景色を設定します。 

文字色 グラフ内の文字色を設定します。 

文字サイズ リストからグラフ内の文字サイズを選択します。 

グリッド線 リストからグラフ内の目盛線（グリッド線）の入れ方を選択

します。（X 軸は縦を、Y 軸は横を表します。） 

グラフ色 1～4 グラフの色を設定します。 
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■F3：元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分（税込／税抜）およ

び集計区分（累計／発生）で集計された状態になっています。 

 

■F5：月計表 

選択科目の科目残高月計表へジャンプする場合に使用します。 

 

■F8：印刷 

選択中の帳票を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[印刷設定]画面が表示されます。 

 

印刷形式 「全科目」の指定となります。 

用紙選択 「A3」「A4（縮小）」から選択します。 

帳票選択 出力する帳票を選択します。 

部門選択 部門管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する部門を選択し

ます。「全部門合計」を選ぶと全社の帳票を作成できます。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

明細行幅 １ページの印刷行数を「広い」（40 行）・「標準」（50 行）・「狭い」（65 行）から選

択します。 

補助科目行 補助科目行の色指定を変更する場合に使用します。「区別なし」「文字色を

変更」「背景色を変更」から選択します。 

プレビュー 選択帳票の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 選択帳票をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた情報

は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

Excel 選択帳票を Excel にコピーする場合に使用します。 



第 8 章 財務分析 

293  

8-16 過年度残高登録 

 

【分析（A）】－【過年度残高登録（Ｅ）】 

前期、前々期の各月末残高を登録します。期中開始の場合は開始月の前月までの残高を登録しま

す。補助や部門の設定がある場合は、それぞれを単位として残高を登録します。 

残高を登録することにより、二期比較試算表などの過年度比較帳票が作成できます。 

仕訳取込を行うと、分析帳票・仕訳帳・元帳から前期・前々期の仕訳明細が確認できるようなります。

仕訳取込実行後は整合性を保つため残高の手入力は不可となります。 

最終列の残高は期首残高に連動しています。 

 

 

 

■年度 

残高を登録する年度を選択します。期中開始データの場合は「当期」も表示されます。 

 

■過年度期首 

前期・前々期の期首月を変更する場合に使用します。 
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■期末繰越 

前々期末と前期首、前期末と当期首の整合性を取る場合に使用します。前々期表示中に

ボタンを押すと、最終列の値が前期の１列目にセットされます。前期表示中にボタンを押す

と、最終列の値が【初期(S)】－【開始残高登録(4)】にセットされます。 

 

■仕訳取込 

前期・前々期の仕訳を取り込む場合に使用します。ボタンを押すと[過年度明細の取り込み]画面が

表示されます。 

 

■仕訳クリア 

当期データに取り込まれている前期・前々期の仕訳を削除する場合に使用します。 

 

■みなし残高 

税込残高から税抜残高を作成する場合、又は税抜残高から税込残高を作成する場合に使用します。

ボタンを押すと確認画面が表示されます。「みなし残高を計算して登録を行う。」にチェックを付け

「OK」ボタンを押して実行します。現在表示されている消費税区分（税込／税抜）がみなし計算され

る対象になります。税込残高から税抜残高をみなし計算する場合は消費税区分を「税抜」に、税抜

残高から税込残高をみなし計算する場合は消費税区分を「税込」にして実行します。 

 

■横に移動／縦に移動 

カーソル移動の方向を選択します。ボタンを押すと切り替わります。 

 

■F2：ゼロクリア 

科目名をクリックすると表示されます。登録した残高を一括で削除する場合に使用します。 

 

■F3～F7 

「F3:資産」「F4:負債」「F5:売上」「F6:製造原価」「F7:販管費」ボタンをクリックまたはファンクションキ

ーを押すと、各分類の先頭科目へジャンプします。 

 

■F8：印刷 

過年度残高確認表を印刷する場合に使用します。「発生」を選択している場合は「過年度発生残高

リスト」、「累計」を選択している場合は「過年度累計残高リスト」が印刷されます。 
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8-17 予算登録 

 

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】 

損益科目に対して予算を登録します。補助や部門の設定がある場合は、それぞれを単位として残高

を登録します。登録した予算は【分析（A）】－【予実対比損益計算書（7）】や【経営羅針盤（R）】－【予

実対比変動損益計算書（2）】に反映します。 

 

■横に移動／縦に移動 

カーソル移動の方向を選択します。ボタンを押すと切り替わります。 

 

■F2：ゼロクリア 

科目名をクリックすると表示されます。登録した残高を一括で削除する場合に使用します。 

 

■F3：実績値 

 

前年実績×増減率で予算を登録します。ボタンを押すと[対前年実績

比の入力]画面が表示されます。選択科目（複数可）か全科目に対して

一律に設定することも可能です。 

 

 

 

 

■F4：年間予算 

 

選択科目（複数不可）に 1 年間の予算を設定する場合に使用します。

ボタンを押すと[年間予算]画面が表示されます。按分方法として「均等」

「前年実績」が選択できます。 
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8-18 全科目データ出力 

 

【分析（A）】－【全科目データ（G）】 

選択期間の全科目の月末残高を集計し、Excel へ連動します。科目の使用設定に関係なく全ての科

目が対象となりますので、Excel 側ではレイアウトが固定され、オリジナル分析帳票を作成することが

できます。 

 

 

 

■年度 

「前々期」「前期」「当期」「予算」から選択します。 

 

■BS発生、BS累計、PL 発生、PL 累計 

チェックを付けた帳票が画面上に表示されます。 

 

■F7：クリップボード 

クリップボードへコピーする場合に使用します。 

 

■F8：Excel 

全科目データを Excel へ連動する場合に使用します。
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9-1 比較経営分析 

 

【経営羅針盤（R）】－【比較経営分析（1）】 

各月の経営状態を「収益力」「活動性」「安全性」「費用効率」「生産性」の 5 つの角度から分析し、「過

去 3 ヶ月」「当期平均」「前期平均」など 8 種類の平均値と比較します。比較の結果、良好な項目と注

意が必要な項目にはアイコンが付きます。注意が必要な項目の内訳を確認し、さらに原因となる科

目の元帳までジャンプして差異の発生原因の確認に役立てます。分析に必要な設定は【分析（A）】

－【3 期比較経営分析表（5）】の集計科目登録・従業員数登録で行います。印刷機能はありません。 

 

 

 

■期間選択 

比較経営分析を行う月を選択します。 

 

■表示 

「アイコン」「比率」から選択します。「アイコン」を選択すると、良好な項目と注意が必要な項目にアイ

コンが表示されます。「比率」を選択すると、各分析項目の計算結果が数値で表示されます。 
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■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通部

門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■設定 

各分析項目および勘定科目の評価範囲を設定する場合や、比較対象の並び順を指定する場合に

使用します。ボタンを押すと[設定]画面が表示されます。 

 

■F5：内訳表示 

比率表示の場合のみ有効です。選択した分析項目の内訳画面を表示する場合に使用します。 
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比較経営分析の設定 

「設定」ボタンを押すと比較経営分析を行うための設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

■分析項目評価設定 

各分析項目の「注意」と「良好」の評価範囲を指定し

ます。アイコン表示の場合はここで指定した範囲を

超えると分析項目に傘（注意）、晴れ（良好）のアイコ

ンが表示されます。 

 

 

 

 

 

■科目評価設定 

勘定科目ごとに「注意」と「良好」の評価範囲を指定

します。分析項目をダブルクリックして表示する内訳

画面で、ここで指定した範囲を超えると勘定科目に

傘（注意）、晴れ（良好）のアイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

■比較順 

「上へ」「下へ」をクリックすると選択した比較対象の

順番を調整できます。重要度の高いものを上へ寄

せると、「当月」との比較がしやすくなります。 
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9-2 予実対比変動損益計算書 

 

【経営羅針盤（R）】－【予実対比変動損益計算書（2）】 

選択した期間の実績と予算を変動損益計算書形式で比較します。実績は元帳へジャンプし仕訳明

細の確認をすることができます。また、当初予算の見直しができるシミュレーション機能があり、シミュ

レーション値（仮予算）を本予算として【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】へ反映させることができます。 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで、登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通

部門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■設定 

科目内訳タブで表示する各勘定科目の評価範囲を設定する場合に使用します。ボタンを押すと[設

定]画面が表示されます。 
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要約グラフ 

 

予実対比変動損益計算書（構成グラフと表）と、売上・変動費・限界利益・固定費・営業利益の推移

グラフ（折れ線グラフ）が表示されます。 

 

 

■実績／予算 

構成グラフの表示を切り替える場合に使用します。 

 

■売上／変動費／限界利益／固定費／営業利益 

推移グラフ（折れ線グラフ）の表示を切り替える場合に使用します。 

 

■累計／発生 

推移グラフ（折れ線グラフ）の残高の集計区分を切り替える場合に使用します。 

 

■Ｆ5：予算読込 

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録されている予算を読み込む場合に使用します。 

 

■Ｆ6：予算書込 

科目内訳タブの「Ｆ4：予算設定」ボタンを押し、予算シミュレーション値を本予算として【分析（A）】－

【予算登録（Ｆ）】に登録する場合に使用します。支店選択で「法人全体」、および部門選択で「選択

なし」または部門グループを選択している場合は使用できません。 
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科目内訳 

 

実績および予算を科目ごとに集計します。各勘定科目評価欄のマークを参考に、「Ｆ4：予算設定」ボ

タンを押すと仮予算登録画面が表示され、予算見直しのシミュレーションを行うことができます。 

 

 

■Ｆ3：元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分（税込／税抜）およ

び集計区分（累計／発生）で集計された状態になっています。 

 

■Ｆ4：予算設定 

予算シミュレーションを行う場合に使用します。ボタンを押すと[予算登録（シミュレーション）]画面が

表示されます。予算シミュレーション値を本予算として【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録する場合

は、要約グラフタブへ切り替え「Ｆ6：予算書込」ボタンを押します。 
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予実対比変動損益計算書の設定 

「設定」ボタンを押すと予実対比を行うための設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

■科目評価設定 

勘定科目ごとに「注意」と「良好」の評価範囲を指定

します。分析項目をダブルクリックして表示する内訳

画面で、ここで指定した範囲を超えると勘定科目に

傘（注意）、晴れ（良好）のアイコンが表示されます。 

 

 

 

予算シミュレーションと本予算登録までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

①初めて予実対比変動損益計算書メニューを開く

場合は、「Ｆ5：予算読込」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②予算読込確認画面が表示されます。「はい」を押

します。【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録され

ている予算が読み込まれます。 
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③予算と実績が変動損益計算書形式で比較されま

す。比較の結果、評価欄に注意マークや良好マ

ークが表示されます。科目内訳タブに切り替える

か、評価マークの項目行をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

④科目内訳画面が表示されます。勘定科目ごとに

評価マークが表示されます。予算シミュレーショ

ンを行う科目を選択し「Ｆ4：予算設定」ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

⑤[予算登録（シミュレーション）]画面が表示されま

す。当初予算を見直す場合、各月の予算数値を

手入力や「Ｆ3：実績比」「Ｆ4：年間予算」ボタンを

押して登録します。 

 

 

 

 

 

⑥[予算登録（シミュレーション）]画面を閉じます。閉

じる際に[予算の登録]画面が表示されます。仮

予算として変更値を保存する場合は「はい」を押

します。 

※この段階ではまだ本予算としては登録されません。 
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⑦要約グラフタブへ切り替えます。仮予算を本予算

として登録する場合は「Ｆ6：予算書込」ボタンを押

します。 

※支店選択で「法人全体」、および部門選択で「選

択なし」または部門グループを選択している場合

は使用できません。 

 

 

 

⑧確認画面が表示されます。「はい」を押します。

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録されます。 

 

 

 

 

  



 

 

勘定科目コード表（法人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1.科目コードを 3桁で使用する場合は下位 1桁を除いたコードとなります。 

注 2.勘定科目名の右側に「○」がある科目は、標準科目として設定されている科目です。 
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○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

そ
の
他
 

現
金

 

現
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
口
現
金

 

 
 

 
 

当
座
預
金

 

 
 

 
 

普
通
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

病
院
 

現
金

 

現
金

 

窓
口
現
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
口
現
金

 

 
 

 
 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

 
 

 
 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

運
送
業
 

現
金

 

現
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
口
現
金

 

 
 

 
 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

 
 

 
 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

建
設
業
 

現
金

 

現
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
口
現
金

 

 
 

 
 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

 
 

 
 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

製
造
業
 

現
金

 

現
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
口
現
金

 

 
 

 
 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

 
 

 
 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

販
売
業
 

現
金

 

現
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
口
現
金

 

 
 

 
 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

 
 

 
 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

コ
ー
ド
 

10
01

 

10
18

 

10
25

 

10
32

 

10
49

 

10
56

 

10
63

 

10
70

 

10
87

 

10
94

 

11
04

 

11
11

 

11
28

 

11
35

 

13
17

 

13
24

 

13
31

 

13
48

 

13
55

 

13
62

 

13
79

 

13
86

 

13
93

 

分
類
 

現
金
・
預
金
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○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

そ
の
他
 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

売
掛
金

 

未
収
入
金

 

 
 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

製
品

 

半
製
品

 

原
材
料

 

仕
掛
品

 

貯
蔵
品

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

ZD
X
 

○
 

病
院
 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

医
業
未
収
金

 

未
収
入
金

 

 
 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

 
 

 
 

原
材
料

 

 
貯
蔵
品

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

運
送
業
 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

未
収
運
賃

 

未
収
入
金

 

 
 

 
 

有
価
証
券

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貯
蔵
品

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  ○
 

建
設
業
 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

完
成
工
事
未
収
入
金

 

未
収
入
金

 

 
 

 
 

有
価
証
券

 

 
 

 
 

 
 

原
材
料

 

 
貯
蔵
品

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

製
造
業
 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

売
掛
金

 

未
収
入
金

 

 
 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

製
品

 

半
製
品

 

原
材
料

 

仕
掛
品

 

貯
蔵
品

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

販
売
業
 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

売
掛
金

 

未
収
入
金

 

 
 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

製
品

 

半
製
品

 

原
材
料

 

仕
掛
品

 

貯
蔵
品

 

コ
ー
ド
 

14
03

 

14
10

 

14
27

 

14
34

 

14
41

 

14
58

 

14
65

 

14
72

 

14
89

 

14
96

 

15
06

 

15
13

 

15
20

 

15
37

 

15
44

 

15
51

 

15
99

 

16
23

 

16
30

 

16
47

 

16
54

 

16
78

 

16
85

 

分
類
 

現
金
・
預
金
 

当
座
資
産
 

棚
卸
資
産
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○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

そ
の
他
 

 
 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

建
物

 

建
物
減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

病
院
 

 
 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

前
払
費
用

 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

建
物

 

建
物
減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

運
送
業
 

 
 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

建
物

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

建
設
業
 

未
成
工
事
支
出
金

 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

建
物

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

製
造
業
 

 
 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

建
物

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

販
売
業
 

 
 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

建
物

 

 
 

コ
ー
ド
 

16
92

 

18
05

 

18
12

 

18
29

 

18
36

 

18
43

 

18
50

 

18
67

 

18
74

 

18
81

 

18
98

 

19
08

 

19
15

 

19
22

 

19
39

 

19
46

 

19
53

 

19
60

 

19
77

 

19
84

 

19
91

 

20
19

 

20
26

 

分
類
 

棚
卸
資
産
 

そ
の
他
流
動
 

有
形
固
定
資
産
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○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

建
物
付
属
設
備

 

建
物
付
属
減
価
償
却
累
計
額
 

構
築
物

 

構
築
物
減
価
償
却
累
計
額
 

造
作

 

造
作
減
価
償
却
累
計
額

 

機
械
装
置

 

機
械
装
置
減
価
償
却
累
計
額
 

船
舶

 

船
舶
減
価
償
却
累
計
額

 

車
両
運
搬
具

 

車
両
運
搬
具
減
価
償
却
累
計
額
 

工
具
器
具
備
品

 

工
具
器
具
減
価
償
却
累
計
額
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

病
院
 

建
物
付
属
設
備

 

建
物
付
属
減
価
償
却
累
計
額
 

構
築
物

 

構
築
物
減
価
償
却
累
計
額
 

造
作

 

造
作
減
価
償
却
累
計
額

 

機
械
装
置

 

機
械
装
置
減
価
償
却
累
計
額
 

医
療
機
器
備
品

 

医
療
機
器
減
価
償
却
累
計
額
 

車
両
運
搬
具

 

車
両
運
搬
具
減
価
償
却
累
計
額
 

工
具
器
具
備
品

 

工
具
器
具
減
価
償
却
累
計
額
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

運
送
業
 

建
物
付
属
設
備

 

 
 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 
 

機
械
装
置

 

 
 

船
舶

 

 
 

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

 
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

建
設
業
 

建
物
付
属
設
備

 

 
 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 
 

機
械
装
置

 

 
 

船
舶

 

 
 

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

 
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

製
造
業
 

建
物
付
属
設
備

 

 
 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 
 

機
械
装
置

 

 
 

 
 

 
 

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

 
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

販
売
業
 

建
物
付
属
設
備

 

 
 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 
 

機
械
装
置

 

 
 

 
 

 
 

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

 
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド
 

20
33

 

20
40

 

20
57

 

20
64

 

20
71

 

20
88

 

20
95

 

21
12

 

21
29

 

21
36

 

21
43

 

21
67

 

21
74

 

21
81

 

23
18

 

23
87

 

23
94

 

22
91

 

24
04

 

24
11

 

24
28

 

24
35

 

24
42

 

分
類
 

有
形
固
定
資
産
 

無
形
固
定
資
産
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○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

そ
の
他
 

 
 

借
地
権

 

電
話
加
入
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病
院
 

 
 

借
地
権

 

電
話
加
入
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

長
期
繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

運
送
業
 

 
 

借
地
権

 

電
話
加
入
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

長
期
繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

建
設
業
 

 
 

借
地
権

 

電
話
加
入
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

長
期
繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

製
造
業
 

 
 

借
地
権

 

電
話
加
入
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

長
期
繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

販
売
業
 

 
 

借
地
権

 

電
話
加
入
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

長
期
繰
延
税
金
資
産

 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金

 

コ
ー
ド
 

24
59

 

25
14

 

25
21

 

25
38

 

25
45

 

25
52

 

26
00

 

26
17

 

26
24

 

26
31

 

26
48

 

26
55

 

26
62

 

26
79

 

26
86

 

27
65

 

27
72

 

28
13

 

28
20

 

28
37

 

28
44

 

28
51

 

27
89

 

分
類
 

無
形
固
定
資
産
 

投
資
そ
の
他
資
産
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○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

そ
の
他
 

 
 

創
立
費

 

新
株
発
行
費

 

開
業
費

 

試
験
研
究
費

 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

工
事
未
払
金

 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

 
 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

病
院
 

 
 

創
立
費

 

 
 

開
業
費

 

試
験
研
究
費

 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

 
 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

 
 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

運
送
業
 

 
 

創
立
費

 

 
 

開
業
費

 

 
 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

 
 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

 
 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

建
設
業
 

 
 

創
立
費

 

 
 

開
業
費

 

 
 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

工
事
未
払
金

 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

未
成
工
事
受
入
金

 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

製
造
業
 

 
 

創
立
費

 

 
 

開
業
費

 

 
 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

 
 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

 
 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

販
売
業
 

 
 

創
立
費

 

 
 

開
業
費

 

 
 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

 
 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

 
 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

コ
ー
ド
 

29
16

 

29
23

 

29
30

 

29
47

 

29
54

 

30
10

 

30
34

 

30
41

 

30
58

 

30
65

 

30
72

 

31
13

 

31
20

 

32
23

 

32
30

 

32
78

 

32
85

 

33
19

 

33
26

 

33
33

 

33
57

 

33
64

 

33
71

 

分
類
 

繰
延
資
産
 

流
動
負
債
 



付録 勘定科目コード表（法人） 

314  

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

そ
の
他
 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金

 

未
払
法
人
税
等

 

 
 

 
 

長
期
借
入
金

 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

 
 

 
 

 
 

資
本
金

 

新
株
式
申
込
証
拠
金

 

資
本
準
備
金

 

資
本
金
・
資
本
準
備
金
減
少
差
益
 

自
己
株
式
処
分
差
益

 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

病
院
 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

 
 

繰
延
税
金
負
債

 

未
払
配
当
金

 

未
払
役
員
賞
与

 

賞
与
引
当
金

 

未
払
法
人
税
等

 

未
払
事
業
税
等

 

 
 

長
期
借
入
金

 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

長
期
繰
延
税
金
負
債

 

 
 

 
 

資
本
金

 

新
株
式
申
込
証
拠
金

 

資
本
準
備
金

 

資
本
金
・
資
本
準
備
金
減
少
差
益
 

自
己
株
式
処
分
差
益

 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

運
送
業
 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

 
 

繰
延
税
金
負
債

 

未
払
配
当
金

 

未
払
役
員
賞
与

 

賞
与
引
当
金

 

未
払
法
人
税
等

 

未
払
事
業
税
等

 

 
 

長
期
借
入
金

 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

長
期
繰
延
税
金
負
債

 

 
 

 
 

資
本
金

 

新
株
式
申
込
証
拠
金

 

資
本
準
備
金

 

資
本
金
・
資
本
準
備
金
減
少
差
益
 

自
己
株
式
処
分
差
益

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

建
設
業
 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

完
成
工
事
補
償
引
当
金

 

繰
延
税
金
負
債

 

未
払
配
当
金

 

未
払
役
員
賞
与

 

賞
与
引
当
金

 

未
払
法
人
税
等

 

未
払
事
業
税
等

 

 
 

長
期
借
入
金

 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

長
期
繰
延
税
金
負
債

 

 
 

 
 

資
本
金

 

新
株
式
申
込
証
拠
金

 

資
本
準
備
金

 

資
本
金
・
資
本
準
備
金
減
少
差
益
 

自
己
株
式
処
分
差
益

 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

製
造
業
 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

 
 

繰
延
税
金
負
債

 

未
払
配
当
金

 

未
払
役
員
賞
与

 

賞
与
引
当
金

 

未
払
法
人
税
等

 

未
払
事
業
税
等

 

 
 

長
期
借
入
金

 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

長
期
繰
延
税
金
負
債

 

 
 

 
 

資
本
金

 

新
株
式
申
込
証
拠
金

 

資
本
準
備
金

 

資
本
金
・
資
本
準
備
金
減
少
差
益
 

自
己
株
式
処
分
差
益

 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

販
売
業
 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

 
 

繰
延
税
金
負
債

 

未
払
配
当
金

 

未
払
役
員
賞
与

 

賞
与
引
当
金

 

未
払
法
人
税
等

 

未
払
事
業
税
等

 

 
 

長
期
借
入
金

 

 
 

 
 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

長
期
繰
延
税
金
負
債

 

 
 

 
 

資
本
金

 

新
株
式
申
込
証
拠
金

 

資
本
準
備
金

 

資
本
金
・
資
本
準
備
金
減
少
差
益
 

自
己
株
式
処
分
差
益

 

コ
ー
ド
 

34
12

 

34
29

 

34
36

 

34
67

 

36
25

 

36
32

 

36
56

 

36
87

 

36
94

 

37
04

 

37
11

 

37
28

 

37
35

 

37
42

 

37
59

 

37
66

 

38
07

 

38
14

 

80
15

 

80
46

 

80
77

 

81
01

 

81
18

 

分
類
 

流
動
負
債
 

固
定
負
債
 

引
当
金
 

資
本
金
 

新
株
申
込
 

資
本
剰
余
金
 

そ
の
他
資
本
剰
余
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○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

利
益
準
備
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
途
積
立
金

 

繰
延
利
益
剰
余
金

 

自
己
株
式

 

自
己
株
式
申
込
証
拠
金

 

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
 

 
 

繰
 
延
 
ヘ
ッ
ジ

 
損

 益
 

 
 

土
地
再
評
価
差
額
金

 

 
 

 
 

新
株
予
約
権

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

病
院
 

利
益
準
備
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
途
積
立
金

 

繰
延
利
益
剰
余
金

 

自
己
株
式

 

自
己
株
式
申
込
証
拠
金

 

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
 

 
 

繰
 延

 
ヘ
ッ
ジ

 
損

 益
 

 
 

土
地
再
評
価
差
額
金

 

 
 

 
 

新
株
予
約
権

 

 
 

社
会
保
険
診
療
収
入

 

社
会
保
険
窓
口
収
入

 

社
会
保
険
入
院
収
入

 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

運
送
業
 

利
益
準
備
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
途
積
立
金

 

繰
延
利
益
剰
余
金

 

自
己
株
式

 

自
己
株
式
申
込
証
拠
金

 

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
 

 
 

繰
 延

 ヘ
ッ
ジ

 
損

 益
 

 
 

土
地
再
評
価
差
額
金

 

 
 

 
 

新
株
予
約
権

 

 
 

運
送
収
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
  
 

○
   
 

 
 

建
設
業
 

利
益
準
備
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
途
積
立
金

 

繰
延
利
益
剰
余
金

 

自
己
株
式

 

自
己
株
式
申
込
証
拠
金

 

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
 

 
 

繰
 
延
 ヘ

ッ
ジ

 
損

 益
 

 
 

土
地
再
評
価
差
額
金

 

 
 

 
 

新
株
予
約
権

 

 
 

完
成
工
事
高

 

完
成
工
事
高

 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

製
造
業
 

利
益
準
備
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
途
積
立
金

 

繰
越
利
益
剰
余
金

 

自
己
株
式

 

自
己
株
式
申
込
証
拠
金

 

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
 

 
 

繰
 延

 ヘ
ッ
ジ

 
損

 益
 

 
 

土
地
再
評
価
差
額
金

 

 
 

 
 

新
株
予
約
権

 

 
 

売
上

 

売
上

 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

販
売
業
 

利
益
準
備
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
途
積
立
金

 

繰
越
利
益
剰
余
金

 

自
己
株
式

 

自
己
株
式
申
込
証
拠
金

 

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
 

 
 

繰
 延

 
ヘ
ッ
ジ

 
損

 益
 

 
 

土
地
再
評
価
差
額
金

 

 
 

 
 

新
株
予
約
権

 

 
 

売
上

 

売
上

 

 
 

 
 

コ
ー
ド
 

82
59

 

82
66

 

82
73

 

82
80

 

82
97

 

83
07

 

85
27

 

85
34

 

85
72

 

86
06

 

87
09

 

87
16

 

87
30

 

87
47

 

87
61

 

87
78

 

87
85

 

89
05

 

40
04

 

40
11

 

40
28

 

40
35

 

40
42

 

分
類
 

利
益
剰
余
金
 

そ
の
他
利
益
剰
余
 

繰
越
利
益
剰
余
金
 

自
己
株
 

評
価
換
算
差
額
 

新
株
予
約
権
 

売
上
高
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そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

病
院
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

診
療
外
収
入

 

 
 

 
 

 
 

自
由
診
療
収
入

 

自
由
診
療
窓
口
収
入

 

自
由
診
療
入
院
収
入

 

労
災
保
険
診
療
収
入

 

自
賠
責
保
険
収
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

期
首
医
薬
品
棚
卸
高

 

 
 

医
薬
品
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

運
送
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

運
送
雑
収

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
 

建
設
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工
事
収
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

売
上
返
品
・
値
引

 

 
 

工
事
値
引
高

 

 
 

期
首
商
品
製
品
棚
卸
高

 

 
 

仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

製
造
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

売
上
返
品
・
値
引

 

 
 

 
 

 
 

期
首
商
品
製
品
棚
卸
高

 

 
 

仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

販
売
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

売
上
返
品
・
値
引

 

 
 

 
 

 
 

期
首
商
品
製
品
棚
卸
高

 

 
 

仕
入

 

コ
ー
ド
 

40
59

 

40
66

 

40
73

 

40
80

 

40
97

 

41
07

 

41
14

 

41
21

 

41
38

 

41
45

 

42
17

 

42
24

 

42
31

 

42
48

 

42
55

 

42
62

 

44
13

 

44
20

 

44
37

 

44
44

 

49
70

 

45
16

 

45
23

 

分
類
 

売
上
高
 

売
上
値
引
戻
高
 

期
首
棚
卸
高
 

仕
入
高
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そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

病
院
 

医
薬
品
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

委
託
検
査
料

 

仕
入
返
品
・
値
引

 

 
 

 
 

 
 

期
末
医
薬
品
棚
卸
高

 

期
首
医
薬
品
棚
卸
高

 

 
医
薬
品
仕
入

 

医
薬
品
仕
入

 

一
般
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

○
 

○
 

○
 

○
 

運
送
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

期
首
燃
料
棚
卸
高

 

 

燃
料
油
脂
費

 

ガ
ソ
リ
ン
費

 

軽
油
費

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

建
設
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仕
入
返
品
・
値
引

 

 
 

 
 

 
 

期
末
商
品
製
品
棚
卸
高

 

期
首
材
料
棚
卸
高

 

 
 

材
料
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

製
造
業
 

仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

外
注
費

 

仕
入
返
品
・
値
引

 

 
 

 
 

 
 

期
末
商
品
製
品
棚
卸
高

 

期
首
材
料
棚
卸
高

 

 
 

材
料
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

販
売
業
 

仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

外
注
費

 

仕
入
返
品
・
値
引

 

 
 

 
 

 
 

期
末
商
品
製
品
棚
卸
高

 

期
首
材
料
棚
卸
高

 

 
 

材
料
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド
 

45
30

 

45
47

 

45
54

 

45
61

 

45
78

 

45
85

 

45
92

 

46
02

 

46
19

 

46
26

 

46
33

 

49
56

 

49
18

 

49
25

 

49
32

 

49
49

 

49
87

 

50
81

 

50
05

 

50
12

 

50
29

 

50
36

 

50
43

 

分
類
 

仕
入
高
 

仕
入
値
引
戻
 

期
末
棚
卸
 

期
首
材
料
棚
卸
 

材
料
仕
入
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○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

退
職
金

 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
力
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

 
 

○
 

○
 

 

 
 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

病
院
 

 
 

 
 

 
 

期
末
医
薬
品
棚
卸
高

 

 
 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

雑
給

 

 
 

退
職
金

 

賞
与
引
当
繰
入
額

 

退
職
引
当
金
繰
入
額

 

委
託
診
療
費

 

技
工
料

 

委
託
検
査
料

 

 
 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

医
療
消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

賄
費

 

 
 

 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

運
送
業
 

 

天
然
ガ
ス
費

 

油
脂
費

 

期
末
燃
料
棚
卸
高

 

 
 

給
料

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

臨
時
傭
員
費

 

 
 

退
職
金

 

賞
与

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額
 

修
繕
費

 

車
両
修
繕
費

 

建
物
構
築
物
修
繕
費

 

 
 

通
信
運
搬
費

 

水
道
光
熱
費

 

備
消
品
費

 

傭
車
費

 

事
故
賠
償
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  ○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

建
設
業
 

 
 

 
 

 
 

期
末
材
料
棚
卸
高

 

給
料
手
当

 

賃
金

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

 
 

 
 

退
職
金

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

 

外
注
費

 

設
計
費

 

 

交
通
費

 

通
信
費

 

動
力
用
水
光
熱
費

 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

仮
設
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

製
造
業
 

 
 

 
 

 
 

期
末
材
料
棚
卸
高

 

 
 

賃
金

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

 
 

 
 

退
職
金

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額
 

外
注
費

 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

電
力
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

販
売
業
 

 
 

 
 

 
 

期
末
材
料
棚
卸
高

 

 
 

賃
金

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

 
 

 
 

退
職
金

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

 

外
注
費

 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

電
力
費

 

コ
ー
ド
 

50
50

 

50
67

 

50
74

 

50
98

 

51
08

 

51
15

 

51
22

 

51
39

 

51
46

 

51
53

 

51
60

 

51
77

 

51
84

 

51
91

 

52
18

 

52
25

 

52
32

 

53
04

 

53
11

 

53
28

 

53
35

 

53
42

 

53
59

 

分
類
 

材
料
仕
入
 

期
末
材
料
棚
卸
 

労
務
費
 

外
注
費
 

製
造
経
費
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○
 

 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

燃
料
費

 

支
払
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

賃
借
料

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

旅
費
交
通
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

○
 

病
院
 

保
険
料

 

 
 

 
 

 
 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

 
 

賃
借
料

 

会
議
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

旅
費
交
通
費

 

減
価
償
却
費

 

支
払
手
数
料

 

 
 

 
 

 
 

雑
費

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

運
送
業
 

道
路
使
用
料

 

施
設
使
用
料

 

借
地
料

 

借
家
料

 

支
払
消
費
税

 

被
服
費

 

交
際
接
待
費

 

 
 

賃
借
料

 

施
設
賦
課
税

 

固
定
資
産
税

 

自
動
車
重
量
税

 

軽
油
取
引
税

 

自
動
車
税

 

軽
自
動
車
税

 

 
 

旅
費
交
通
費

 

固
定
資
産
償
却
費

 

保
険
料

 

自
動
車
損
害
保
険
料

 

車
両
保
険
料

 

建
物
保
険
料

 

雑
費

 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

建
設
業
 

保
険
料

 

運
搬
費

 

 
 

燃
料
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

 
 

賃
借
料

 

機
械
等
経
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

旅
費
交
通
費

 

減
価
償
却
費

 

補
償
費

 

 
 

 
 

 
 

雑
費

 

 
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
 

製
造
業
 

保
険
料

 

 
 

 
 

燃
料
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

 
 

賃
借
料

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

旅
費
交
通
費

 

減
価
償
却
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

雑
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

販
売
業
 

保
険
料

 

 
 

 
 

燃
料
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

 
 

賃
借
料

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

旅
費
交
通
費

 

減
価
償
却
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

雑
費

 

コ
ー
ド
 

53
66

 

53
73

 

53
80

 

53
97

 

54
07

 

54
14

 

54
21

 

54
38

 

54
45

 

54
52

 

54
69

 

54
76

 

54
83

 

54
90

 

55
00

 

55
17

 

55
31

 

55
48

 

55
55

 

55
62

 

55
79

 

55
86

 

55
93

 

分
類
 

製
造
経
費
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○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

支
払
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

病
院
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
員
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

運
送
業
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
員
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
   ○
 

○
   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

建
設
業
 

他
勘
定
振
替
高

 

期
首
半
製
品
棚
卸
高

 

期
首
未
成
工
事
支
出
金

 

  

期
末
半
製
品
棚
卸
高

 

期
末
未
成
工
事
支
出
金

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
員
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
   ○
 

○
   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

製
造
業
 

他
勘
定
振
替
高

 

期
首
半
製
品
棚
卸
高

 

期
首
仕
掛
品
棚
卸
高

 

  

期
末
半
製
品
棚
卸
高

 

期
末
仕
掛
品
棚
卸
高

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
員
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

販
売
業
 

他
勘
定
振
替
高

 

期
首
半
製
品
棚
卸
高

 

期
首
仕
掛
品
棚
卸
高

 

  

期
末
半
製
品
棚
卸
高

 

期
末
仕
掛
品
棚
卸
高

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

役
員
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

コ
ー
ド
 

59
33

 

59
40

 

59
57

 

99
37

 

99
44

 

59
71

 

59
88

 

99
51

 

63
05

 

63
12

 

63
29

 

63
36

 

63
43

 

63
50

 

63
67

 

63
74

 

63
81

 

63
98

 

65
01

 

65
18

 

65
25

 

65
32

 

65
49

 

分
類
 

製
造
経
費
 

期
首
仕
掛
棚
卸
 

期
末
仕
掛
棚
卸
 

販
売
・
一
般
管
理

 



付録 勘定科目コード表（法人） 

321  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

病
院
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額
 

 
 

 
 

研
究
研
修
費

 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

被
服
費

 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

運
送
業
 

 
 

厚
生
福
利
費

 

賞
与

 

退
職
金

 

 
 

 
 

 
 

広
告
宣
伝
費

 

被
服
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費

 

会
議
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
信
運
搬
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
 

建
設
業
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

 
 

 
 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

動
力
用
水
光
熱
費

 

 
 

備
消
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
 

製
造
業
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額
 

 
 

 
 

 
 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
 

販
売
業
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

 
 

 
 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

コ
ー
ド
 

65
56

 

65
63

 

65
70

 

65
87

 

65
94

 

66
04

 

66
11

 

66
28

 

66
35

 

66
42

 

66
59

 

66
66

 

66
73

 

66
80

 

66
97

 

67
07

 

67
14

 

67
21

 

67
38

 

67
45

 

67
52

 

67
69

 

67
76

 

分
類
 

販
売
・
一
般
管
理
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○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

 
 

会
議
費

 

支
払
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

病
院
 

 
 

会
議
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
聞
図
書
費

 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

運
送
業
 

 
 

図
書
印
刷
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

固
定
資
産
償
却
費

 

 
 

施
設
使
用
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

建
設
業
 

 
 

会
議
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

事
務
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

製
造
業
 

 
 

会
議
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

事
務
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

販
売
業
 

 
 

会
議
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

事
務
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

 
 

コ
ー
ド
 

67
83

 

67
90

 

68
00

 

68
17

 

68
24

 

68
31

 

68
48

 

68
55

 

68
62

 

68
79

 

68
86

 

68
93

 

69
03

 

69
10

 

69
27

 

69
34

 

69
41

 

69
58

 

69
65

 

69
72

 

69
89

 

69
96

 

90
09

 

分
類
 

販
売
・
一
般
管
理

 

営
業
外
収
益
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○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

受
取
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

病
院
 

 
 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

 
 

雑
収
入

 

受
取
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
払
利
息

 

手
形
売
却
損

 

 
 

 
 

 
 

雑
損
失

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

運
送
業
 

 
 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

車
両
売
却
益

 

雑
収
入

 

受
取
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
払
利
息

 

手
形
売
却
損

 

 
 

 
 

車
両
売
除
却
損

 

雑
損
失

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

建
設
業
 

 
 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

 
 

雑
収
入

 

受
取
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
払
利
息

 

手
形
売
却
損

 

 
 

 
 

 
 

雑
損
失

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

製
造
業
 

 
 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

 
 

雑
収
入

 

受
取
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
払
利
息

 

手
形
売
却
損

 

 
 

 
 

 
 

雑
損
失

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

販
売
業
 

 
 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

 
 

雑
収
入

 

受
取
消
費
税

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
払
利
息

 

手
形
売
却
損

 

 
 

 
 

 
 

雑
損
失

 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド
 

90
16

 

90
23

 

90
30

 

90
47

 

90
54

 

90
61

 

90
78

 

90
85

 

90
92

 

91
02

 

91
19

 

91
26

 

91
33

 

95
04

 

95
11

 

95
28

 

95
35

 

95
42

 

95
59

 

95
66

 

95
73

 

95
80

 

95
97

 

分
類
 

営
業
外
収
益
 

営
業
外
費
用
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そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

病
院
 

 
 

 
 

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

前
期
損
益
修
正
益

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金
戻
入
額
 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

固
定
資
産
除
却
損

 

固
定
資
産
売
却
損

 

前
期
損
益
修
正
損

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

運
送
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

前
期
損
益
修
正
益

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金
戻
入
額
 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

固
定
資
産
除
却
損

 

固
定
資
産
売
却
損

 

前
期
損
益
修
正
損

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

建
設
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

前
期
損
益
修
正
益

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金
戻
入
額
 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

固
定
資
産
除
却
損

 

固
定
資
産
売
却
損

 

前
期
損
益
修
正
損

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

製
造
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

前
期
損
益
修
正
益

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金
戻
入
額
 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

固
定
資
産
除
却
損

 

固
定
資
産
売
却
損

 

前
期
損
益
修
正
損

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

販
売
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

前
期
損
益
修
正
益

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金
戻
入
額
 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

 
 

固
定
資
産
除
却
損

 

固
定
資
産
売
却
損

 

前
期
損
益
修
正
損

 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド
 

96
07

 

96
14

 

96
21

 

93
08

 

93
15

 

93
22

 

93
39

 

93
46

 

93
53

 

93
60

 

93
77

 

94
32

 

94
49

 

94
56

 

94
63

 

94
70

 

94
87

 

97
00

 

97
17

 

97
24

 

97
31

 

97
48

 

97
55

 

分
類
 

営
業
外
費
用
 

特
別
利
益
 

特
別
損
失
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○
 

              

そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
口

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

              

病
院
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

法
人
税
等

 

法
人
税
等
調
整
額

 

法
人
税
等
還
付
金

 

 
 

諸
口

 
              

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

              

運
送
業
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

法
人
税
住
民
税
事
業
税

 

法
人
税
等
調
整
額

 

法
人
税
等
還
付
金

 

 
 

諸
口

 

              

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

              

建
設
業
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

法
人
税
住
民
税
事
業
税

 

法
人
税
等
調
整
額

 

法
人
税
等
還
付
金

 

 
 

諸
口

 

              

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

              

製
造
業
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

法
人
税
住
民
税
事
業
税

 

法
人
税
等
調
整
額

 

法
人
税
等
還
付
金

 

 
 

諸
口

 

              

 
 

 
 

 
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

              

販
売
業
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

 
 

法
人
税
住
民
税
事
業
税

 

法
人
税
等
調
整
額

 

法
人
税
等
還
付
金

 

 
 

諸
口

 

              

コ
ー
ド
 

97
62

 

97
79

 

97
86

 

97
93

 

98
10

 

98
34

 

98
41

 

98
58

 

99
99

 

              

分
類
 

特
別
損
失
 

そ
の
他
 

諸
口
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勘定科目コード表（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1.科目コードを 3桁で使用する場合は下位 1桁を除いたコードとなります。 

注 2.勘定科目名の右側に「○」がある科目は、標準科目として設定されている科目です。 
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○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

個
人
不
動
産

 

現
金

 

 
 

小
口
現
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

未
収
賃
貸
料

 

未
収
金

 

コ
ー
ド

 

10
18

 

10
25

 

10
87

 

11
11

 

11
28

 

11
35

 

13
17

 

13
24

 

13
31

 

13
48

 

13
79

 

13
86

 

13
93

 

14
03

 

14
10

 

14
27

 

14
34

 

14
89

 

14
96

 

15
06

 

15
13

 

15
20

 

15
37

 

分
類

 

現
金
・
預
金

 

当
座
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 ○
 

○
 

○
 

個
人
農
業

 

現
金

 

 
 

小
口
現
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

定
期
積
金

 

 
 

 

受
取
手
形

 

売
掛
金

 

未
収
金

 

コ
ー
ド

 

10
18

 

10
25

 

10
87

 

11
11

 

11
28

 

11
35

 

13
17

 

13
24

 

13
31

 

13
48

 

13
79

 

13
86

 

13
93

 

14
03

 

14
10

 

14
27

 

14
34

 

14
89

 

14
96

 

15
06

 

15
13

 

15
20

 

15
37

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

個
人
医
業

 

現
金

 

窓
口
現
金

 

小
口
現
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

医
業
未
収
金

 

未
収
入
金

 

 
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

個
人
一
般

 

現
金

 

 
 

小
口
現
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

当
座
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

普
通
預
金

 

通
知
預
金

 

 
 

納
税
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

 
 

定
期
預
金

 

定
期
積
金

 

 
 

 
 

受
取
手
形

 

売
掛
金

 

未
収
入
金

 

コ
ー
ド

 

10
1
8
 

10
2
5
 

10
8
7
 

11
1
1
 

11
2
8
 

11
3
5
 

13
1
7
 

13
2
4
 

13
3
1
 

13
4
8
 

13
7
9
 

13
8
6
 

13
9
3
 

14
0
3
 

14
1
0
 

14
2
7
 

14
3
4
 

14
8
9
 

14
9
6
 

15
0
6
 

15
1
3
 

15
2
0
 

15
3
7
 

分
類

 

現
金
・
預
金

 

当
座
資
産
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○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

個
人
不
動
産

 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

製
品

 

半
製
品

 

原
材
料

 

仕
掛
品

 

貯
蔵
品

 

未
成
工
事
支
出
金

 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

 
 

 
 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

 
 

 
建
物

 

 
 

コ
ー
ド

 

15
44

 

15
99

 

16
23

 

16
30

 

16
47

 

16
54

 

16
78

 

16
85

 

16
92

 

18
05

 

18
12

 

18
29

 

18
36

 

18
43

 

18
50

 

18
67

 

18
74

 

18
98

 

19
22

 

19
39

 

99
13

 

20
19

 

20
26

 

分
類

 

当
座
資
産

 

棚
卸
資
産

 

そ
の
他
流
動

 

有
形
固
定
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ○
 

○
 

○
 

○
   ○
  ○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
   ○
  

個
人
農
業

 

 

有
価
証
券

 

農
産
物
等

 

未
収
穫
農
産
物
等

 

未
成
熟
の
果
樹
育
成
中
の
牛
馬
等

 

  

肥
料
そ
の
他
の
貯
蔵
品

 

 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

 
 

 
 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

  

建
物

 

 

コ
ー
ド

 

15
44

 

15
99

 

16
23

 

16
30

 

16
47

 

16
54

 

16
78

 

16
85

 

16
92

 

18
05

 

18
12

 

18
29

 

18
36

 

18
43

 

18
50

 

18
67

 

18
74

 

18
98

 

19
22

 

19
39

 

99
13

 

20
19

 

20
26

 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 ○
 

○
 

 

個
人
医
業

 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

 
 

 
 

医
薬
品

 

 
 

貯
蔵
品

 

 
 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

前
渡
金

 

預
け
金

 

 
 

貸
付
金

 

 
 

前
払
費
用

 

未
収
入
金

 

 
 

 

建
物

 

 
建
物
減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 ○
  
 

個
人
一
般

 

 
 

有
価
証
券

 

商
品

 

製
品

 

半
製
品

 

原
材
料

 

仕
掛
品

 

貯
蔵
品

 

未
成
工
事
支
出
金

 

仮
払
消
費
税

 

仮
払
金

 

立
替
金

 

 
 

 
 

 
 

貸
付
金

 

 
 

 
 

未
収
入
金

 

 
 

 

建
物

 

 
 

コ
ー
ド

 

15
4
4
 

15
9
9
 

16
2
3
 

16
3
0
 

16
4
7
 

16
5
4
 

16
7
8
 

16
8
5
 

16
9
2
 

18
0
5
 

18
1
2
 

18
2
9
 

18
3
6
 

18
4
3
 

18
5
0
 

18
6
7
 

18
7
4
 

18
9
8
 

19
2
2
 

19
3
9
 

99
1
3
 

20
1
9
 

20
2
6
 

分
類

 

当
座
資
産

 

棚
卸
資
産

 

そ
の
他
流
動

 

有
形
固
定
資
産
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○
 

 ○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

個
人
不
動
産

 

建
物
付
属
設
備

 

 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 
 

機
械
装
置

 

 
 

 
 

 
 

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

 
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

 
 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

借
地
権

 

コ
ー
ド

 

20
33

 

20
40

 

20
57

 

20
64

 

20
71

 

20
88

 

20
95

 

21
12

 

21
29

 

21
36

 

21
43

 

21
67

 

21
74

 

21
81

 

23
18

 

23
87

 

23
94

 

22
91

 

24
04

 

24
11

 

24
28

 

24
35

 

25
14

 

分
類

 

有
形
固
定
資
産

 

無
形
固
定
資
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○
  
 

○
  
 

○
  ○
    ○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

   ○
 

○
  
 

○
 

個
人
農
業

 

建
物
付
属
設
備

 

 
 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 

農
機
具
等

 

   

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

果
樹
・牛

馬
等

 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

   

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

借
地
権

 

コ
ー
ド

 

20
33

 

20
40

 

20
57

 

20
64

 

20
71

 

20
88

 

20
95

 

21
12

 

21
29

 

21
36

 

21
43

 

21
67

 

21
74

 

21
81

 

23
18

 

23
87

 

23
94

 

22
91

 

24
04

 

24
11

 

24
28

 

24
35

 

25
14

 

 
 

○
 

○
 

 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

個
人
医
業

 

建
物
付
属
設
備

 

建
物
付
属
減
価
償
却
累
計
額

 

構
築
物

 

構
築
物
減
価
償
却
累
計
額

 

造
作

 

造
作
減
価
償
却
累
計
額

 

機
械
装
置

 

機
械
装
置
減
価
償
却
累
計
額

 

医
療
機
器
備
品

 

医
療
機
器
減
価
償
却
累
計
額

 

車
両
運
搬
具

 

車
両
運
搬
具
減
価
償
却
累
計
額

 

工
具
器
具
備
品

 

工
具
器
具
減
価
償
却
累
計
額

 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

減
価
償
却
累
計
額

 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

借
地
権

 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

個
人
一
般

 

建
物
付
属
設
備

 

 
 

構
築
物

 

 
 

造
作

 

 
 

機
械
装
置

 

 
 

 
 

 
 

車
両
運
搬
具

 

 
 

工
具
器
具
備
品

 

 
 

土
地

 

建
設
仮
勘
定

 

 
 

 
 

 
 

権
利
金

 

施
設
利
用
権

 

 
 

借
地
権

 

コ
ー
ド

 

20
3
3
 

20
4
0
 

20
5
7
 

20
6
4
 

20
7
1
 

20
8
8
 

20
9
5
 

21
1
2
 

21
2
9
 

21
3
6
 

21
4
3
 

21
6
7
 

21
7
4
 

21
8
1
 

23
1
8
 

23
8
7
 

23
9
4
 

22
9
1
 

24
0
4
 

24
1
1
 

24
2
8
 

24
3
5
 

25
1
4
 

分
類

 

有
形
固
定
資
産

 

無
形
固
定
資
産

 



付録 勘定科目コード表（個人） 

331  

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

個
人
不
動
産

 

電
話
加
入
権

 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

事
業
主
貸

 

 
 

  
 

開
業
費

 

 
 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

工
事
未
払
金

 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

コ
ー
ド

 

25
21

 

26
17

 

26
24

 

26
31

 

26
48

 

26
55

 

26
62

 

26
79

 

26
86

 

27
65

 

27
72

 

28
13

 

28
20

 

99
20

 

29
30

 

29
47

 

29
54

 

30
10

 

30
34

 

30
41

 

30
58

 

30
65

 

30
72

 

分
類

 

無
形
固
定
資
産

 

投
資
そ
の
他
資
産

 

繰
延
資
産

 

流
動
負
債

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
      ○
 

○
  ○
 

○
  

個
人
農
業

 

電
話
加
入
権

 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

事
業
主
貸

 

  

土
地
改
良
事
業
受
益
者
負
担
金

 

開
業
費

 

 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 

コ
ー
ド

 

25
21

 

26
17

 

26
24

 

26
31

 

26
48

 

26
55

 

26
62

 

26
79

 

26
86

 

27
65

 

27
72

 

28
13

 

28
20

 

99
20

 

29
30

 

29
47

 

29
54

 

30
10

 

30
34

 

30
41

 

30
58

 

30
65

 

30
72

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

個
人
医
業

 

電
話
加
入
権

 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

事
業
主
貸

 

 
 

  
 

開
業
費

 

試
験
研
究
費

 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

 
 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
  
 

○
  
 

  
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

個
人
一
般

 

電
話
加
入
権

 

出
資
金

 

投
資
有
価
証
券

 

保
証
金

 

敷
金

 

長
期
貸
付
金

 

 
 

 
 

 
 

保
険
積
立
金

 

 
 

事
業
主
貸

 

 
 

  
 

開
業
費

 

 
 

支
払
手
形

 

買
掛
金

 

工
事
未
払
金

 

割
引
手
形

 

裏
書
手
形

 

 
 

コ
ー
ド

 

25
2
1
 

26
1
7
 

26
2
4
 

26
3
1
 

26
4
8
 

26
5
5
 

26
6
2
 

26
7
9
 

26
8
6
 

27
6
5
 

27
7
2
 

28
1
3
 

28
2
0
 

99
2
0
 

29
3
0
 

29
4
7
 

29
5
4
 

30
1
0
 

30
3
4
 

30
4
1
 

30
5
8
 

30
6
5
 

30
7
2
 

分
類

 

無
形
固
定
資
産

 

投
資
そ
の
他
資
産

 

繰
延
資
産

 

流
動
負
債
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○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

個
人
不
動
産

 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

未
成
工
事
受
入
金

 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

長
期
借
入
金

 

 
 

事
業
主
借

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

 
 

元
入
金

 

コ
ー
ド

 

31
13

 

31
20

 

32
23

 

32
30

 

32
78

 

32
85

 

33
19

 

33
26

 

33
33

 

33
57

 

33
64

 

33
71

 

34
12

 

34
29

 

36
56

 

19
84

 

37
11

 

37
28

 

37
35

 

37
42

 

37
59

 

37
66

 

80
08

 

分
類

 

流
動
負
債

 

固
定
負
債

 

資
本
金

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
   
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
 

個
人
農
業

 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

  
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

長
期
借
入
金

 

 
 

事
業
主
借

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

 
 

元
入
金

 

コ
ー
ド

 

31
13

 

31
20

 

32
23

 

32
30

 

32
78

 

32
85

 

33
19

 

33
26

 

33
33

 

33
57

 

33
64

 

33
71

 

34
12

 

34
29

 

36
56

 

19
84

 

37
11

 

37
28

 

37
35

 

37
42

 

37
59

 

37
66

 

80
08

 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

個
人
医
業

 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

 
 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

設
備
等
支
払
手
形

 

設
備
等
未
払
金

 

賞
与
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

長
期
借
入
金

 

 
 

事
業
主
借

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

 
 

元
入
金

 

 
 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

 

○
  
 

○
  
 

○
  
 

○
 

個
人
一
般

 

借
入
金

 

 
 

未
払
金

 

 
 

未
払
費
用

 

 
 

前
受
金

 

未
成
工
事
受
入
金

 

 
 

預
り
金

 

仮
受
金

 

仮
受
消
費
税

 

 
 

 
 

賞
与
引
当
金

 

貸
倒
引
当
金

 

長
期
借
入
金

 

 
 

事
業
主
借

 

 
 

退
職
給
付
引
当
金

 

 
 

元
入
金

 

コ
ー
ド

 

31
1
3
 

31
2
0
 

32
2
3
 

32
3
0
 

32
7
8
 

32
8
5
 

33
1
9
 

33
2
6
 

33
3
3
 

33
5
7
 

33
6
4
 

33
7
1
 

34
1
2
 

34
2
9
 

36
5
6
 

19
8
4
 

37
1
1
 

37
2
8
 

37
3
5
 

37
4
2
 

37
5
9
 

37
6
6
 

80
0
8
 

分
類

 

流
動
負
債

 

固
定
負
債

 

資
本
金
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○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
不
動
産

 

賃
貸
料

 

礼
金

 

権
利
金

 

更
新
料

 

 
 

家
事
消
費
等

 

工
事
収
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

雑
収
入

 

売
上
返
品
・値

引
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

40
04

 

40
11

 

40
28

 

40
35

 

40
42

 

41
90

 

42
17

 

42
24

 

42
31

 

42
48

 

42
55

 

90
54

 

44
13

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
類

 

売
上
高

 

売
上
値
引
戻
高

 

未
使
用

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ○
 

○
 

○
   ○
 

○
 

 

    ○
 

○
 

○
         

個
人
農
業

 

 

売
上

 

売
上

 

売
上

 

  

家
事
消
費
等

 

事
業
消
費

 

    

雑
収
入

 

売
上
返
品
・値

引
 

農
産
物
の
期
首
棚
卸
高

 

        

コ
ー
ド

 

40
04

 

40
11

 

40
28

 

40
35

 

40
42

 

41
14

 

41
90

 

42
17

 

42
24

 

42
31

 

42
48

 

42
55

 

90
54

 

44
13

 

49
70

 

45
16

 

45
23

 

45
30

 

45
47

 

45
54

 

45
61

 

45
78

 

48
15

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

個
人
医
業

 

 
 

社
会
保
険
診
療
収
入

 

社
会
保
険
窓
口
収
入

 

社
会
保
険
入
院
収
入

 

 
 

診
療
外
収
入

 

家
事
消
費
等

 

自
由
診
療
収
入

 

自
由
診
療
窓
口
収
入

 

自
由
診
療
入
院
収
入

 

労
災
保
険
診
療
収
入

 

自
賠
責
保
険
収
入

 

雑
収
入

 

 
 

期
首
医
薬
品
棚
卸
高

 

 
 

医
薬
品
仕
入

 

医
薬
品
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般
仕
入

 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
一
般

 

 
 

売
上

 

売
上

 

売
上

 

 
 

 
 

家
事
消
費
等

 

工
事
収
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

雑
収
入

 

売
上
返
品
・値

引
 

期
首
商
品
製
品
棚
卸
高

 

 
 

仕
入

 

仕
入

 

仕
入

 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

40
0
4
 

40
1
1
 

40
2
8
 

40
3
5
 

40
4
2
 

41
1
4
 

41
9
0
 

42
1
7
 

42
2
4
 

42
3
1
 

42
4
8
 

42
5
5
 

90
5
4
 

44
1
3
 

49
7
0
 

45
1
6
 

45
2
3
 

45
3
0
 

45
4
7
 

45
5
4
 

45
6
1
 

45
7
8
 

48
1
5
 

分
類

 

売
上
高

 

売
上
値
引
戻
高

 

期
首
棚
卸
高

 

仕
入
高
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個
人
不
動
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
類

 

未
使
用

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    ○
                    

個
人
農
業

 

   

農
産
物
の
期
末
棚
卸
高

 

                   

コ
ー
ド

 

49
56

 

49
63

 

49
18

 

49
87

 

50
81

 

50
12

 

50
29

 

50
36

 

50
43

 

50
98

 

51
15

 

51
22

 

51
39

 

51
46

 

51
53

 

51
77

 

51
84

 

51
91

 

52
18

 

52
25

 

52
32

 

53
04

 

53
11

 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

○
 

 

個
人
医
業

 

委
託
検
査
料

 

技
工
料

 

仕
入
返
品
・値

引
 

期
末
医
薬
品
棚
卸
高

 

期
首
医
薬
品
棚
卸
高

 

医
薬
品
仕
入

 

医
薬
品
仕
入

 

一
般
仕
入

 

 
 

期
末
医
薬
品
棚
卸
高

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

雑
給

 

退
職
金

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

 

委
託
診
療
費

 

技
工
料

 

委
託
検
査
料

 

 
 

通
信
費

 

 
 

○
  
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
一
般

 

外
注
費

 

 
 

仕
入
返
品
・値

引
 

期
末
商
品
製
品
棚
卸
高

 

期
首
材
料
棚
卸
高

 

材
料
仕
入

 

 
 

 
 

 
 

期
末
材
料
棚
卸
高

 

賃
金

 

法
定
福
利
費

 

 
 

福
利
厚
生
費

 

 
 

退
職
金

 

賞
与
引
当
金
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

 

外
注
費

 

 
 

 
 

 
 

通
信
費

 

コ
ー
ド

 

49
5
6
 

49
6
3
 

49
1
8
 

49
8
7
 

50
8
1
 

50
1
2
 

50
2
9
 

50
3
6
 

50
4
3
 

50
9
8
 

51
1
5
 

51
2
2
 

51
3
9
 

51
4
6
 

51
5
3
 

51
7
7
 

51
8
4
 

51
9
1
 

52
1
8
 

52
2
5
 

52
3
2
 

53
0
4
 

53
1
1
 

分
類

 

仕
入
高

 

仕
入
値
引
戻

 

期
末
棚
卸

 

期
首
材
料
棚
卸

 

材
料
仕
入

 

期
末
材
料
棚
卸

 

労
務
費

 

外
注
費

 

製
造
経
費
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個
人
不
動
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
類

 

未
使
用

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                        

個
人
農
業

 

                       

コ
ー
ド

 

53
28

 

53
35

 

53
42

 

53
59

 

53
66

 

53
73

 

53
80

 

53
97

 

54
07

 

54
14

 

54
21

 

54
45

 

54
52

 

55
31

 

55
48

 

55
55

 

55
93

 

59
33

 

59
40

 

59
57

 

99
37

 

99
44

 

59
71

 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

○
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
医
業

 

水
道
光
熱
費

 

医
療
消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

賄
費

 

保
険
料

 

 
 

 
 

 
 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

賃
借
料

 

会
議
費

 

旅
費
交
通
費

 

減
価
償
却
費

 

支
払
手
数
料

 

雑
費

 

他
勘
定
振
替
高

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
一
般

 

水
道
光
熱
費

 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

電
力
費

 

保
険
料

 

 
 

 
 

 
 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

 
 

 
 

 
 

減
価
償
却
費

 

 
 

雑
費

 

他
勘
定
振
替
高

 

期
首
半
製
品
棚
卸
高

 

期
首
仕
掛
品
棚
卸
高

 

  

期
末
半
製
品
棚
卸
高

 

コ
ー
ド

 

53
2
8
 

53
3
5
 

53
4
2
 

53
5
9
 

53
6
6
 

53
7
3
 

53
8
0
 

53
9
7
 

54
0
7
 

54
1
4
 

54
2
1
 

54
4
5
 

54
5
2
 

55
3
1
 

55
4
8
 

55
5
5
 

55
9
3
 

59
3
3
 

59
4
0
 

59
5
7
 

99
3
7
 

99
4
4
 

59
7
1
 

分
類

 

製
造
経
費

 

期
首
仕
掛
棚
卸

 

期
末
仕
掛
棚
卸
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○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
不
動
産

 

 
 

 
 

 
 

事
業
主
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

 
 

 
 

65
01

 

65
18

 

65
25

 

65
32

 

65
49

 

65
56

 

65
63

 

65
70

 

65
87

 

65
94

 

66
04

 

66
11

 

66
28

 

66
35

 

66
42

 

66
59

 

66
66

 

66
73

 

66
80

 

66
97

 

67
07

 

分
類

 

未
使
用

 

販
売
・一
般
管
理

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    ○
 

○
 

○
   ○
      ○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

個
人
農
業

 

   

事
業
主
報
酬

 

雇
人
費

 

法
定
福
利
費

 

  

福
利
厚
生
費

 

     

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃
手
数
料

 

種
苗
費

 

素
畜
費

 

肥
料
費

 

飼
料
費

 

コ
ー
ド

 

59
88

 

99
51

 

65
01

 

65
18

 

65
25

 

65
32

 

65
49

 

65
56

 

65
63

 

65
70

 

65
87

 

65
94

 

66
04

 

66
11

 

66
28

 

66
35

 

66
42

 

66
59

 

66
66

 

66
73

 

66
80

 

66
97

 

67
07

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

個
人
医
業

 

 
 

 
 

 
 

事
業
主
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

賞
与
引
当
繰
入
額

 

退
職
給
付
引
当
金
繰
入

 

 
 

 
 

研
究
研
修
費

 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

被
服
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

個
人
一
般

 

期
末
仕
掛
品
棚
卸
高

 

  
 

事
業
主
報
酬

 

給
料
手
当

 

法
定
福
利
費

 

 
 

 
 

福
利
厚
生
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
告
宣
伝
費

 

燃
料
費

 

車
両
維
持
費

 

旅
費
交
通
費

 

荷
造
運
賃

 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

59
8
8
 

99
5
1
 

65
0
1
 

65
1
8
 

65
2
5
 

65
3
2
 

65
4
9
 

65
5
6
 

65
6
3
 

65
7
0
 

65
8
7
 

65
9
4
 

66
0
4
 

66
1
1
 

66
2
8
 

66
3
5
 

66
4
2
 

66
5
9
 

66
6
6
 

66
7
3
 

66
8
0
 

66
9
7
 

67
0
7
 

分
類

 

期
末
仕
掛
棚
卸

 

販
売
・一
般
管
理
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○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人
不
動
産

 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

 
 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

67
14

 

67
21

 

67
38

 

67
45

 

67
52

 

67
69

 

67
76

 

67
83

 

67
90

 

68
00

 

68
17

 

68
24

 

68
31

 

68
48

 

68
55

 

68
62

 

68
79

 

68
86

 

68
93

 

69
03

 

69
10

 

69
27

 

69
34

 

分
類

 

販
売
・一
般
管
理

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  

個
人
農
業

 

通
信
費

 

動
力
光
熱
費

 

農
具
費

 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

農
薬
衛
生
費

 

諸
材
料
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
・賃

借
料

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

利
子
割
引
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

作
業
用
衣
料
費

 

農
業
共
済
掛
金

 

土
地
改
良
費

 

 

コ
ー
ド

 

67
14

 

67
21

 

67
38

 

67
45

 

67
52

 

67
69

 

67
76

 

67
83

 

67
90

 

68
00

 

68
17

 

68
24

 

68
31

 

68
48

 

68
55

 

68
62

 

68
79

 

68
86

 

68
93

 

69
03

 

69
10

 

69
27

 

69
89

 

 
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 
 

 
 

個
人
医
業

 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

会
議
費

 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

事
務
費

 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

 
 

個
人
一
般

 

通
信
費

 

水
道
光
熱
費

 

 
 

消
耗
品
費

 

修
繕
費

 

保
険
料

 

事
務
用
品
費

 

 
 

 
 

支
払
消
費
税

 

租
税
公
課

 

交
際
接
待
費

 

地
代
家
賃

 

減
価
償
却
費

 

退
職
金

 

賃
借
料

 

支
払
手
数
料

 

報
酬
料
金

 

諸
会
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

67
1
4
 

67
2
1
 

67
3
8
 

67
4
5
 

67
5
2
 

67
6
9
 

67
7
6
 

67
8
3
 

67
9
0
 

68
0
0
 

68
1
7
 

68
2
4
 

68
3
1
 

68
4
8
 

68
5
5
 

68
6
2
 

68
7
9
 

68
8
6
 

68
9
3
 

69
0
3
 

69
1
0
 

69
2
7
 

69
3
4
 

分
類

 

販
売
・一
般
管
理
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○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
 

個
人
不
動
産

 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

専
従
者
給
与

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
口

 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

69
41

 

69
58

 

69
65

 

69
72

 

69
89

 

69
96

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

60
68

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

99
99

 

 
 

 
 

 
 

分
類

 

販
売
・一
般
管
理

 

未
使
用

 

繰
入
額
等

 

未
使
用

 

諸
口

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
      ○
 

○
 

○
 

○
    ○
 

○
    

個
人
農
業

 

雑
費

 

支
払
利
息

 

雑
損
失

 

農
産
物
以
外
期
首
棚
卸
高

 

農
産
物
以
外
期
末
棚
卸
高

 

差
引
く
果
樹
牛
馬
等
の
育
成
費

 

 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

受
取
消
費
税

 

 

固
定
資
産
売
却
益

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

専
従
者
給
与

 

固
定
資
産
売
却
損

 

   

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

諸
口

 

   

コ
ー
ド

 

69
96

 

95
11

 

95
66

 

69
34

 

69
41

 

69
58

 

90
16

 

90
23

 

90
30

 

90
61

 

90
78

 

93
15

 

94
63

 

60
68

 

97
17

 

97
24

 

97
31

 

97
48

 

97
86

 

99
99

 

   

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

 
 

 
 

 
 

個
人
医
業

 

 
 

新
聞
図
書
費

 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

支
払
利
息

 

雑
損
失

 

 
 

 
 

 
 

受
取
消
費
税

 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

専
従
者
給
与

 

固
定
資
産
売
却
損

 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

諸
口

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
  
 

○
 

○
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

○
 

○
  
 

 
 

 
 

個
人
一
般

 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

雑
費

 

支
払
利
息

 

雑
損
失

 

 
 

受
取
利
息

 

受
取
配
当
金

 

受
取
消
費
税

 

 
 

固
定
資
産
売
却
益

 

貸
倒
引
当
金
戻
入
額

 

専
従
者
給
与

 

固
定
資
産
売
却
損

 

 
 

 
 

 
 

貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 

諸
口

 

 
 

 
 

 
 

コ
ー
ド

 

69
4
1
 

69
5
8
 

69
8
9
 

69
9
6
 

95
1
1
 

95
6
6
 

90
1
6
 

90
2
3
 

90
3
0
 

90
6
1
 

90
7
8
 

93
1
5
 

94
6
3
 

60
6
8
 

97
1
7
 

97
2
4
 

97
3
1
 

97
4
8
 

97
8
6
 

99
9
9
 

 
 

 
 

 
 

分
類

 

販
売
・一
般
管
理

 

繰
戻
額
等

 

繰
入
額
等

 

諸
口

 

 
 

 
 

 
 



 

 

資金繰りコード・消費税区分一覧表 
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資金繰りコード一覧表 

      

            

                                                        

  経常収支     設備等収支   

    № 項目       № 項目   

  

収入 

11 現金売上     
収入 

31 固定資産売却   

  12 売掛金回収     32 その他の収入   

  13 受取手形期日落     

支出 

33 固定資産購入   

  14 未収入金     34 投資等支出   

  15 前受金     35 法人税等   

  16 受取利息・配当金     36 その他の支出   

  17 その他営業外収入                               

  18 その他の収入     財務収支   

  

支出 

19 現金仕入       № 項目   

  20 買掛金支払     

収入 

37 手形割引   

  21 支払手形決済     38 短期借入金   

  22 未払金・未払費用     39 長期借入金   

  23 前渡金     40 定期性預金取崩   

  24 材料費     41 貸付金等回収   

  25 製造経費     42 その他の収入   

  26 人件費     

支出 

43 短期借入金返済   

  27 販売費・一般管理費     44 長期借入金返済   

  28 支払利息割引料     45 定期性預金預入   

  29 その他営業外支出     46 貸付金等   

  30 その他の支出     47 その他の支出   

                                                        

                                    99 流動性現預金   
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消費税区分一覧表（原則課税） 

税分類 コード 税区分名 税分類 コード 税区分名 

売上 

110 課税売上 

仮受 

610 売上 

120 免税売上 620 貸倒回収 

130 非課税売上 630 返還 

140 非課税売上（有価証券） 640 貸倒 

150 非課税売上（輸出等） 

仮払 

711 課税売上対応課税仕入 

貸倒 

回収 

210 課税売上 712 共通売上対応課税仕入 

220 免税売上 713 非課税売上対応課税仕入 

230 非課税売上 721 課税売上対応課税輸入 

240 非課税売上（有価証券） 722 共通売上対応課税輸入 

250 非課税売上（輸出等） 723 非課税売上対応課税輸入 

返還 

310 課税売上 724 課税売上対応課税輸入（国税） 

320 免税売上 725 共通売上対応課税輸入（国税） 

330 非課税売上 726 非課税売上対応課税輸入（国税） 

340 非課税売上（有価証券） 731 課税売上対応調整（棚卸） 

350 非課税売上（輸出等） 732 共通売上対応調整（棚卸） 

貸倒 

410 課税売上 733 非課税売上対応調整（棚卸） 

420 免税売上 761 課税売上対応課税仕入返還 

430 非課税売上 762 共通売上対応課税仕入返還 

440 非課税売上（有価証券） 763 非課税売上対応課税仕入返還 

450 非課税売上（輸出等） 771 課税売上対応課税輸入返還 

仕入 

511 課税売上対応課税仕入 772 共通売上対応課税輸入返還 

512 共通売上対応課税仕入 773 非課税売上対応課税輸入返還 

513 非課税売上対応課税仕入 774 課税売上対応課税輸入返還（国税） 

521 課税売上対応課税輸入 775 共通売上対応課税輸入返還（国税） 

522 共通売上対応課税輸入 776 非課税売上対応課税輸入返還（国税） 

523 非課税売上対応課税輸入 

対象外 

810 課税対象外・不課税 

531 課税売上対応調整（棚卸）   

532 共通売上対応調整（棚卸）   

533 非課税売上対応調整（棚卸）  
 

540 非課税仕入 
  

551 課税売上対応特定課税仕入 
  

552 共通売上対応特定課税仕入   

553 非課税売上対応特定課税仕入 
  

561 課税売上対応課税仕入返還 
  

562 共通売上対応課税仕入返還 

未定 

910 区分未定 

563 非課税売上対応課税仕入返還 
  

571 課税売上対応課税輸入返還   

572 共通売上対応課税輸入返還   

573 非課税売上対応課税輸入返還   

581 課税売上対応特定課税仕入返還   

582 共通売上対応特定課税仕入返還   

583 非課税売上対応特定課税仕入返還   
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消費税区分一覧表（簡易課税） 

税分類 コード 税区分名 税分類 コード 税区分名 

売上 

111 第一種課税売上 

仕入 

571 課税売上対応課税輸入返還 

112 第二種課税売上 572 共通売上対応課税輸入返還 

113 第三種課税売上 573 非課税売上対応課税輸入返還 

114 第四種課税売上 581 課税売上対応特定課税仕入返還 

115 第五種課税売上 582 共通売上対応特定課税仕入返還 

116 第六種課税売上 583 非課税売上対応特定課税仕入返還 

120 免税売上 

仮受 

611 第一種課税売上 

130 非課税売上 612 第二種課税売上 

140 非課税売上（有価証券） 613 第三種課税売上 

150 非課税売上（輸出等） 614 第四種課税売上 

貸倒 

回収 

210 課税売上 615 第五種課税売上 

220 免税売上 616 第六種課税売上 

230 非課税売上 620 貸倒回収 

240 非課税売上（有価証券） 631 第一種課税返還 

250 非課税売上（輸出等） 632 第二種課税返還 

返還 

311 第一種課税返還 633 第三種課税返還 

312 第二種課税返還 634 第四種課税返還 

313 第三種課税返還 635 第五種課税返還 

314 第四種課税返還 636 第六種課税返還 

315 第五種課税返還 640 貸倒 

316 第六種課税返還 

仮払 

711 課税売上対応課税仕入 

320 免税売上 712 共通売上対応課税仕入 

330 非課税売上 713 非課税売上対応課税仕入 

340 非課税売上（有価証券） 721 課税売上対応課税輸入 

350 非課税売上（輸出等） 722 共通売上対応課税輸入 

貸倒 

410 課税売上 723 非課税売上対応課税輸入 

420 免税売上 724 課税売上対応課税輸入返還 

430 非課税売上 725 共通売上対応課税輸入返還 

440 非課税売上（有価証券） 726 非課税売上対応課税輸入返還 

450 非課税売上（輸出等） 731 課税売上対応調整（棚卸） 

仕入 

511 課税売上対応課税仕入 732 共通売上対応調整（棚卸） 

512 共通売上対応課税仕入 733 非課税売上対応調整（棚卸） 

513 非課税売上対応課税仕入 761 課税売上対応課税仕入返還 

521 課税売上対応課税輸入 762 共通売上対応課税仕入返還 

522 共通売上対応課税輸入 763 非課税売上対応課税仕入返還 

523 非課税売上対応課税輸入 771 課税売上対応課税輸入返還 

531 課税売上対応調整（棚卸） 772 共通売上対応課税輸入返還 

532 共通売上対応調整（棚卸） 773 非課税売上対応課税輸入返還 

533 非課税売上対応調整（棚卸） 774 課税売上対応課税輸入返還（国税） 

540 非課税仕入 775 共通売上対応課税輸入返還（国税） 

551 課税売上対応特定課税仕入 776 非課税売上対応課税輸入返還（国税） 

552 共通売上対応特定課税仕入 

対象外 
810 課税対象外・不課税 

553 非課税売上対応特定課税仕入   

561 課税売上対応課税仕入返還   

562 共通売上対応課税仕入返還 
未定 

910 区分未定 

563 非課税売上対応課税仕入返還   
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